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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　はじめに




　初めまして。この本の著者、矢野俊策と申します。この本を手にとっていただき、ありがとうございます。

　もし、私が書いた他の本をお読みになっていただいているのであれば別の挨拶を。ご無沙汰しています。いつもありがとうございます。




　この本は、ＴＲＰＧ『ダブルクロス』、『ダブルクロス　The 2nd Edition』、『ダブルクロス　The 3rd Edition』のリプレイとなります。

　と、いきなりタイトルを三つもあげましたが、その解説をさせていただきます。




　まずＴＲＰＧとは、〝テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム〟の略であり、トランプや麻雀などといったテーブルゲームの一種です。

　ＲＰＧという名前こそ持ちますが、ＴＲＰＧはいわゆるコンピューターゲームとは違い、テレビや他の電子的な機材を必要としません。筆記用具とダイス（サイコロのことです）、そしてルールブックと遊ぶ仲間があれば、ＴＲＰＧは誰でもプレイできます。

　このＴＲＰＧというゲームは、参加者が各自ひとりのキャラクターを作り、進行役であるＧＭ（ゲームマスター）の管理の下、その世界を冒険する遊びです。

　このゲーム最大の特徴は会話によって進行すること。進行役の参加者と、それ以外の参加者との会話によってキャラクターの行動が決定し、ストーリーが変化していきます。




　リプレイとはそのＴＲＰＧを遊んだ風景を読み物の形に書き起こしたものです。




『ダブルクロス』はＴＲＰＧの一作品。

　舞台は現代にごくごく近い世界。世界は見た目こそ変わりなく見えるものの、その裏ではオーヴァードという超常能力を使う者たちが跋扈しています。

　オーヴァードはレネゲイドと呼ばれる謎のウィルスによって超常能力を得てしまった人間たち。ＧＭを除く参加者は皆オーヴァードとなり、一般の人々が知らない世界の裏側で戦いを繰り広げることとなります。




　そして、『ダブルクロス　The 2nd Editon』、『ダブルクロス　The 3rd Edition』は『ダブルクロス』のいわゆるヴァージョンアップ版。

　初代、2nd Editionと経て、二〇一〇年現在では3rd Editionが最新版として発売されています。




　本書は第一話が初代の、第二話が2nd Editionの時期に掲載されたものを加筆、修正したものです。そして第三話が3rd Edition用に書き下ろされたものとなります。

　それぞれにルールなども違うため、多少混乱させてしまうこともあるかと思いますが、当時のままのリプレイを掲載するという方針を優先させました。ご理解いただければと思います。

　言わば『ダブルクロス』の年代記とも言えるこのリプレイ。九年の歩みをどこかに感じていただければ幸いです。




　それではそろそろ本編の方に。

　あなたの知らない世界の真実が待っています。
















昨日と同じ今日。

今日と同じ明日。

世界は繰くり返し時を刻きざみ、変わらないように見えた。

だが、人々の知らないところで、世界は大きく変へん貌ぼうしていた。




東京近きん郊こうＴ市に暮らす少年、加賀十也かが・とおや。

平へい凡ぼんで退たい屈くつなはずの日常は、すでに失われてしまった。

オーヴァードとして覚かく醒せいした彼は、しかし誰だれよりも〝日常〟の世界で生きることを望んでいた。

だが、レネゲイド、〝非日常〟はたやすく十也たちの世界を侵しん蝕しよくする。

〝日常〟を守るため、〝非日常〟の力を振ふるう十也。

それがより一層の侵蝕を招くことだと知りながら。

彼は自らの〝日常〟を守り続ける──。







　　　　PREPLAY




　某ぼう月げつ某日、有限会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．会議室。

　この場所に今、五人の人物が集まっていた。

　手元には十面体ダイスと筆記用具、そしていくつかのシート類。

　今から『ダブルクロス』のリプレイを収録するのだ。




ＧＭ：それではこれから『ダブルクロス』のプレイを始めたいと思います。

一同：よろしくお願いしまーす。

黒須左京くろす・さきよう（以下左京）：ＧＭ、質問だ。『ダブルクロス』とはなんだ？

ＧＭ：基本的なツッコミをアリガトウ。『ダブルクロス』とはいわゆる「現代超ちよう人じんもの」です。正体不明のウィルス、レネゲイドのせいで特殊能のう力りよくをもった超人〝オーヴァード〟が誕生して、社会のあちこちに隠かくれている。そういう設定の現代世界で活かつ躍やくしてもらうＲＰＧです。

鈴木和美すずき・かずみ（以下、和美）：ああ、例えば『Ｘ－ＭＥＮ』みたいな？

ＧＭ：そんな感じです。では、まずはキャラクター作成からはじめましょう。
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◆ＳＴＥＰ１：シンドローム


・シンドローム：オーヴァードの能力を系統化したもの。大きく９に分かれている。






ＧＭ：さて早さつ速そくキャラクター作成です。

和美：まずなにから？

ＧＭ：最初は、〝シンドローム〟の選せん択たくからですね。

加賀十也かが・とおや（以下、十也）：シンドロームを選ぶと、使えるエフェクト（オーヴァードの能力）の種類や効果が変わるんだったけか？

ＧＭ：そうです。キュマイラシンドロームなら身体の一部を獣けものに変異させる、サラマンダーシンドロームなら炎ほのおや冷気を使うとか……ですね。とりあえず、シンドロームの説明やコミックを読んで、イメージを摑つかんでください。




　……皆みなさんは、左のシンドローム紹しよう介かいコラムを読んでいただきたい。
















左京：ふむ、だいたい各シンドロームのイメージは分かったぞ。

ＧＭ：では皆さん、シンドロームをふたつ選んでください。

和美：必ずふたつ選ぶの？

ＧＭ：はい。同じシンドロームを選択して組み合わせてもかまいません。二種類の違ちがうシンドロームを組み合わせることも、もちろんできます。

左京：同じシンドロームを選んで、何かいいことがあるのか？

ＧＭ：同じシンドロームを選ぶと、取得できるエフェクトの種類は減りますが、その分、効果が強力になります。

十也：器用貧びん乏ぼうか、単機能バカかどっちかということだな。

ＧＭ：万ばん能のう型がたか特殊仕様かという言い方もできますな。シンドロームがひとつのキャラクターを純血種ピュアブリード、ふたつのキャラを混血種クロスブリードと呼びます。

左京：「ピュアブリード」！　……いい響ひびきじゃないか（笑）。

和美：でも〝ダブルクロス〟なんだからクロスブリードでしょ（笑）。

ＧＭ：その辺はお好みで（笑）。

十也：じゃ、俺おれは変身ヒーローな感じのキャラクターをやりたいので、〝キュマイラ〟かな。できれば体の一部分だけじゃなくて、完全に変身したいんだけど、どれを取ればいいんだ。

ＧＭ：この《完全獣化》というエフェクトを使えばＯＫです。

十也：なるほど。じゃ、もうひとつは何にするか……、〝サラマンダー〟にも惹ひかれるが、ここは〝ハヌマーン〟をとろう。純じゆん戦せん闘とう系けいキャラクターということで。

ＧＭ：了りよう解かい。他の人は？

久遠寺綾くおんじ・あや（以下、綾）：〝エンジェルハィロゥ〟と〝ノイマン〟のクロスブリード。

一同：うわっ！

綾：？

左京：そ、存在を忘れていた。

和美：ひょっとして今日初めての発言なんじゃない？

綾：……。

ＧＭ：と、ともかく、次の方どうぞ。

和美：いろいろ悩なやむけど、〝ブラムストーカー〟と〝ソラリス〟で。

左京：では、俺は〝ブラックドッグ〟のピュアブリードにしよう。電でん撃げきで攻こう撃げきするのだ。

十也：おお、ウナギ人間（笑）。

左京：電撃でいきなりウナギか！　短慮だな、貴様は！（笑）




◆ＳＴＥＰ２：ワークス


・ワークス：そのキャラクターの職業や社会的立場を表わすもの。




・カヴァー：そのキャラクターの表向きの職業。






ＧＭ：次は〝ワークス〟と〝カヴァー〟の決定です。

綾：……それはなに？

ＧＭ：ワークスはそのキャラクターの本質、カヴァーは職業というところですね。

十也：なんでふたつも決めるんだ？

ＧＭ：表向きと本質が違うと、いろんなキャラクターを表現できるからです。

綾：（首をかしげる）

ＧＭ：例えば「実は傭よう兵へいだが、任務のために高校生として学校に通っている」というキャラクターをやりたい場合……。

左京：ワークスが〝傭兵〟、カヴァーが〝高校生〟になるわけだな？

ＧＭ：そういうことです。

十也：なるほどな。ワークスとカヴァーが同じでもいいのか？

ＧＭ：もちろん。多分、同じにする人の方が多いと思いますよ。

和美：（ワークス表を見て）特殊なワークスもあるのねー。

ＧＭ：ああ、ＵＧＮ関係のワークスですね。エージェントとかチルドレンとかありますよ。





・ＵＧＮ：〝ユニバーサル・ガーディアンズ・ネットワーク〟の略。オーヴァードによる世界的な相そう互ご援えん助じよ。




・ＵＧＮエージェント：ＵＧＮの正規メンバー。




・ＵＧチルドレン：ＵＧＮで育てられた子供。オーヴァードとしての能力が高いが、社会性が低い。






十也：そんな組織があるのか……。こいつらの目的は？

ＧＭ：目的は人類とオーヴァードの共存です。レネゲイドウィルスは、むやみにその力を使っていると、暴走状態になってしまうことがあるんです。それに対して特殊なトレーニング法でオーヴァードのサポートをしたりとか、ウィルス能力によって起こされた事件を各国政府に代わって解決する、などの業務を行ってます。

和美：ずいぶん手の込んだことを……。

ＧＭ：ああ、もっとも大事なのは「レネゲイドウィルスのことを世間に知らさないこと」です。

十也：あ、世間にばれてないのか。

ＧＭ：そうです。ばれるとパニックは確実なので、ＵＧＮが隠しているわけです。

左京：正義の味方、というところだな。

ＧＭ：そんなに単純なものじゃないですけどね。ちなみに、この世界でレネゲイドがばら撒まかれたのは約十八年前の出来事となっています。そのため、生来のオーヴァードであるチルドレンの年ねん齢れいは必ず十八歳さい以下になります。

左京：高校生以下ということか。

十也：〝高校生〟のキャラをやりたいんだけど、普ふ通つうの高校生と不良学生があるんだな。

和美：ワークスを〝格かく闘とう家か〟とか、〝アスリート〟にして、カヴァーに高校生を選んで部活にうちこんでるってことにするのもいいんじゃない？

十也：ああ、なるほどね。

左京：俺は〝高校生〟にする。

和美：それじゃ、私は大人のキャラにしよーっと。〝ＵＧＮエージェント〟にするわ。

綾：私は〝ＵＧチルドレン〟にしてみます。

一同：ふーむ。

綾：？

左京：いや。何となく納なつ得とくいったという意思表示だ。

ＧＭ：では、シンドローム、ワークスが決まったところで、能力値を算出してください。





・能力値：キャラクターの性能を表わすデータ。肉体、感覚、精神、社会の四つからなる。






十也：表に書いてある数字を全部足せばいいのか？

ＧＭ：はい。その後に、好きな能力値に１点足してください。ただし、能力値に０がある場合は、必ずそこに足してくださいね。

和美：能力値が０になっちゃいけないわけねー。




◆ＳＴＥＰ３：エフェクト

ＧＭ：では次に〝エフェクト〟を選んでください。

綾：どれぐらい選べばいいの……？

ＧＭ：全部で８レベル分です。ひとつのレベルを上げてもいいですよ。その場合、クロスブリードは２レベル、ピュアブリードは３レベルまで上じよう昇しようできます。

左京：そういえば、レベルが上がるとどんないいことがあるんだ？

ＧＭ：エフェクトには攻こう撃げき力りよくや対象などが設定されていて、エフェクトのレベルがあがるほどその威い力りよくが上がったり効果の範はん囲いが広がったりします。

左京：なるほど。それはいいことだ。

十也：えーと、このエフェクトで、獣形態になって、腕うでから爪つめが生えて……。

ＧＭ：どこの怪かい人じんですか？（笑）

十也：どっちかというと仮面ライダーっぽく行きたいんだが（笑）。

ＧＭ：エフェクト発動時の姿すがた形かたちを考えると面白いですね。

十也：はっ！　もしかして完全変身すると服が破れて大変なことに！（笑）

ＧＭ：どの程度服が破れるかはプレイヤーの良心にまかせます（笑）。

和美：私は便利系のエフェクト中心でいくわ。

綾：こちらも取り終わりました。ひたすら射撃系に。

左京：俺はせっかくのピュアブリードだから、集中して取ろう。

ＧＭ：皆さん終わりましたね？　その次は、〝技能〟を決めます。技能は、まずワークスに書かれている技能をキャラクターシートに書き写してください。

左京：質問。技能が重なった場合は？

ＧＭ：その場合は、技能のレベルを加算してください。全部の技能を加算し終わったら、やはり最後にボーナスの技能５レベル分を任意に割り振ふってください。

左京：高校生は〈ＲＣ〉が２ＬＶあるのか。これはオイシイ。

ＧＭ：次は〝ＨＰ〟と〝イニシアティブ値〟を決定します。





・ＨＰ：ヒットポイントの略。そのキャラクターの生命力を表わす数値。




・イニシアティブ値：戦闘時の行動順番を決定する数値。






左京：ほう。計算をするのか？

ＧＭ：そうです。能力値から自動的に計算できるようになっています。

和美：簡単ね。……終わったわ。




◆ＳＴＥＰ４：ライフパス


・ライフパス：そのキャラクターが経験してきた出来事を表わすもの。






ＧＭ：では次に、〝ライフパス〟を決めます。まず〝生まれ表〟を振って下さい。これはＤ[image: 100]のＲＯＣです。

綾：ＲＯＣ？

ＧＭ：Roll or Choiceの略です。表をダイスで振る時、振り直したり選んだりしてもよいというルールですよ。

綾：（うなずく）

十也：生まれについては何も考えてないから、とりあえず振ろう。……31、〝資産家〟。いや、もうちょっと普通の生まれがいいなあ。ということでもう一回。……44、〝兄弟〟。

和美：兄弟なら普通なんじゃない？

十也：そうだな。これでいいや。

ＧＭ：分かりました。では他の人も同じように決定してください。なお、〝ＵＧの子〟という項こう目もくはワークスが〝ＵＧチルドレン〟のキャラクターしか選べません。逆に〝ＵＧチルドレン〟のＰＣは自動的にこの項目になります。

綾：それじゃ、あたしはこの表を振らなくていいのね。

和美：私は76で〝安定した家庭〟。

左京：俺は〝政治権力〟。ふむ親が政治家であるということにしよう。

十也：おお、エリートか。

左京：そっちが「普通の少年」だから、こっちはヘビーな過去で対たい抗こうだ。父親は政治家だが正妻ではなく、愛人の子。父親に反発を感じている反面、母親には弱いとか。

綾：マザコン……？

和美：マザコンね。

左京：ふっ。なんとでも言ってくれ。俺は父親の七光りじゃなく自分で輝かがやく男なのさ。

十也：ファザコンでもあると。

ＧＭ：生まれ表の次は〝経験表〟です。経験表は〝幼よう少しよう〟〝学生１（平へい穏おん）〟〝学生２（波は瀾らん万ばん丈じよう）〟〝学生３（不良）〟〝その後〟〝ＵＧチルドレン〟の六種類があります。この中から二種類を選んで一回ずつ振ってもらいます。ただし、同じ表を二度振ふることはできません。

十也：よし、じゃあ俺は〝学生１（平穏）〟と〝学生３（不良）〟でいこう。

ＧＭ：この表は、１Ｄ10のＲＯＣです。

十也：じゃ、〝学生１〟を、（コロコロ）……10。〝親友〟！　どうやら親友ができたらしい。

和美：友達多くていいじゃない。

十也：で、〝学生３〟が、……９、〝三面記事〟。

ＧＭ：何か三面記事に載のるような事件にあったというやつですね。自分が起こした、でもかまいませんし、よいことをした、でも悪いことをした、でもかまいませんよ。

十也：ふーん。ちょっとイメージが湧わかないな。保留しておこう。

綾：あたしは〝ＵＧチルドレン〟の経験表以外を振れますか？

ＧＭ：残念ながら〝ＵＧチルドレン〟は〝経験表：ＵＧチルドレン〟を一回振るだけです。

綾：では経験のデータはひとつ？

ＧＭ：いえ、〝ＵＧへの畏い怖ふ〟というデータが自動的につきます。

十也：い、畏怖？　どんな組織だ。ＵＧＮ（笑）。

ＧＭ：あとひとつＲＯＣしてください。

綾：はい。（コロコロ）７、〝裏切られた〟。

和美：おや、なんか裏切られたみたい。

ＧＭ：仲間に裏切られたか、一般人に裏切られたか、ですね。では、他のおふたりもどうぞ。

和美：じゃ、〝学生２〟表と〝その後〟表で。（コロコロ）〝死〟と〝喪そう失しつ〟。いろいろと無くしてばかりね（笑）。

左京：俺は〝幼少〟表と〝学生２〟で。（コロコロ）〝大病〟と、……〝瀕ひん死しの大病〟（笑）。

十也：からだ弱っ！（笑）

和美：それだと、何だか入院ばっかりしてそうね（笑）。

左京：むっ！　なにやらキョーレツに惹かれる。いっそ〝ボク〟キャラにするか？

ＧＭ：もちろんかまいませんよ。

左京：うーん。……残念だがあきらめよう。弱めのキャラを作ると綾とキャラかぶりする。ここはあくまでヘビーな過去を持つエリートでいこう。というわけで〝学生２〟表だけ振ふりなおして、（コロコロ）〝強敵〟になった。




◆ＳＴＥＰ５：覚かく醒せいと衝しよう動どう


・覚醒：そのキャラクターがどういう状じよう況きようで能力に目覚めたかを表わす。




・衝動：そのキャラクターが強いショックを受けた時にわき上がる感情。




・侵蝕率：そのキャラクターがどれだけレネゲイドに侵おかされているかを表わす数字。






ＧＭ：次に〝覚醒〟と〝衝動〟の決定です。表を１Ｄ10でＲＯＣしてください。

十也：んじゃ、まずは振ってみよう。覚醒表は、……７。〝命令〟。うーん、いまいち。振りなおしてもいいんだよね。

ＧＭ：ＲＯＣですから、振りなおしても、選んでもいいです。

十也：そうか……、せっかく選ぶならダイスを振ったら取れない０番の〝死〟にしよう。俺おれは一回死んだ、らしい。

ＧＭ：なるほど。ウィルスの力でよみがえってきたわけですね。

和美：じゃあキミ、一回死んでるんだ。その時に新聞に載ったんじゃない？

十也：なるほどね。うん、それでいこう。自分の死亡記事を見た男（笑）。

ＧＭ：その後、レネゲイドの力で復活したと。では次に〝衝動表〟の方を。

十也：とりあえず振る。……７、〝闘とう争そう〟。戦いたくなる。これは即そく採さい用よう。

ＧＭ：分かりました。では、覚醒が〝死〟で衝動が〝闘争〟ですね。他の人は？

綾：〝ＵＧチルドレン〟なので、覚醒は〝生誕〟。衝動は〝自傷〟。

和美：〝探求〟と〝嫌けん悪お〟。

左京：〝償つぐない〟と〝加か虐ぎやく〟。

ＧＭ：うーむ。単語を並べるとすごい字じ面づらになるなぁ（笑）。

和美：あんたが言うか（笑）。

十也：衝動は抑おさえてないとまずいのか？

ＧＭ：衝動に身を任せて行動すると体内のレネゲイドが活性化します。ウィルスに負けたくなければ抑えた方がいいですね。ただ、ウィルスが活性化すると戦闘には強くなりますよ。

十也：なるほど。「レネゲイドに身を任せるか、人として戦うか」ってことだな。

ＧＭ：それが『ダブルクロス』の肝きもになります。




◆ＳＴＥＰ６：ロイスの決定


・ロイス：そのキャラクターの人生に、深く影響を及およぼした（及ぼしている）人物のこと。






ＧＭ：では、最後に〝ロイス〟を決定します。ロイスはキャラクター作成時とプレイ中、そしてその中間の段階で取得するのですが、作成時には三人分設定します。

十也：三人か。結構多いな。

ＧＭ：そう見えるかもしれませんが、現代社会に生きる人間として選択する大切な人三人ですからね。意外とあっさり埋うまりますよ。

左京：言われてみればそうかもな。

和美：ロイスの対象はどうやって決めるの？

ＧＭ：好きに決めてもらって構いません。ライフパスの事件から考えるのが王道ですね。

十也：じゃ、俺は生まれ表の結果から兄弟がいることが決定してるから、とりあえずは肉親かな？　パーソナリティーズは後で当てはめよう。

ＧＭ：では各ＮＰＣに対して、ポジティブな感情とネガティブな感情を設定します。感情表をＲＯＣしてください。１Ｄ[image: 100]です。

十也：じゃ、まず〝兄弟〟に。兄か弟かは振ってから考えよう。（コロコロ）えーと、ポジティブが〝同情〟、ネガティブが〝厭いや気け〟。〝厭気〟って？

和美：うっとおしいと思ってるってことね。

ＧＭ：〝同情〟っていうところが兄というよりは弟っぽい気がしますね。

十也：そうだな。で、弟は多分普通のヤツなんだ。あーやだやだ（笑）。

ＧＭ：では次を。

十也：次は……、やっぱり高校生としては親友くらいは欲ほしいよなあ。ということで親友を設定して感情を決める（コロコロ）。ポジティブが〝尊敬〟、ネガティブが〝脅きよう威い〟。

左京：尊敬できるいい奴やつなんだろうな、〝親友〟。

十也：でも脅威だから、裏ではいつかコイツにやられるんじゃないかと思ってるんだ（笑）。

和美：それやばい親友じゃない（笑）。

十也：最後のは〝思い人〟にしていい？

ＧＭ：別に構かまいませんが……どうしてです？

十也：主人公タイプ的には、片思いの相手とか欲しいじゃん。

ＧＭ：ああ、なるほど（笑）。まあ、問題ないですよ。

十也：ＯＫ？　じゃあ振るよー。（コロコロ）ポジティブが、〝連帯感〟。ネガティブが〝不信感〟。

和美：なかなか他人を信用しないのね（笑）。

十也：「なぜならオレはオーヴァードだからだ！」……ってやつだな。

ＧＭ：各ロイスに対する感情を決めてもらったところで、それぞれに対して、「通常どちらの感情が表に出ているか」を決めてください。

十也：兄弟は十代らしくうっとおしいと思っているということで〝厭気〟。親友は腹を割って話せる友達ということで〝尊敬〟の方に。思い人は〝連帯感〟よりは〝不信感〟の方が強い。

ＧＭ：〝不信感〟なんですか。

和美：ネガティブな奴なんでしょ。周りじゅうにとんがって（笑）。

十也：ダークヒーロー系ってことで（笑）。

左京：こちらも振ってみた。関係は〝強敵〟と〝母親〟と〝妹〟だ。なんだかんだで、家族は大切だと思っているらしいぞ。〝庇ひ護ご〟とかふったからな（笑）。

和美：いい奴じゃない（笑）。

ＧＭ：和美は？

和美：関係は〝上司〟と〝家族〟と〝同僚〟。誰だれとも悪い関係にはなってないわねー。表に出てるのは全部ポジティブにしたし。

ＧＭ：まあ、大人のキャラっぽいですね（笑）。

和美：でも、私のロイスはひとつ失ってるのよ。経験表の結果が「誰かを死なせた」、というものだったから。

ＧＭ：失ったロイスについてはプレイ中に説明しますよ。では、最後に……。

綾：はい。関係は〝上司〟と〝同僚〟と〝元同僚〟。全員ＵＧ関係者で。上司は〝信しん頼らい〟と〝不信感〟。

ＧＭ：「信頼しているが、どこか不安がぬぐえない」という感じですね。

綾：はい。

ＧＭ：了りよう解かいです。これでロイスは決定しましたね？　では、最後にパーソナルデータ──名前、年齢、性別などを埋めればキャラクター作成は終了です。




◆ＳＴＥＰ７：自己紹しよう介かい

ＧＭ：では、キャラクターができあがったところで自己紹介をしてもらいましょう。

十也：じゃあオレから。名前は加賀十也。東京近きん郊こうＴ市の県立高校に通う二年生だ。つい数年前までは普通の高校生──だった。

和美：だった？

十也：レネゲイドに感染してオーヴァードになったってことだよ。事故で一回死んで、オーヴァードになったから打ち込こんでた空手もやめて。

綾：なぜ、やめたの？

十也：こんな力を手に入れた俺が、みんなと一いつ緒しよにやれるはずねえだろ。

ＧＭ：なるほど、危険だから。

十也：そう。それ以来微び妙みように無気力に日々を過ごしている。唯ゆい一いつの救いは同じクラスの高城穂波に恋心を抱いだいていることくらいだ。シンドロームはキュマイラとハヌマーン。
















ＧＭ：では次、お願いします。

左京：名前は黒須左京。十也と別の私立高校に通う二年生だ。十也と違ちがって、こちらはエリート意識の高い感じだがな。

和美：冷静なタイプなのかしら。

左京：そう心がけている、と言った方が正しいかな。父親は政治家、母親はその愛人という多少いびつな家庭に育った。

綾：……エリー、ト？

左京：純粋なエリートではない。母、自分、妹の三人で慎つつましく暮らしている。それゆえにプライドが大事なのだ。

ＧＭ：気を張ってないと壊こわれそうなんですかね。

左京：かもしれん。シンドロームはブラックドッグのピュアブリードだ。

ＧＭ：ありがとうございます。では次に。
















綾：……久遠寺綾。ＵＧチルドレン、十六歳さい。

十也：か、感情が無い（笑）。

綾：チルドレンだから。過去も特にない。……高速演算のノイマンと知覚能力のエンジェルハィロゥで、銃じゆう撃げきが得意……。
















ＧＭ：あ、ありがとうございます。では最後に。

和美：私ね。名前は鈴木和美、偽ぎ名めいよ。

左京：いきなり偽名宣言か！（笑）

和美：だってＵＧＮのエージェントだし。そうそう本名使わないでしょう？

十也：確かにそうかもしれんが（笑）。

和美：二十代半ばくらいの女性。いつもサングラスをかけて、表情を隠している。いろんな意味で素す顔がおを見せない感じね。

ＧＭ：〝謎なぞの女〟ってことですね。

和美：そ。でも実はレネゲイドに関連して妹が死んだりしているから、中は熱いのかも。シンドロームはブラム＝ストーカーとソラリス。戦闘よりも便利系を重視したわ。
















◆ＳＴＥＰ８：ＰＣ間ロイス

ＧＭ：では、実際のプレイに移る前にＰＣ間でロイスを取ってもらいます。

十也：はぁっ？

左京：ＰＣの間にもロイスをつけるのか？

ＧＭ：そうです。これは重要な手順なので、絶対に飛ばさないでください。ＰＣの人間関係を設定しておけば、後のプレイが段違いにやりやすくなりますからね。

和美：まあ何となく理解。

ＧＭ：では、今左ひだり隣どなりに座すわっている人に対してロイスを取っていきます。設定の方法は先ほどと同じです。ただし、決定する前に対象のプレイヤーに了りよう承しようを取ってくださいね。

左京：では、俺から綾クンに対して、（コロコロ）ポジティブが〝庇護〟で、ネガティブが〝食傷〟。表に出ているのは〝庇護〟の方。「君を守る」と言っておいて、内心ではそんな自分に飽あきてるらしい（笑）。

綾：（コロコロ）十也に対して、〝感服〟と〝嫉しつ妬と〟。表に出ているのは感服。

左京：これは美しい組み合わせだ。

和美：普ふ通つうの生おい立ちの十也に内心で嫉妬しているのね。

十也：じゃ、俺は和美に対して（コロコロ）。〝親近感〟と〝憎ぞう悪お〟。表側は……。

和美：そりゃ憎悪じゃなくちゃ（笑）。

十也：ＯＫ。じゃあ〝憎悪〟に決定！（笑）

和美：で、最後に私から左京に対して、〝有ゆう為い〟と〝恐きよう怖ふ〟。普段は左京の有能さを評価しているけど、ぽつりと「ときどきアナタが怖こわくなることがあるわ」とか言ったりするわけね（笑）。

ＧＭ：では、全員のロイスが取り終わったところで、いよいよメインプレイに進みたいと思います。








９に分かれて～　1st Editionの頃、シンドロームは九つだった。現在は12である。

約十八年前　1st Editionでは、レネゲイド拡散は十八年前だった。『ＤＸ３』では二十年前である。

好きな能力値に～　この部分は『ＤＸ３』と異なっている。

エフェクトのレベル　作成時のレベル、エフェクトのレベルそのものなど、『ＤＸ３』とは異なっている。













　　　　OPENING　PHASE




◆Opening01◆もうひとりの自分


Scene Player ─── 加賀十也






〝これは夢だ〟

　ぼんやりとした意識の中で、加賀十也は自分が夢を見ていることを理解した。

　十也の目の前に、ひとりの男が立っていた。年齢は……若くはない。ドブネズミ色のスーツはくたびれた中年サラリーマンといった風ふ情ぜいだ。

〝オレ、こんなオヤジに会ったことがあったっけ？〟

　ぼぉっとそんなことを考えていると、突とつ然ぜん目の前が真っ赤に染まった。

　はっとして、夢の中の十也は自分の周囲を見み渡わたした。

　足元に、ドブネズミ色のスーツを着た男が倒たおれている。

　おそらく、先ほどまで自分の目の前に立っていた男だ。ただし、確証はない。その男には首が無かったからだ。

　なぜなら、その男の首は十也の右みぎ腕うでが粉ふん砕さいしてしまったから……。

　異形化した右手からまだ鮮あざやかな色をした血がしたたり落ちる。これはまだ酸化していない鮮せん血けつ……。

　頭の片かた隅すみでそんなことを考えながら、夢の中の十也は絶ぜつ叫きようした。




ＧＭ：では、最初のシーンプレイヤーは十也です。十也の夢の中のシーンになるので、他の人は登場できません。ちなみにシーンに登場すると、そのＰＣの侵しん蝕しよく率りつが上がります。

十也：夢の中でも？

ＧＭ：はい、上がります。さて、十也君、あなたは今見知らぬサラリーマンらしき人物を殺してぼうっと立っているところです。あなたの手には返り血がべっとりと。

十也：うおっち！　いきなりかよ（笑）。まず自分の姿を確かく認にんしてみよう。

ＧＭ：学校の制服を着たいつもの自分ですね。

十也：オ、オレ、とうとうやっちまったのか（笑）。

左京：安心しろ。貴様が暴走したら俺が殺してやる（笑）。

ＧＭ：などとやっていると、急に十也の周囲が真っ暗になります。そして目の前には、目つきの悪いもうひとりの十也が。

十也：はっ、悪いオレ!!（笑）

左京：ブレザーが白かったり（笑）。

和美：マフラーが黄色だったり（笑）。

ＧＭ：そういうことはないです（笑）。で、ワル十也は語りかけてきます「オマエは自分を抑おさえつけすぎなんだよ。オマエはもう普ふ通つうの人間じゃないんだ。もっと自分の内側に耳を傾かたむけようぜ」

十也：「違ちがう！　オレは人間だ!!」

ＧＭ：「じゃあ、なんでオマエは自分の正体を隠かくすんだ？　周りの連中なんて、無力なネズミも同然じゃないか。楽しくやろうぜ。まずは手近なところから、な」とワル十也が言うと、十也の頭の中に、クラスメイトの少女、通つう称しよう〝委員長〟こと、高城穂波を殺している映像が流れこんできます。……さて、衝動判定をしましょう。

十也：ぐはっ、衝動判定まで。〈ＲＣ〉で判定するんだよな？

ＧＭ：はい。目もく標ひよう値ちは７です。

十也：（コロコロ）ふぅ、成功。

ＧＭ：成功でも失敗でも、侵蝕率は上がります。２Ｄ10点分上昇させてください。

十也：（コロコロ）うおっ！　10点も上がったぁぁぁっ!!（笑）

ＧＭ：ここで十也は夢から覚めます。

十也：ふうっ。「なんて悪い夢だ」

ＧＭ：などと安心して朝食をとるために台所に行くと、家族がＴＶのニュースを見ています。

十也：うぉっ！　激しくイヤな予感。

ＧＭ：察しのとおり。ニュース番組では、今朝発見されたサラリーマンの惨ざん殺さつ事件が報道されています。被ひ害がい者しやの男性の名前が読み上げられますが、十也はその名前を知りません。しかし、次の瞬しゆん間かん、被害者の生前の顔写真が画面に映し出されます。

十也：「そんなバカな！　あれは夢じゃなかったのか!?」

ＧＭ：そう。画面に映し出された男の顔は、夢の中で見たサラリーマンの顔と同じです。

十也：吐はき気をもよおして、口を押おさえる！

ＧＭ：はい。ここでシーンが終しゆう了りようします。十也は〝もうひとりの自分〟に対してロイスを結んでください。

十也：感情表をＲＯＣすればいいんだな。（コロコロ）ポジティブが〝親近感〟、ネガティブが〝脅威〟。もちろん表に出ているのは脅威の方。

ＧＭ：はい、結構です。それでは次のシーンに移りましょうか。








衝動判定　レネゲイドによる感情、「衝動」を抑制できるかどうかの判定。判定を行なうと侵蝕率が上がる。

ロイスを結んで～　『ＤＸ３』ではハンドアウトで示される部分である。













◆Opening02◆喪も服ふく


Scene Player ─── 黒須左京






　その場所には三種類の黒い服を着た人間がいた。喪服を着た大人たち。学校の制服を着た若者たち。それから袈け裟さを着た坊ぼう主ずだ。

　葬そう式しきは形式通りに行われ、形式通りに進行していた。左京は焼しよう香こうを済ませて、自分の席に戻もどると、喪主のもうひとりの娘むすめが近くにいることに気がついた。




ＧＭ：次のシーンプレイヤーは、左京くんです。侵蝕率を上げてください。

左京：（コロコロ）７点上がった。それで、俺おれは今は何をしているんだ？

ＧＭ：葬式に来ています。ええと、左京の数少ない友人のひとりに……。

十也：友達少ないのか（笑）。

和美：まあこの性格じゃあね（笑）。

左京：ふっ。俺のことは、孤こ高こうの人と呼んでくれ（笑）。

ＧＭ：続けますよ（笑）。左京と同じクラスに弓ゆみ崎さきかなめという女生徒がいるんですが、彼かの女じよの妹が自殺をしたという話です。今はその葬式に参列しているところだと思ってください。

左京：ふん、これも世間の付き合いという奴やつだな。

ＧＭ：このシーンには、他のＰＣも登場できます。誰か登場しますか？

和美：ふふっ。じゃあ、私は出とこうかしら。喪服を着こなして、斎さい場じようの隅すみっこにいます。

ＧＭ：ちなみに、シーンに登場する人は、侵蝕率を上げてください。

和美：はーい。

左京：では、焼香を済ませて弓崎に挨あい拶さつしに行こう。「妹さんのことは気の毒だった。まあ、気を落とすな」と言います。

十也：うわっ！　デリカシーのない。

左京：これが左京流の気き遣づかいなのだ。……しかし、今どきデリカシーと言うか？（笑）

十也：悪かったな（笑）。

ＧＭ：はいはい。ふたりの心こころ温あたたまる会話はそのくらいにして、弓崎かなめは左京に「うん、大だい丈じよう夫ぶ」と言います。ここで、左京は〈知覚〉で判定をしてみてください。

左京：【感覚】が３で、〈知覚〉は１ＬＶだから……、（コロコロ）ダイス目が８、１ＬＶを足して達成値は９だ。

ＧＭ：では、かなめの様子が少し変だということが分かります。

和美：どういう風に？

ＧＭ：妹の葬式だというのに、普段学校で会っている時とほとんど態度が変わってません。むしろ少し明るくなったような印象も受けます。

和美：気は落としてないようね（笑）。

左京：ふん、「肉親が死んでも、こんなものか」とか思っている。

ＧＭ：と、ここに、今学期から左京たちの担任になった早川夏彦はやかわ・なつひこ先生がやってきます。同じくかなめに挨拶をしに来たようなんですが、早川先生がくると、かなめはとたんに嬉うれしそうになり、左京は相手にされなくなります。「先生！」と響く葬式にはふさわしくない声（笑）。

左京：ふん、しょうがない。すごすごとそこを離はなれよう（笑）。

和美：ふふっ。じゃあ、私はそれを待っていたかのように左京クンに近づきます。

左京：では、俺は舌打ちをしながら、「お前が来ているということは、ろくでもない事態が進行しているということだな」と言おう。

和美：「ふふっ。彼女がただの自殺だとでも思っているの？　〝オーディンの槍グングニル〟」

左京：思わせぶりだな。

和美：ふふっ。プレイヤー的には全然なにも知らないんだけどね（笑）。

一同：（爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：といったところで、左京は弓崎かなめに対するロイスを結んでください。

左京：ふむ。なににするかな……。

ＧＭ：もし迷うようなら、推奨感情はポジティブが〝連帯感〟で、ネガティブが〝不快感〟ということでどうでしょう？

左京：ふっ。俺に異存はない。それでいこう。







◆Opening03◆仲間


Scene Player ─── 久遠寺綾






　久遠寺綾は、鉄製の非常階段を音もなく駆かけ上がった。彼女の小こ柄がらな、しかし鍛きたえられた体は、ほとんど音もなく廃ビルの屋上にいるはずの対象に近づいていくことができた。

　鼻をつくイヤな臭しゆう気きが綾を襲おそった。

〝ワーディングエフェクト！〟

　壁かべを突つき破り、ジャームの右腕による一いち撃げきが、綾が[image: 0.3]秒前にいた空間を薙ないでいった。

　間かん髪はつを入れず、綾は右手に握にぎっている拳けん銃じゆうのトリガーを引き、ホローポイントを全ぜん弾だん相手にたたき込こむと、一いつ瞬しゆんでマガジンを再さい装そう塡てんする。

　この程度ではまだ死ぬ男ではない。そのことを綾はよく知っていた。

　なぜなら、その男は名を柳圭吾やなぎ・けいごといい、綾と同じ、ＵＧチルドレンだったからだ。




ＧＭ：綾は現在ＵＧＮから指令を受け、ひとりの人物を追っています。その人物とは、現在Ｔ市で起きている連続殺人の犯人で、ジャーム化──つまり暴走したオーヴァードです。そして、そのジャームの正体は元ＵＧチルドレンの柳圭吾、あなたの元同僚です。

綾：……。

ＧＭ：既すでに相手は行動不能直前です。その目の前に銃じゆうを持った綾がいます。で、柳圭吾は苦しそうにとぎれとぎれに言います。「信じてくれ、綾。あれは僕ぼくがやったんじゃない……、あれは夢の中の出来事だったんだ！」

綾：…………夢？

ＧＭ：だが次の瞬間。圭吾は突然苦しみ出し、完全に理性の失った目を綾に向けます。

綾：《オウガバトル》を使用。（コロコロ）達成値は15。

十也：容よう赦しやねえな（笑）。

ＧＭ：判定は圭吾の負けです。では、ダメージを算出してください。ダメージは［命中判定の達成値÷10＋１（端は数すうり捨て）］個のＤ10に武ぶ器きの攻撃力を足した値あたいです。

綾：拳銃の攻撃力は２だから、２Ｄ10＋２。（コロコロ）14点。

ＧＭ：その一撃で彼は意識を失い、ＵＧＮに回かい収しゆうされていきます。

綾：……。

ＧＭ：こうして、綾はどことなく不安な気分がぬぐえないまま、指令を遂すい行こうしました。そして次の日、ＵＧＮからこんな指令が届きます。「件くだんの連続殺人は複ふく数すうのジャームが行なった形けい跡せきがある。柳圭吾も誰かに操あやつられていた可能性がある。調査の上、解決せよ」

綾：了りよう解かい……。

ＧＭ：ロイスは柳圭吾に対して取得してください。推奨感情は〝尊敬〟と〝不安〟です。

綾：（黙だまってコクリとうなずく）







◆Opening04◆命令受領


Scene Player ─── 鈴木和美






「読後焼しよう却きやく」と書かれた封ふう筒とうを開けて、書類を取り出す。ざっと目を通すと、目の前にいる上司に向き直った。

　上司の名は霧谷雄吾きりたに・ゆうご。コードネームは〝リヴァイアサン〟。だが、和美からしてみれば、タヌキとかキツネなどと呼んだ方が実体に近い。もっともタヌキと呼ぶには精せい悍かんすぎて、キツネと呼ぶには愛あい嬌きようがありすぎる。

　要するにひょうひょうとして捕とらえどころがないのだ。この男は……。

　そのタヌキ以上キツネ未満の男は、和美の様子をうかがいながらおもむろに口を開いた。




ＧＭ：では、最後に和美さん。あなたにも霧谷雄吾から指令が来ます。〝アドラスティア〟が担当している事件のサポートをしろ、という指令ですね。

和美：「〝断罪の女神アドラスティア〟？　ああ、綾のことね」

ＧＭ：「これが資料です」と言って、霧谷は資料の入った封筒を渡わたします。渡された資料の中に葬式で見かけた早川教きよう諭ゆの写真がありました。添てん付ぷされているテキストによれば、殺人事件の被害者は全員、被害にあう二、三日前に早川と何らかの接せつ触しよくを持っていたことが記されてます。

和美：ふふっ。やっぱりね。……よかったぁ、つながってくれたぁっ（笑）。

左京：つながらなかったらどうしていたんだ？

和美：さあ？　適当にごまかしていたと思うわ（笑）。

十也：おいおい（笑）。

ＧＭ：続けますよ（笑）。早川は五年前以前の経歴をすべて詐さ称しようしていることが分かっています。あなたの任務はこの早川という人物を中心に調査することです。

和美：ふーん、「高校教諭、ねぇ」。

ＧＭ：それではこでシーン終了です。ロイスを早川夏彦に対して結んでください。

和美：じゃあ、感情表を振るわね。（コロコロ）ポジティブは〝好奇心〟ネガティブは〝猜さい疑ぎ心しん〟。それじゃあ、表はネガティブにしておきましょう。

ＧＭ：これで全員のオープニングが終了しました。次のシーンからいよいよミドルフェイズに入ります……。







　　　　MIDDLE　PHASE




◆Middle01◆古い記憶


Scene Player ─── 久遠寺綾






　震ふるえているのは、周囲の寒さのせいではなかった。

　小さな黒い革かわの手て袋ぶくろで銃じゆう把はを握にぎりしめながら、綾は体を震わせていた。

　今日は初めての〝お仕事〟の日。初めて本当に他の人を銃で撃うった日。

「もう大だい丈じよう夫ぶよ」

　ふわりと後ろから抱だきとめられた。とてもいい香かおり。

「もう大丈夫。〝お仕事〟は終わったのよ。もう震えなくていい……」

　もう綾の手は震えていなかった。




和美：ＧＭ。本編のストーリーに入る前に、ロイスが結べるシーンが欲ほしいんだけど。

ＧＭ：了りよう解かいです。では回想シーンを作りましょう。

綾：（コクリとうなずく）

ＧＭ：二、三年前、綾はＵＧチルドレンとして初めて仕事をした時のことです。初めて人を銃で撃った緊きん張ちようでガタガタと震えるあなたに話しかける人がいます。

和美：ふふっ。じゃあ私は震える綾の手をそっと握りながら言います。「久遠寺綾さん、ね。なんて呼べばいいかしら？」
















綾：「……綾」

和美：「私の名前は鈴木和美。ＵＧＮから来たの。あなたの仕事を手伝うようにって」

ＧＭ：などと和美が回想していると、綾がやってくるわけです。

和美：じゃあ、私はＴ市に向かう車を運転していることにしましょう。

綾：ドアを開けて助手席に乗る……。

ＧＭ：霧谷からの指令によると、綾は十也の通う西にし高こうへ、和美は大学関係者として左京の通う付属高校にそれぞれ潜せん入にゆうする手はずになっています。

和美：綾にロイスをポジティブを〝執しゆう着ちやく〟ネガティブを〝偏へん愛あい〟で取るわ。死んだ妹を綾に重ねてみてるから、普ふ段だんは偏愛が表に出ていることにするわね。

綾：あたしも。ポジティブが〝好意〟ネガティブが〝劣れつ等とう〟。表面は好意の方で。







◆Middle02◆クラスメイト


Scene Player ─── 加賀十也






　県立Ｔ西高等学校、通つう称しよう西高の二年三組が彼のホームルームである。

　十也はコキコキと首の関節を鳴らしながら教室へ入った。夢見のせいかどうも眠ねむった気がしない。

　ぼんやりとしながら自分の席に向かおうとした十也は、ふと教室が妙みようにザワついていることに気がつき、音源に向けて視線を送った。

　そこには、昨日までいなかったクラスメイトが、他の級友に囲まれ、恥はずかしそうにうつむきながら座すわっていた。

「あ、十也くん」

　話しかけてきたのはクラス委員長の高城穂波だった。

「久遠寺さん。病気がよくなったって。しばらく学校に通えるかもしれないって……」




ＧＭ：では次は十也のシーンです。学校でのシーンですね。

綾：（ＧＭに向かって手を挙げる）

ＧＭ：登場しますか？　了解しました。

左京：ほう、すると久遠寺は転校生ということになるのかな？

十也：うーん。綾はすでにオレに対してロイスを結んでるんだよな。ってことは、以前から知り合いなわけで、前にもこういうことはあったわけだろ？　繰くり返して転校してくるってのはいくら何でも不自然じゃないのか？

ＧＭ：設定は考えておきました。綾はすでに十也のクラスに転校してきたことがあり、その後病気を理由に長期間休んでいたということになっているのです。表向きはね。

十也：ぬう。やるなＧＭ。

ＧＭ：十也が教室に入ると、高城穂波が十也に話しかけてきます。「十也くん。久遠寺さんだよ～」と言って綾を十也の方に押していく。

十也：「べ、別にオレと久遠寺はなんでもないぞっ！」

左京：ロイスの〝思い人〟からそんな仕打ちに会うとはな（笑）。

和美：青春ねぇ（笑）。

綾：…………自分で十也の机の方に歩いていって話しかけます。「十也……くん」

十也：「よ、よう。久しぶり」

綾：（コクリとうなずく）

十也：他の人間に聞かれないように小声で話しかけよう。「オマエが来たってことはなにか事件なんだよな」

綾：（コクリとうなずく）

十也：「やれやれ、どうりで夢見が悪いわけだぜ」

綾：夢？　ＧＭ、ここで圭吾の事件のことを思い出してもいいですか？

ＧＭ：はいはい。よく気がつきましたね。もちろんかまいませんとも。

綾：それじゃ、自分の知り合いのオーヴァードが起こした殺人を、「夢の中の出来事」だと言ったことを十也くんに伝えます。

十也：くっそー。「オレもそうなるっていうのか」と不ふ機き嫌げんな声を出す。

綾：「分からない」

十也：「オレを監かん視ししに来たのか？」

綾：悲しそうな表情をして首を横に振ふります。「違ちがうの」

十也：「なら何をしに来たっていうんだ」

綾：「罪をさばきに。……わたしのお友達を破は滅めつさせたものの罪を」

十也：……戦せん慄りつしながら後ずさります。

ＧＭ：はいはい。それではそろそろ、この辺でシーンを切りましょう。

十也：……綾にロイスを結んでおこう。〝好意〟と〝恐きよう怖ふ〟。表は、こうなると恐怖の方だな。

和美：ふふっ。ほんとに、ネガティブばかりのキャラクターね（笑）。







◆Middle03◆若さ故ゆえの……


Scene Player ─── 黒須左京






「ふん。で、今日は正式な仕事の連れん絡らくというわけか？」

　左京は目の前で微笑ほほえむ美女に敵意混じりの視線を送った。

　どうもこの女は苦手だ。すべてを見み透すかされているような気分になる。

　そんな左京の気持ちを知っているのか、和美は魅み力りよくな笑顔のまま彼に話しかける。

「そういうこと。すでに綾も十也クンに接せつ触しよくしているころよ」

　左京は「十也」という名前を聞くと、これ以上はないという表情で不快さを示した。

「また、あの莫ば迦かと組まねばならんということか？　願い下げだな」

　そう言って毒づく左京に向かって、鈴木和美（もちろん偽ぎ名めいである）は意味ありげな、こころもちいたずらっぽい微び笑しようをたたえながら告げた。

「それは違ちがうわよ〝オーディンの槍グングニル〟。すでに当事者になっているわ。あの子も、そしてあなたもね」




ＧＭ：次は和美の番です。

和美：今度は左京クンに会いにいくわ。

ＧＭ：では、左京くんも登場と。

左京：「また何か用か？」

和美：「早川という教師に気をつけなさい。彼は今起きている連続殺人事件に関わってる可能性があるわ」

左京：「早川が、なんだと？」

和美：ここで、オープニングでもらった情報を左京に全部教えます。

左京：「なるほどな。だから昨日の葬そう式しきに出席していたのか」

和美：「ふふっ。そういうこと」、なーんてね。全然考えてなかったんだけど（笑）。

左京：しかたがない。不本意だが、あの莫迦と連絡を取るしかあるまい。

和美：ふふっ。そんな左京クンを、弟を見る姉の表情で見つめています。







◆Middle04◆神の槍やり


Scene Player ─── 加賀十也






　十也はいろいろと気にくわない現状に怒いかりを抱いだいていた。

　自身への恐怖。事件への不安。高城穂波との関係に関する不満。

　それらの感情は、十也の精神的許きよ容よう範はん囲いを逸いつ脱だつするものだった。だから彼は授業をサボることにした。穂波や綾と同じ教室にいることは耐たえられなかったから……。




ＧＭ：では、再ふたたび十也のシーンです。

十也：授業をふけて繁はん華か街がいでもうろついていますかね。「あぁ、ダリぃ」（笑）

左京：このっ！　緊張感のない!!

十也：けっ！　こっちにも色々考えがあるんだ。

ＧＭ：そんなこんなで時間をつぶし、今は放課後。穂波は十也を捜さがすために、きょろきょろとあたりをうかがいながら歩いています。

十也：うっ。授業をフケてるんで後ろめたいからな、思わず物かげに隠かくれよう。

ＧＭ：そんなことをしていると、十也から少し離はなれたところで委員長が、なにやら三十代ぐらいの男に話しかけるのが見えました。相手の男はビックリしたような表情をしたあとで、彼女と話し始めます。なにやら深刻そうな雰ふん囲い気きですね。

十也：へ、へん。気にしないもんね。

ＧＭ：と、その時。唐とう突とつに十也の頭に夢で見たイメージが飛び込こんできます。さらに〝殺せ！　殺せ!!〟という強い命令が飛んできます。

十也：な、なにぃっ！。

ＧＭ：失敗したら衝しよう動どう判定です。〈意志〉で判定してください。目標値は７。

十也：電波か！（笑）　オレ精神系苦手なんだよなあ。（コロコロ）あ、成功した。

ＧＭ：そうやって、必死に十也がこらえていると、委員長は男と別れて、歩いていってしまいます。そして、その後をつけて、まったく別の男が。

十也：??　やばげな奴やつか？

ＧＭ：（さらりと）その男が委員長と同じ曲がり角を曲がった瞬間、そちらの方から《ワーディング》が発動されます。

十也：ソッコーでそっちに行く!!

ＧＭ：では十也は次の順番で現場を目撃します。雄叫おたけびをあげながら人外のものに姿を変える男、それを目撃して気を失う穂波、彼女に鋭するどい爪つめを向けるジャーム化した男……。

十也：駆かけ寄る！　「てめぇ、オレの穂波になにしやがる！」
















一同：おおっ！

十也：なんだよ！　いきなり「戻もどる」なよ。恥はずかしいじゃないか（笑）。

左京：うむ、そのとおり。こういう時はまじめにいこう。というわけで、十也のロールプレイに敬意を表し、ＧＭ、俺おれが登場するぞ。

ＧＭ：それでは、十也の横合いから、スッと左京が出てくる。

左京：フッ。一いち撃げきで沈しずめてやる。《雷いかずちの加か護ご》から、《ＭＡＸボルテージ》＋《雷の槍》。以降このコンボを〝ロンギヌス〟と呼ぶ！　「食らえ！　俺の〝ロンギヌス〟！」

ＧＭ：問答無用ですか（笑）。

左京：無論だ。（コロコロ）達成値33。当たったならダメージは35点だ。

ＧＭ：ほ、本当に一撃で死んでしまった……。

左京：では、十也に対して「何を手間取っているんだ、〝探求の獣クエスティングビースト〟」。

十也：「オレをその名前で呼ぶな！」

ＧＭ：はい、ありがとう（笑）。

左京：これは一シナリオに一回はやっておかないとな（笑）。

十也：そうだ、委員長は？

ＧＭ：「十也クンの穂波」ちゃんは気絶しているだけのようです。

和美：よかったわね。無事のようよ。「十也クンの穂波ちゃん」は。

十也：すみません。そろそろ勘かん弁べんしてください。

一同：（爆ばく笑しよう）。

左京：ふん。覚かく悟ごの足りぬヤツだ。

十也：とりあえず左京に話しかける。「ふう、おまえに借りを作るのはいやなんだがな」

左京：フッ。「また何か事件が起きているようだからな、忠告に来ただけだ」

十也：「ちっ、またかよ」などと言いつつ。ＧＭ、とりあえず委員長を安全そうなところに移動させたいんだけど。

ＧＭ：そうですね。……近くの公園のベンチにでも座すわらせておけばすぐに目覚めるでしょう。

十也：ＯＫ。じゃあ、それが済すんだら左京との情報交こう換かんだ。

ＧＭ：了りよう解かいです。ではここでいったんシーンを切りましょう。

十也：オレ、左京にロイス結ぶわ。こっちはポジティブが〝感服〟でネガティブが〝憤ふん懣まん〟。もちろん普段はネガティブ。

左京：俺も十也にロイスを結ぼう。こちらはポジティブが〝憧しよう憬けい〟でネガティブが〝侮ぶ蔑べつ〟。こちらもネガティブが表面ということで。

和美：ふふっ。ふたりとも、とんがっちゃって（笑）。








《雷の加護》　時間をかけて雷をため込むブラックドッグのエフェクト。

《ＭＡＸボルテージ》　より強い雷を作り出すブラックドッグのエフェクト。

《雷の槍》　雷を投射するブラックドッグのエフェクト。

一シナリオに一回は～　このやりとりは『ダブルクロス』のオープニングコミックに記載されていたもの。













◆Middle05◆黒幕の登場


Scene Player ─── 黒須左京






ＧＭ：では、シーンを変えます。次のシーンプレイヤーは左京くん。

左京：弓崎に会いに行くぞ。

ＧＭ：了解です。では左京は家へと歩いている弓崎に追いつくということで。

左京：ではずかずかと近づいて声をかけよう。「弓崎、早川には近づくな」と警告する。

ＧＭ：突とつ然ぜんですな（笑）。弓崎かなめは「どうして？」と返します。

左京：「理由は言えない。とにかくやめるんだ」

十也：なんじゃ、そりゃ（笑）。

和美：それは、いくらなんでも説得力がないわね（笑）。

ＧＭ：かなめが返答に困っていると、そこに早川教きよう諭ゆと見知らぬ男性が通りすがります。

左京：むっ。早川と一いつ緒しよの男とはどんなヤツなのだ？

ＧＭ：がっしりした体つきで、きちっとスーツを着ています。左京に見覚えはないですね。かなめが、「先生！　斉さい木きさん！」と嬉うれしそうに声をかけますよ。

左京：〝斉木〟か。覚えておこう。

ＧＭ：君たちを見て早川が、「寄り道をしちゃだめじゃないか、早く帰宅しなさい」と言います。かなめはそれを素す直なおに聞いて帰ろうとしますが、どうします？

左京：弓崎に聞くことはもうない。今は早川の方に用事がある。

ＧＭ：では、かなめは退場します。

左京：「先生、最近弓崎とずいぶん仲がいいようですね」

ＧＭ：「そ、そう見えるかね」と早川。横にいる斉木は笑いをこらえているようです。

左京：「最近ある噂うわさを耳にしまして。連続殺人の被ひ害がい者しやの全員が何らかの形で先生とつながりを持っている、と」

十也：うわっ！　直球だなぁ。

ＧＭ：早川は言葉を失って返答できません。斉木は大声で笑い始めます。「いいざまだな、早川〝先生〟？　昔のお前からは想像もつかんよ」

和美：イヤなヤツね。

ＧＭ：斉木はあらためて左京に、「話の腰こしを折って悪かった。邪じや魔ま者ものは去ろう。ではまたな、〝オーディンの槍グングニル〟」と言って退場します。

左京：コードネームだと!?　「待て！」と言うけど、追わない（笑）。

和美：ＧＭ。わたし、斉木が退場する前に登場したいんだけど、いい？

ＧＭ：かまいませんよ。

和美：ふふっ。では……、「追っても無む駄だよ、左京クン」（笑）。

十也：追わないって言ってるのに（笑）。

左京：憮ぶ然ぜんとしながら、「分かっている」と言うぞ（笑）。

和美：では、斉木が退場した後で早川に、《竹馬の友》を使って話しかけましょう。「お久しぶりね、早川さん」と。

ＧＭ：（コロコロ）抵てい抗こうは失敗です。「あ、ああ、そうですね。久しぶりです」

和美：ＧＭ、斉木について情報技能で振ふっていい？　知っていたってことで。

ＧＭ：いいですよ。では、〈情報：裏社会〉か、〈情報：ＵＧＮ〉で。

和美：じゃあＵＧＮの方で振るわね。（コロコロ）達成値は13ね。

ＧＭ：では、和美さんは彼がＵＧＮのブラックリストに載ってたことを思い出せます。名前は斉木孝こう治じ、ファルスハーツのエージェントです。

十也：ファルスハーツ？

ＧＭ：ＵＧＮと敵対するテロ組織です。ＵＧＮ以上のレネゲイド知識をもっている。

左京：『ダブルクロス』の敵かたき役やくということか。

和美：早川に「斉木さんとの仕事はうまくいっていますか？」と聞くわ。

ＧＭ：「わ、私はもう足を洗ったんだ。斉木と仕事などしていない……」

和美：「でも、斉木さんはあなたのところに来たじゃないですか」

ＧＭ：「あいつは私を裁さばきに来たんだ。組織から逃にげた私を！」

左京：そろそろ真相だな。

綾：ＧＭ。登場します……。

十也：じゃ、ここで俺も登場する。話を聞いておいた方がよさそうだ。

和美：少し話の軌き道どうを変えるわね。「安心してください、早川さん。私達があなたを守ります。ですから、すべてを話してください」と言いつつ、今度は《抗あらがいがたき言葉》を使って、（コロコロ）達成値は24。

ＧＭ：早川は抵抗に失敗しました。彼は、自分が元ファルスハーツの研究者であること、斉木は逃とう亡ぼうした自分を追ってこの街へ来たことを話します。

左京：「待て、じゃあなんで弓崎が斉木のことを知っているんだ？」

ＧＭ：「斉木は弓崎を、私を追い詰つめるための道具として使っている。無論、他の目的もあるだろうがね」

左京：それにしても手口がズサンだな。

和美：おそらく、斉木はやり方だけを教えて、後はあの子任せなんじゃないかしら。それだと説明はつくわ。

ＧＭ：早川もそれに同意します。

和美：かなめさんは早川先生に好意を持っていて、先生に危害を及およぼした人間や、近づいた女性を排はい除じよしていたってとこね。

左京：しかし、その方法は？

十也：想像つくぜ。寝ねてる最中に、衝動を起こさせそうなイメージを送りつけるんだろ。さっき俺が喰くらったように。

和美：その時に、排除したい対象の画像も一緒に送りつけておけば完かん璧ぺきね。後は暴ぼう走そうしたオーヴァードが、植えつけられたイメージに沿って対象を殺せばおしまい、と。ずいぶん手の込こんだことするのね。

十也：まてよ、じゃ、委員長はコイツのとばっちりで襲おそわれたってことか？

ＧＭ：「高城さん、だね？　弓崎の幼なじみだと言っていたよ。弓崎の様子が変だと、私に相談しに来たことがある」

十也：幼なじみか！　ってことは……。

綾：襲しゆう撃げきしてって言ってるようなものね。

十也：クソッ！　委員長を捜す。さっきの公園から家の間にいるはずだ！

和美：じゃ、最後に。早川さんに私の連れん絡らく先さきを渡わたしておくわ。

ＧＭ：了解です。では、ここでシーンを切り替かえましょう。








《竹馬の友》　対象に、「自分はお前の友人だ」と暗示をかけるソラリスのエフェクト。

《抗いがたき言葉》　相手に自分の言うことを信用させるソラリスのエフェクト。













◆Middle06◆修しゆ羅らの道


Scene Player ─── 加賀十也






「穂波ちゃんって、みんなに好かれるよねえ……」

　高城穂波が幼なじみの弓崎かなめに呼び止められたのは自宅近くの路上だった。かなめの様子がおかしいことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。だから、かなめのことを心配してしまう。

　穂波とはそういう少女だった。

「どうしたの、かなめちゃん？」

「邪じや魔まなんだよね。穂波ちゃんがいると、先生は穂波ちゃんのことしか見ないから」

「先生って、早川先生のこと？　あたし、先生とはなんでもないよ？」

　それは事実だったし、どうやら早川に好意をもっているらしい弓崎かなめを気づかっての言葉だった。だが、その言葉はかなめの内部で劇的な化学反はん応のうを起こしたようだった。

「もういいよ！　いいんだよ、穂波ちゃんは。ころされちゃうんだから」

「ちょっと、かなめ……」

「ばけものにくいころされちゃうんだから。そうすればせんせいだってあたしのほうをみてくれるんだから」




ＧＭ：では、シーンプレイヤーは十也です。

十也：オレは穂波のところに行くぞ！　すぐに!!

ＧＭ：その他のプレイヤーは？　……全員登場でいいですね？　では、あなた方が高城家のすぐ近くに来ると、そこでかなめと話している委員長の姿を見つけます。

左京：すでに修羅場だな。

ＧＭ：で、あなたたちが来ると、かなめは《ワーディング》を発動。さらに、突とつ然ぜん皆みなさんの頭の中に、自分が委員長を殺しているイメージが涌わいてきます。〈意志〉で抵抗判定です。（コロコロ）こちらの達成値は21。

十也：無茶言うなぁ！

ＧＭ：全員失敗ですね。では、衝しよう動どう判定をしてください。もちろん侵しん蝕しよく率りつも上がります。

綾：侵蝕率が15％上じよう昇しよう。

左京：こっちも似たようなものだ。衝動判定には成功してるからましだがな。

十也：衝動判定も失敗だ。【精神】１の俺に何を求めるぅ。

和美：あらら。綾、十也クンを抑おさえててね（笑）。

綾：了解。銃を抜ぬいて十也くんの頭に狙ねらいをつけます。

一同：ようしゃねぇ！（笑）

ＧＭ：すると、かなめは叫さけびます。「なんで左京くんがここにいるの!?」

左京：「やめるんだ、弓崎！」

十也：おい、会話になっていないぞ（笑）。

ＧＭ：かなめは数瞬迷った末に、《群むれの召しよう喚かん》を使ってシーンから退場します。

綾：……逃げた方向はつかめる？

ＧＭ：では、〈追つい跡せき〉で判定してください。

綾：（コロコロ）16。成功した？

ＧＭ：かなめが学校の方に行ったことが分かりますよ。

左京：もうひとりはどうしてる？

ＧＭ：穂波ですか？　彼女は茫ぼう然ぜん自じ失しつの状態ですね。

和美：後あと処しよ理りくらいはしておきましょう。《ワーディング》を張りなおしてから、「これは夢よ」と、《抗いがたき言葉》でごまかすわ。

ＧＭ：そうすると、穂波はスゥっと眠ねむりについたように和美に向かって倒れ込こみます。

和美：あ、ここでかなめちゃんにロイス取るわね。〝同情〟と〝脅きよう威い〟。私は彼女を「かわいそうな子」だと感じているわけよ。

十也：そんなことはどうでもいい！　この事件の黒幕ともどもぶっつぶす!!

ＧＭ：では、次はクライマックスになります。








《群れの召喚》　化学物質を使って小動物や虫などを呼び寄せ、それを囮に逃げ出すソラリスのエフェクト。













　　　　CLIMAX　PHASE




　国こく際さい環かん境きよう情じよう報ほう大学付属高等学校は静まりかえっていた。

　ワーディングエフェクト。人間が識域下で強い不安や忌き避ひの感情を引き起こす化学物質を放出する。その結果、まるで魔ま術じゆつな結界を張ったかのように人を避さけることができる。




ＧＭ：場所は夜の学校。左京とかなめが通う付属高校です。あたりには《ワーディング》が張られていて、人影は見あたりません。そして屋上から血のにおいが……。

左京：ふっ。予想はつくが……。「みんな、急ぐぞ！」

十也：「勝手に仕切るな！」

ＧＭ：階段を登り、扉を開けると、そこには震ふるえながら立ちつくすかなめと、嘲ちよう笑しようを浮うかべる斉木、そして二体のジャームに体を貫つらぬかれている早川がいます。

和美：しまった！　あの時ＵＧＮに早川の保護を頼たのんでいれば……。

ＧＭ：かなめは左京の方を見て、「左京くん。わたし、わたし……」と言います。

左京：「弓崎。これは一体どういうことだ？」

ＧＭ：「違ちがうの、こんな風になって欲ほしくなんかなかったの。舞まいも、先生も私のやっていることはおかしいって言うんだもの。だから死んじゃえって思ったの。でも、思っただけなんだよ。だから、わたしは悪くない。悪くないよね……」そして斉木が言います。「無む駄だだよ、もうこの女にまともな判断力は残ってない。言葉など通じるものか」と。

和美：「かなめさんに、何をしたの？」

ＧＭ：「能力を強化する薬を投とう与よしただけさ。副作用はあるがね」

綾：「能力の強化？」

ＧＭ：「彼女はソラリスの能力者だ。特に自分のイメージを他人に送りこむことに長たけていた。そこでその能力を薬で強化したのさ。イメージを送られた人間がどうなるかは、君の方がよく分かっているのではないかね、〝探求の獣クエスティングビースト〟くん？」

十也：「感染者を無差別にジャーム化させるつもりかよ。そんなことをして何になるっ！」

ＧＭ：「世界をあるがままに戻もどすのだ！　皆みなに教えてやらねばならん。お前の隣りん人じんも、お前自身も化け物だということをな！」

左京：「そのために弓崎を犠ぎ牲せいにしたというのか？　その代だい償しようは払はらってもらうぞ！」

ＧＭ：かなめは言います。「みんな、なんでわたしの思いどおりにならないの？　だから、だから死んじゃうのよ！」

左京：「違う、弓崎。周りがお前を拒きよ絶ぜつしたんじゃない。お前が周りを拒こばんでいるんだ」

ＧＭ：「どうして？　左京くんなら分かってくれると思ったのに」

左京：「なぜ、そう思う？」

ＧＭ：「だって、クラスの誰だれも相手にしない左京くんに話しかけてあげたじゃない。わたしだけだよ、左京くんのこと考えてあげたのはッ！」

左京：ふっ。「なるほどな……。弓崎、俺おれたちはある意味で似たもの同士なのかもしれないな。お互たがいがお互いを友人だと思いこみ、相手を都合のいい虚きよ像ぞうで見ていただけなのだな。だが、それもこれで終わりだ……」。ＧＭ！　ここで弓崎とのロイスをタイタスに変化させるぞ!!　「せめてもの縁えんだ。弓崎、お前は俺が殺してやるっ!!」

ＧＭ：了りよう解かい。他の人もかなめと早川に結んでいるロイスをタイタスに変えてください。

和美：では、早川とのロイスをタイタスに変えましょう。

ＧＭ：それでは戦せん闘とうシーンを開始します。相手はかなめと斉木、それにジャームが二体です。

[image: ]




▼第１ラウンド

ＧＭ：セットアップに、斉木とかなめはふたりとも《ヴァイタルアップ》を使用します。……これで【ＨＰ】が増える。

綾：《天からの眼》と《オウガバトル》と《シューティングシステム》を組み合わせて攻こう撃げき。ジャームを狙ねらう。ダイスを13個振ふってクリティカル値は８。（コロコロ）クリティカルしたので振り足し。（コロコロ）……達成値は19。

ＧＭ：（コロコロ）ジャームの回かい避ひは失敗です。

綾：（コロコロ）ダメージは17点。

ＧＭ：あ、危あぶない……。綾の銃じゆうが銃声を放つと、ジャームのボディに着弾して、血ち飛沫しぶきを上げます。が、なんとか即そく死しは免まぬがれました。では、次にイニシアティブ14でかなめが行動。また皆さんの頭の中にイメージが流れこんできます。《声無き声》を全員に。（コロコロ）達成値は18、意志で抵てい抗こうです。失敗したら衝しよう動どう判定をしてもらいます。

綾：侵しん蝕しよく率りつ[image: 100]％突とつ破ぱ寸すん前ぜん。

左京：ふっ。これを受けつづけたら、確かにジャーム化するな。

ＧＭ：次に斉木が行動します。マイナーアクションで、《氷剣けん》を起動。で、《一いつ閃せん》＋《業炎》＋《炎ほのおの剣》で十也に攻撃。（コロコロ）達成値は57。炎と氷のつぶての混ざった一撃が十也を襲おそいます！

十也：なんだぁ、その数字は！　クソッ！　〈回避〉をあきらめて、《リザレクト》を使うぞ。これ以上回避に侵蝕率を使うとヤバイ。

ＧＭ：一応ダメージは42点です。十也は《リザレクト》で回復した分侵蝕率を上げてくださいね。では左京の行動。

左京：〝ロンギヌス〟で弓崎を止めるぞ。自分の体から放電しつつ、ジャベリンに近い形状になったそれを弓崎に投げつける。「くらえ！」（コロコロ）達成値は24！
















ＧＭ：（コロコロ）回避は失敗です。

左京：ダメージは（コロコロ）。……16点、ひどい出目だ。

ＧＭ：さすがにそれでは倒たおれません。左京の放った電撃はかなめに命中しますが、彼女の意識を断たつレベルには達しなかったようです。

左京：チッ……、手加減をしたつもりはないのだがな。

十也：次はオレの行動の番だな？　《完全獣じゆう化か》だ！　上半身の服をバリバリと破りながら、肉体を獣けもののように変化させていくぞっ！

和美：私は《血の従者》で従者を作成するわ。（コロコロ）達成値は23。

ＧＭ：従者はどんな形状なんですか？

和美：そうね……。目玉から直接羽根の生えた生き物を作ったということで。

ＧＭ：分かりました。では、最後にジャーム達が、ＰＣたちに接近して行動終しゆう了りようです。




▼第２ラウンド

[image: ]

綾：ジャームが接近距きよ離りにきたので、さっきの組み合わせに《零ゼロ距離射撃》を加えて判定。

和美：あ、無傷のジャームを狙ねらってくれない？

綾：？

和美：私より綾の方が攻撃力高いでしょ。だから、ね。

綾：了解。無傷のジャームを攻撃。（コロコロ）達成値は22。

ＧＭ：（コロコロ）回避は失敗です。至近距離からの一撃がジャームに吸い込こまれていきます。

綾：（コロコロ）ダメージは……また17点。

ＧＭ：そのダメージではジャームは倒れません。

綾：（しょんぼりしている）

ＧＭ：次はかなめ。《彫ちよう像ぞうの声》を組み合わせて左京に攻撃。（コロコロ）達成値は17。

左京：ふん、この俺を縛しばるつもりか。（コロコロ）フッ、抵抗失敗だ（笑）。

ＧＭ：では、左京の心の中に圧あつ倒とうな恐きよう怖ふが生まれます。このラウンドの次の判定に６個のダイスペナルティが入ります。

十也：６個!?　ほとんど動けねぇな。

左京：ふっ。さすがにつらいな。

ＧＭ：斉木は《一閃》の代わりに《獅し子し奮ふん迅じん》を入れて周囲に攻撃。全員攻撃範はん囲いに入りますね。（コロコロ）達成値は29。ダメージは26点です。

十也：うをっ！　死ねるっ!!　侵蝕率[image: 100]％超こえてなくてよかった！　《リザレクト》！

左京：フッ。（コロコロ）避よけられるはずがない。《リザレクト》だ。

綾：同じく。

和美：私も《リザレクト》するわ。ああ。私の従者は破は壊かいされちゃったわね。

左京：フッ、俺の行動だ。とりあえずジャームを手早くつぶしてやろう。もう一度〝ロンギヌス〟だ。（コロコロ）21。

ＧＭ：（コロコロ）……まあ、それは死にますね。ダメージも喰くらってたし。

十也：よし！　《鬼おにの一撃》＋《銘めい無き刃やいば》＋《獣の力》で斉木を攻撃するぞ！　（コロコロ）達成値はあまり高くない、21だ。

ＧＭ：斉木は《氷盾たて》を使って〝受け〟ます。（コロコロ）達成値は27、受け成功です。

十也：ダメージは……、（コロコロ）18点だ。

ＧＭ：受けに使用した《氷剣》の防ぼう御ぎよ力りよくが６、《氷盾》で15点の防御力が追加されるから合計21点。ダメージはありませんね。

十也：ぐお！　やるな、オッサン！

和美：で、私の行動か。とりあえず、傷きずついた方のジャームに向かって銃でも撃うってみるわ。（コロコロ）達成値は12。当たったのならダメージは11点よ。

ＧＭ：こいつは死にそうだったので、今の一撃で昏こん倒とうします。

和美：あら、珍めずらしい（笑）。

ＧＭ：では、次のラウンドです。




▼第３ラウンド

[image: ]

綾：斉木に対して攻撃。組み合わせは前と同じだけど、柳くんのタイタスを使用。「仇かたきは……取るから」。

ＧＭ：能動行動でタイタスを使う時は、「ダイス＋10個」か「クリティカル値を１下げる」かのどちらかを選択することができますよ。

綾：クリティカル値を１下げて７にして攻撃。（コロコロ）クリティカル。（コロコロ）クリティカル。（コロコロ）。達成値は38。ダメージは……21点。

ＧＭ：さすがにそれでは倒れませんね。

綾：……（がっかりしている）。

和美：銃は基本ダメージが低いものね。

十也：よぉし、トドメはまかせとけ。

ＧＭ：次はかなめです。《茨いばらの輪》で攻撃。もちろん左京に。（コロコロ）達成値19。

左京：フッ。徹てつ底ていに狙ってくるな。

和美：それだけ左京クンのことを気に入っていたのね。（コロコロ）回避は失敗だ。

ＧＭ：では、このラウンドのクリンナップから、左京は毎ラウンド６点ダメージを受けます。

左京：つまり俺は昏倒することが確定か……。ならばこのラウンドが勝負だ！

ＧＭ：しかしここで斉木です。先程と同じ組み合わせで、全員を攻撃します。

一同：うわー！

ＧＭ：（コロコロ）達成値は24。ダメージは25。……って、全員失敗ですか？

左京：フッ、まあな（笑）。

綾：《リザレクト》できないけど……。

ＧＭ：その時は、タイタスを使用すると復活できますよ。【ＨＰ】は全快になります。

十也：当然使うぜ！　こんなところで寝てられっかよ！

左京：俺の行動だな。弓崎への攻撃に、弓崎に対するタイタスを使うぞ。クリティカル値を６に下げて、ダイスは12個だ。いけっ！　（コロコロ）……、達成値は39。

ＧＭ：（コロコロ）う、失敗。倒たおれるか？

左京：ふっ。倒してみせるさ。（コロコロ）ダメージは38点、どうだ!?

ＧＭ：先程のダメージと合わせると……ダメですね、昏倒します。「さ、左京くん、なぜ……、わたしは……」と言ってかなめは倒れます。

左京：「弓崎。お前にはこんな世界を見せたくなかった。力さえなければ……」

十也：よし！　俺もトドメを刺さしてやるっ!!　もうひとりのオレへのロイスをタイタスに変えるぞ。で、それをすぐに使用。ダイスは14個、クリティカル値は７。これで侵蝕率は[image: 125]％！　行っけぇっ！　〝嘆きの一撃ドローレスストライク〟！　（コロコロ）……達成値は64!!　ダメージは47点!!

ＧＭ：うわ！（コロコロ）とてもじゃないが、生きていられません。

ＧＭ：「こ、この力。こんな力が日常に隠かくれているのだぞ。そのような状態が、耐たえられるはずもない。……魔獣め、せいぜい人の中で生きるがいい。お前が崩ほう壊かいするその時までな！」

十也：じゃ、変身をといてから、苦々しく、「勝手に決めるな、オレは人間だ」とつぶやこう。

ＧＭ：では、戦闘シーンは終しゆう了りよう。十也は元の形態に戻もどります。

和美：ふぅ、終わった終わった……。というわけにはいかないのよねぇ。

ＧＭ：はい、そのとおり。エンディングの前に、侵蝕率を引き下げます。

綾：それは……？

ＧＭ：その名の通りです。この結果によっては、日常の世界に帰れなくなってしまいます。

十也：うお、ここまで来てそんなことがあるのか。

ＧＭ：それはもう、あれだけバリバリとレネゲイドの力を使いましたからね、それだけ侵蝕もされてるでしょうし。……レネゲイドというものはそれだけ危険なものなんですよ。

綾：（うなずいている）

ＧＭ：ちなみに、この処理は侵蝕率が[image: 100]％を超えてない人も、必ず行なってくださいね。

左京：具体的にどうするのだ、ＧＭ？

ＧＭ：皆さんが結んでいるロイスの数分ダイスを振ふってください。合計値だけ侵蝕率が下がります。後でもらえる経験点を放ほう棄きすれば、ダイスを増やせますよ。

綾：わたしは普ふ通つうに振る。（コロコロ）最終的な侵蝕率は79％。

左京：フッ。俺も普通に振るぞ。それでこそがんばってロイスを増やした甲斐かいがあったというものだ。……（コロコロ）。あれっ？　低い……98％だ。危ない危ない。

十也：オレも普通。（コロコロ）よし、95％！

和美：私も普通に振るわ。（コロコロ）75％よ。

ＧＭ：この時点で[image: 100]％超えているとジャーム化してしまうんですが。今回はそれはないようですね。では、エンディングフェイズに移ります。








《ヴァイタルアップ》　レネゲイドの力で生命力そのものを活性化させるエフェクト。

《天からの眼》　まるで天空から知覚しているようにものを見るエンジェルハィロゥのエフェクト。

《オウガバトル》　戦いに関する演算を高速でこなすノイマンのエフェクト。

《シューティングシステム》　射撃に対する計算を一瞬にして行なうノイマンのエフェクト。

《声なき声》　自分のイメージを飛ばすソラリスのエフェクト。

《氷剣》　氷塊で剣を作り出すサラマンダーのエフェクト。

《一閃》　走りながら攻撃するハヌマーンのエフェクト。

《業炎》　体中に炎を纏う、サラマンダーのエフェクト。

《炎の剣》　武器に炎を纏わせるサラマンダーのエフェクト。

《完全獣化》　肉体すべてを獣のそれに変えるキュマイラのエフェクト。

《血の従者》　自分の血液を媒体にして、〝従者〟と呼ばれる疑似生命を作り出すブラム＝ストーカーのエフェクト。

《零距離射撃》　その名の通り、接近状態から射撃するノイマンのエフェクト。

《彫像の声》　相手の動きを止める声を発するソラリスのエフェクト。

《獅子奮迅》　猛スピードで広範囲に攻撃するハヌマーンのエフェクト。

《鬼の一撃》　想像を絶するパワーによって相手の防御を打ち破るキュマイラのエフェクト。

《銘無き刃》　腕に刃を生み出すキュマイラのエフェクト。

《獣の力》　肉体をさらに変異させ、筋力を上昇させるキュマイラのエフェクト。

《氷盾》　氷塊を盾の形に生み出すサラマンダーのエフェクト。

受け　『ＤＸ３』でいうガードのこと。1st Editionでは判定が必要だった。

《茨の輪》　化学物質によって痛みを与え続けるソラリスのエフェクト。













　　　　ENDING　PHASE




ＧＭ：それではエンディングです。残念ながらジャーム化した人もいなかったようなので。

左京：残念なのか？

ＧＭ：はっはっは。そのつもりがなければ、あんな敵を出したりしませんよ。

綾：オニ……。

ＧＭ：ちなみにエンディングでは侵しん蝕しよく率りつは上がりません。エンディングはすでに日常の一部だからです。

左京：なるほどな。

ＧＭ：では粛しゆく々しゆくとそれぞれのキャラクターのエンディングシーンをやっていきましょう。何か希望があれば考こう慮りよしますんで遠慮なく言ってください。

一同：はーい。

ＧＭ：では、綾と和美のエンディングから。あなた方の前には霧谷がいます。今回の報告をしたところです。







◆Ending01◆トゥ　ネクスト


Scene Player ─── 久遠寺綾






　ふたりそろってドアをくぐった。

　一見普通の雑ざつ居きよビル。だが、入居しているいくつもの会社はすべてダミーであり、中にはＵＧＮの事務所がある。そして、こうした拠きよ点てんを日ごとに、場合によっては時間ごとに移動しながら組織全体に指示を出すのが霧谷雄吾なのだ。

　廊ろう下かを歩きながら、和美が綾に話しかける。

「これでまた、あの学校ともお別れね」

「……」

　沈ちん黙もくで答える綾。その表情は普段と変わらない。

「ふふっ。私の前では無理しなくていいのよ」

「……から……」

「？」

　呟つぶやくような小さな声の綾に、和美がクエスチョンマーク混じりの視線を返す。

「きっとまた、あえるから……」

　少しだけ大きな声で、綾がリピートすると、和美は嬉うれしそうに笑いながら、右手で綾の頭を抱だき寄せた。

「そうね。きっとまた会えるわよね」




和美：ＧＭ、かなめちゃんたちはあれからどうなったの？

ＧＭ：ＵＧＮが保護しました。早川も含ふくめて。

和美：なるほど。それで？

ＧＭ：霧谷が言います。「ご苦労でした。事後処しよ理りは任まかせてください。関係者の情報操作もすでに行なってあります。それで、君達には……」

和美：「次の〝シナリオ〟ですね？」

ＧＭ：「話が早くて助かります」と、霧谷は苦く笑しようして、資し料りようの束を出します。

綾：「また、Ｔ市ともお別れね」

ＧＭ：そうして君たちは次の任務に移っていきます。非日常を歩きながら。

綾：……。

和美：それが仕事だもの。







◆Ending02◆主あるじなき席


Scene Player ─── 黒須左京






　──弓崎かなめは療養のために退学した。

　様々なウワサが教室を飛び交かったが、それまでの弓崎かなめの素行も手伝って意外という受け止められ方はしなかった。妹の死にショックを受けて、という意見が大勢を占しめた。

〝講こう師しの早川先生〟の転任についてはもっと話題にならなかった。早川自身が、もともと目立たぬようにしていたこともあり「そんな先生いたっけ？」という声すらあったほどである。




ＧＭ：では、左京のエンディングです。かなめがいなくなり、教室に座すわる人のいなくなった席がひとつできました。でも、皆みなはいつもどおりに生活しています。

左京：フッ。吞のん気きなものだな。早川の件けんはどうした？

ＧＭ：話題にすらなりません。彼自身の行動と、そしてＵＧＮの手て際ぎわの良さの結果ですが。

左京：騒さわぎにならなければそれでいい。……だが、簡単なものだな。

ＧＭ：では、ふたりの関係を疑う者もなく、この一件は忘れ去られていきます。そして左京は、また誰だれにも言えない事こと柄がらを増やして日常に戻もどっていくのでした。

左京：退たい屈くつな時間だ。だが、それでいいのかもしれんな。どうせすぐ忙いそがしくなるのだろう。

ＧＭ：連れん絡らくがあれば、左京はすぐにでも非日常の世界に飛び込こんでいくのでしょう。







◆Ending03◆影と共に


Scene Player ─── 加賀十也






「変な夢だったの。具体的には思い出せないんだけど、とってもイヤな夢だったの！」

「なんでオレにそんなことを話すんです。委員長？」

　高城穂波に話しかけられた十也は、内心の動どう揺ようを悟さとられないようになるべく素そっ気けない声を出した。

　穂波の様子からみて、事件の記憶は無くなっているようである。

「別にいいじゃない！　十也くんはわたしと話をするのがイヤなの？」

　最初、珍めずらしく弱々しげに話し始めた穂波だったが、十也とやり取りをしているうちに、いつものペースを取り戻もどしたようだ。内心に、苦く笑しようと安あん堵どが混ざった複雑な模様を描えがきつつ、十也は大切な日常がここにあるという確かく信しんを嚙かみしめていた。




ＧＭ：最後に、十也。事件解決の翌日、委員長が不思議な夢を見たと話かけてきます。実はこの間本当にあったこと、ですね。

十也：具体的には？

ＧＭ：イヤな印象とか、悲しい気分とか、断片的な記憶が残っているようですが、具体的なことは何も言いません。

十也：なんとか誤ご魔ま化かせてるみたいだな、と思いながら、適当に対応しよう。

ＧＭ：そうしている十也の内側から、声がわき上がってきます。以前夢で会った、もうひとりの十也のようです。彼は言います。「ククッ。いつまでも隠かくせるものじゃねぇぞ？」と。

十也：「うるせぇよ」

ＧＭ：と、委員長が、「どうしたの？」

十也：「……何でもないです。委員長」

ＧＭ：すると、もう声は聞こえてきません。十也の内側で眠ねむりについたのか？　それとも、十也の意識に混ざり込んでいったのか、それはわかりません。

十也：「隠し通してやるさ。俺おれが人間でいる限りはな」と思っていよう。

ＧＭ：では、このシナリオはこれで終しゆう了りようです。皆みなさん、生せい還かんおめでとうございました。





ダブルクロス・リプレイ『ドゥームズデイの魔獣』
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　　　　PREPLAY




　某ぼう日じつ、ゲーム製作会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室に５人の人物が集まった。これから『ダブルクロス The 2nd Edition（以下ＤＸ２）』のリプレイを収録するのだ。

　今回の目的は、サプリメントを使用したセッションを行なうこと。遊び方の広がった『ＤＸ２』のサンプルプレイを提示することだ。

　では、ＧＭである私、矢野俊策やの・しゆんさくが他四人を紹しよう介かいしよう。





大畑顕おおはた・あきら（以下、大畑）



　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の社員であり、三下からダメ主人公まで、ありとあらゆる状じよう況きようで負けられる男。本人曰いわく、「負けるのは趣しゆ味み」なのだそうな。

　壮そう絶ぜつな負けっぷりから立ち直るキャラクター、という技を駆く使しすることにより、いくつかのリプレイで主人公を務めている。





小浜智こはま・さとる（以下、小浜）



『ニルヴァーナ』のデザイナー。〝自分が萌もえるキャラ〟に強いこだわりがある男。

　どこにこだわりがあるかというと年ねん齢れいである。滅めつ多たなことでは自分のＰＣを十三歳さいから変えないのである。その熱い思いは、だがほとんどの人に理解されない。





田中天たなか・たかし（以下、天）



『闇やみに降る雪』、『聖夜になる鐘かね』で、上月永斗のプレイヤーを担当した男。口をひらけば、変なことしか言わない。とにかく渋しぶい声と、その発言量で他の人間を圧あつ倒とうする。

　しかし……、私生活でも変なことしか言わないのはどうなのか、天よ。





田中信二たなか・しんじ（以下、かわたな）



〝かわいそうな〟田中信二、略して〝かわたな〟。『闇に降る雪』、『聖夜になる鐘』で、檜ひ山やまケイトのプレイヤーを担当した。

　ストーリーを先読みし、その時点でもっとも効果的な演出をする能力を持つ。




ＧＭ：今回のリプレイは『ＤＸ２』です。よろしくお願いします。

一同：よろしくお願いしますー！

小浜：あ、ＧＭ。実は僕ぼく、『ＤＸ２』やるの初めてなんです（笑）。

ＧＭ：そうだったっけ（笑）。じゃあ、簡単にゲームについて説明しておこう。

小浜：お願いしまーす。

ＧＭ：『ＤＸ２』は、現代を舞台にしたゲームだ。〝レネゲイド〟というウィルスがばらまかれ、変へん貌ぼうしてしまった現代。だけど、表向きには変化はない。

小浜：〝すでに世界は変貌していた〟ってやつですね。

ＧＭ：そうそう。ＰＣたちはそのウィルスによって超ちよう能のう力りよくを得てしまったものたち。彼らはレネゲイドの脅きよう威いから、自分の大切なものを護るために戦うわけだ。

小浜：ウィルスの脅威から護るために、ウィルスの能力を使わなければならない……？

ＧＭ：うん、だいたいそんな感じ。まあ雰ふん囲い気きだけ摑つかんでおいてくれればいいよ。細かいところはやりながら説明していくから。

小浜：はーい、お願いしまーす。

ＧＭ：じゃあ今回のステージ（シナリオの舞台）の説明からいこうか。

大畑：え？　ルールブックに載のっている〝東京近きん郊こうＫ市〟じゃないんですか？

ＧＭ：いいや。今回は、サンプルステージのＫ市でもなく、『闇に降る雪』のＳ市でもなく、違ちがうところを舞台にしてゲームをしようかと。

かわたな：で、そのステージとは？

ＧＭ：東京近郊Ｍ市。……いや、Ｋ市とあんまり変わらないんだけど（笑）。

小浜：意味ないじゃないですか（笑）。

ＧＭ：シナリオの都合なんだよ。とあるＵＧＮの支部因いん縁ねんを中心に展開するから。

天：なるほど、新しいステージを作った方がやりやすいってことか。

ＧＭ：そういうこと。では、今回のハンドアウト。




▼ＰＣ①用ハンドアウト


ロイス：佐久間彰人さくま・あきと　　　推すい奨しよう感情　ポジティブ：友情／ネガティブ：不安




ワークス／カヴァー：ＵＧＮチルドレン／高校生




Ｄロイス：〝賢けん者じやの石〟または〝対抗種〟



　キミには親友がいた。佐久間彰人、同じチルドレンであり、チームメイトだった少年。

　だが、彼は姿を消した。三年前、キミたちの姉代わりであった支部長が死んだその時に。




天：ＰＣ①はチルドレンなのか。

小浜：チルドレン？

ＧＭ：ＵＧＮの施し設せつで育てられた子供のこと。日常生活を犠ぎ牲せいにしている分、レネゲイドの制せい御ぎよがうまかったりするんだ。

小浜：なにかエリートな感じですね。

大畑：『ＤＸ２』では、ＰＣ①は高校生っていうのが定番なんですけど……。

ＧＭ：でも、ＵＧチルドレンも十分主人公になりうるキャラクターだよ。

かわたな：設定は色々つけられるからなあ。

ＧＭ：そんなわけで、今回は同じＵＧチルドレンの仲間がロイスです。




▼ＰＣ②用ハンドアウト


ロイス：千歳ちとせ　　　推奨感情　ポジティブ：遺志／ネガティブ：劣れつ等とう感




ワークス／カヴァー：指定無し／高校生




Ｄロイス：〝伝承者〟（〈情報：ＵＧＮ〉）




推奨シンドローム：ノイマン



　キミの姉、千歳はＵＧＮ・Ｍ市支部の支部長だった。キミがＵＧＮに入ったのも、彼女を支えるためだ。だが、その彼女は三年前、とあるミッションの際に帰らぬ人となった。

　その後、キミは千歳のいないＭ市支部を仲間と共に守っている。彼女の志こころざしと、彼女のデータをすべて受け継いで。




ＧＭ：それでもって、ＰＣ②が高校生。ロイスは千歳、ＰＣ②の姉ですな。

天：（いきなり目を見開いて）何!?　姉!?　死んだ姉！　いいじゃないか！　ロマンチックじゃないか！（笑）

かわたな：な、なんだなんだ一体（笑）。

ＧＭ：ほっといて先に進もう（笑）。えー。

天：（ぶつぶつ）どんな姉かな？　……女装美少年とかはどうだろう？

ＧＭ：うるせぇよ！　さっきから何なんだ！（笑）

かわたな：大体、美少年だったら、それは〝姉〟じゃないだろう（笑）。

天：そんな！　姉ちゃんが実は兄ちゃんだったなんてー！（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：はい、もどすもどす！（笑）　説明をするぞ！　……この千歳というキャラクターは、ＰＣ①の姉代わりでもあるキャラクターね。

大畑：あ、ハンドアウトに書いてある人ですな。

天：この〝推奨シンドローム〟ってのは？

ＧＭ：ああ、シナリオの都合上ノイマンにしてくれるとありがたいから。

小浜：なんでです？

ＧＭ：千歳が死んだ後、彼女の蓄たくわえたデータとかをすべて受け継いだ、という設定にして欲ほしいから。脳組織そのものが強化されるノイマンだとイメージ合うでしょ？

大畑：だからＤロイスは〝伝承者〟なんですか。

ＧＭ：そういうこと。……もうちょっと説明すると、千歳が支部長として蓄ちく積せきしたデータベースを受け継ぎ、記き憶おくしているキャラってのをやってもらいたいんだよ。〝伝承者〟も、誰だれかから技術などを受け継ぐってＤロイスだし。

大畑：なるほど。それは確かにノイマンがよさそうですね。

ＧＭ：無理にやれ、というわけではないけどね。あくまで推奨だから。




▼ＰＣ③用ハンドアウト


ロイス：春日恭二かすが・きようじ　　　推奨感情　ポジティブ：好こう奇き心しん／ネガティブ：隔かく意い




ワークス／カヴァー：ＵＧＮ支部長／指定無し




Ｄロイス：〝特権階級〟または〝秘密兵器〟



　先日、キミはＭ市支部の支部長に任命された。Ｍ市支部はここ数年、支部長不在で活動していた珍めずらしい支部だ。だが、ＦＨがその支部を狙ねらっているという情報を受け、キミが支部長として赴ふ任にんすることになった。

　狙っているのはＦＨエージェント春日恭二。赴任早々、忙いそがしくなりそうだ。




ＧＭ：ＰＣ③は支部長です。ロイスは春日恭二。

一同：春日恭二か！（笑）

小浜：……な、なんでみんな笑うんですか？

ＧＭ：春日恭二ってキャラクターは、あちこちのシナリオに出てきて、ひたすら負けるキャラクターなんだよ（笑）。

天：なぜにか負けても負けても次に出てくるんだよな。おかげで憎にくめない（笑）。

大畑：『ＤＸ２』の名物キャラなんですよ（笑）。

かわたな：ところで、Ｍ市支部長が不在ってことなんだけど。

ＧＭ：前の支部長が問題を起こして死亡してしまったので、後任を決めてなかったんです。で、今回ＦＨが狙っているから、ＰＣ③が送られてくるっていう展開です。

小浜：あれ？　前の支部長って？

ＧＭ：うん。さっき説明した千歳のこと。じゃあ次に行こう。




▼ＰＣ④用ハンドアウト


ロイス：〝マスターレイス〟　　　推奨感情　ポジティブ：有ゆう為い／ネガティブ：脅きよう威い




ワークス／カヴァー：ＵＧＮエージェント／指定無し




Ｄロイス：〝特権階級〟または〝秘密兵器〟



　キミは支部長不在のＭ市支部を事実上運うん営えいしてきたＵＧＮエージェントだ。そのキミに、日本支部から連れん絡らくが入った。〝マスターレイス〟と呼ばれるＦＨエージェントが、各地のＵＧＮ支部を壊かい滅めつして回っており、次の標的はＭ市支部なのだという。




大畑：あれ？　〝マスターレイス〟って、ルールブックに載ってるキャラクターですよね？

天：日下部仁くさかべ・じん。……確かに載ってる。

かわたな：こいつが攻せめてくるのかな？

ＧＭ：うーん、それは……秘密ということで。

大畑：??　はぁ、まあ了りよう解かいです。

ＧＭ：今回ＦＨがＭ市支部を狙っており、支部長送るから何とかしてくれ、というところからスタート。……支部長補ほ佐さってところだね。




　　　　＊　　　＊　　　＊




かわたな：じゃ、この中からひとつ選べばいいんだよね？

天：ふっふっふっ。俺おれは支部長を希望だ。〝特権階級〟……、悪くねぇ、悪くねぇな（笑）。

大畑：天さん支部長ですか!?

ＧＭ：キミはそれを取ると思ってたよ。〝特権階級〟とか〝古代種〟とか、むやみに偉えらそうなの好きだもんなあ（笑）。

天：さあ！　そして誰だれが俺の片かた腕うでを務める？　大畑くんか？　小浜くんか？　誰でもいい！　俺との愛を育はぐくんでおくれええぇぇっ！（爆笑）

かわたな：何でそうなるんだ！（笑）

大畑：あ、俺ＰＣ①やっていいですか？　〝対抗種〟やりたいんですよ。

小浜：じゃあ、僕ぼくはＰＣ②で。

かわたな：そうなると、俺がＰＣ④、か。

ＧＭ：かわたなさん。天をお願いします（笑）。

かわたな：わかったよ。……覚かく悟ごを決めよう。

天：ふははははは！　そうだ、その意気だ！

ＧＭ：お前が言うなよ！（笑）




　というわけで。しばしの後、この物語の主人公たちが完成した。








推奨シンドローム　通常、『ＤＸ２』のハンドアウトには無い項目である。

日下部仁　『ＤＸ２』に掲載されている〝マスターレイス〟はこのキャラクターであった。













▼ＰＣ①：松永史朗まつなが・しろう

大畑：では、僕から。名前は松永史朗、いじめられっ子のＵＧチルドレンです。

一同：いじめられっ子？

大畑（以下、史朗）：僕の〝対抗種〟は、昔は制せい御ぎよできなかったんです。触ふれるものみな傷つけるという状態で（笑）。だから、同じＵＧチルドレンでも、仲間外れにされてたんですよ。

ＧＭ：わかった！　その中で、唯ゆい一いつ友達になってくれたのが、彰人っていう設定だな？

史朗：その通り！　初めての友達だったのですよ。でもいなくなってしまった。……彰人ー。どこへ行ってしまったんだー（笑）。

かわたな：……キミは本当に負けるのが好きだな（笑）。

史朗：いや、主人公のチルドレンっていったらこんな感じかな、と（笑）。

ＧＭ：その感覚は間ま違ちがってないと思うよ。

史朗：シンドロームはキュマイラ／サラマンダー。コードネームは〝クリムゾンフレア〟。自分の【ＨＰ】をつぎ込んで、攻こう撃げき力りよくをひたすら上げるキャラクターを作ってみました。
















▼ＰＣ②：富士見桜ふじみ・さくら

小浜：富士見桜。ツーテールで、自信満々な普ふ通つうの十六歳さいの高校生です。

一同：十六歳!?




　繰くり返すが。小浜くんは、女性キャラクターをやる時、必ず十三歳にするのである。

　……なぜにか。




ＧＭ：いや、よく考えてみたらワークスで〝高校生〟を指定したから、十三歳は無いんだな。

小浜（以下、桜）：でも三年前の事じ件けんというのが重要らしいじゃないですか。そのシーンでは十三歳になりますよ？（笑）

一同：そこまでしてやりたいのか！（笑）

かわたな：おそろしい男よ……（笑）。

桜：で、ライフパス振ふったら、今までに三回も死にかけてる女子高生になりました（笑）。

ＧＭ：ま、まあ。『ＤＸ２』のライフパスはひどい目に遭あいやすいからな（笑）。

桜：で、一回ごとにお姉ちゃんに助けられてます。それでお姉ちゃんに憧あこがれて、ＵＧＮにも入ったし、データも受け継ぎました。

ＧＭ：で、Ｍ市支部に今でもいるわけだ。

桜：そうです。シンドロームはノイマン／ソラリス。コードネームは〝タクティカルヴォイス〟。……データはサンプルキャラクターを基もとにして作りました。

ＧＭ：うん。それはいい方法だよ。

桜：お姉ちゃんがいなくなった後、私がしっかりしなきゃ、という思いでビシバシ他の人を使ってます。高校生でもズケズケ物を言う。

史朗：うわ、僕いじめられてそう（笑）。

桜：ふふふ、どうなるかな（笑）。
















▼ＰＣ③：八坂十字やさか・じゆうじ

天：俺の名は八坂十字。コードネームは〝アルスマギカ〟。ハヌマーン／オルクスの能力者。二十五歳、上等なスーツに身を包んだ伊達だて男おとこ。取ったＤロイスは〝特権階級〟。

史朗：ハヌマーン／オルクス？　ひょっとして風使いですか？

天（以下、十字）：そう。俺は〝風の獣けもの〟と呼ばれる黒い狼おおかみを連れている。こいつを使って、俺は風を操あやつることができるのだ。

ＧＭ：ほうほう、それで？

十字：結社の一員として俺は生をうけた。すべて〝機関〟の計画通りに。そう、俺が所属しているのは〝普遍機関〟。世界をひとつのプログラムどおりに運行させることを目的とした組そ織しき。……その敵であるＦＨと戦うために、俺はＵＧＮにいる。無論、これも計画の一いつ端たんだ。

一同：………………は？

十字：だから、すべては計画なのだ！　この世界は〝機関〟によって動かされているんだよ！

ＧＭ：……その設定をゲームデザイナーの俺に許容しろ、と？（笑）

十字：──のはずだったんだが。衝しよう動どう表で〝妄もう想そう〟を振ってしまったので。すべて俺の妄想。

一同：そんなオチかよ！（爆笑）

十字：〝機関〟の計画からは抜ぬけ出せない！　なぜなら、そんな組織は無いから！（爆笑）

ＧＭ：（優やさしげに）……なあ、天？

十字：（同じく優しく）……なんだ？

ＧＭ：（やはり笑えみ）落とせばいいってもんじゃないぞ？

十字：お、すまんな（笑）。性格は尊大かつ慇いん懃ぎんな男でいこうと思ってるのでよろしく。
















▼ＰＣ④：水すず原はらハルカ

ＧＭ：気を取り直して。……かわたなさん、お願いします。

十字：俺の片かた腕うでかー。美び貌ぼうの女エージェント……。いや、秘書。秘書も捨てがたいが……。

ＧＭ：お前は、キャラ紹介、終わっただろ！（笑）

十字：（目を見開いて）俺のキャラなんかどうでもいいんだよ！　いかに俺と愛の世界を築きずいてくれるのかだけが問題なんだよ！　で、どんな美人秘書軍人なんです？（笑）

かわたな：待て！　人のキャラクターを勝手に作るな！　さっきキャラクターは考えたのだ。

ＧＭ：お？　どんなキャラなんです？

かわたな：…………すまん、本気を出すぞ（笑）。

一同：うわー！（笑）

かわたな：名前は水原ハルカ。コードネームは〝レインシューター〟。ブラックドッグ／エンジェルハィロゥの拳けん銃じゆう使い。……ただし、このキャラクターにはもうひとつの人格がある。〝マキ〟、それがもうひとつの名前だ。

史朗：せ、〝戦せん闘とう用人格〟……！

かわたな（以下ハルカ）：このキャラクターには幼なじみの女の子がいたのだ。オーヴァードであった彼女と仲良く遊んでいたのだが、その女の子はＦＨの実験体だったのだ。

史朗：……そ、それで？

ハルカ：ＦＨはふたりを引き離はなそうとした！　それに抵てい抗こうするふたり！　だが、所しよ詮せんは子供の力、あっという間にふたりは追いつめられてしまう！

ＧＭ：……。

ハルカ：その子は〝力〟を使った。私だけでも助けられれば、と願って。

十字：おお、それで!?

ハルカ：彼女は自分の生命力をすべて私に譲ゆずり渡わたした。そしてその時に彼女の人格まで私の中に入ってきたのだ！　……すごいなあ、レネゲイドウィルス（笑）。

ＧＭ：自分で言わないでください（笑）。

十字：それでそれで？　両方ともどんな人格なんですか？　……わくわく、わくわく（笑）。

ハルカ：えーっと。本人格は世話焼きの優しい性格。で、別人格が冷たい軍人タイプ。

十字：（目を見開いて）何！　軍人!?（笑）

ＧＭ：……かわたなさんは偉いなあ（笑）。

十字：（ぶつぶつと）……待てよ。ということは、このキャラクターを落とすと一粒つぶで二度美味おいしいのか。最高だ！　ふたりともお嫁よめさんダヨ！（爆笑）

ＧＭ：なんで天はふたりが、キミに惚ほれている前提なんだ！

十字：（ひどくびっくりして）惚れないの？　惚れないのか!?　この俺に！

ハルカ：お前に惚れるつもりは毛頭ないわあああっ！（笑）

十字：そんなッ!?　もう子供の名前まで考えてたのにっ!?

ＧＭ：ちなみにかわたなさん。……そういう設定だってことはＤロイスは〝戦闘用人格〟に変へん更こうするんですね？

ハルカ：……おお！　そんなＤロイスがあるのか！　全然知らなかった！（爆笑）

一同：知らなかったんですか！




　どうやら素すで考えた設定らしい。



















　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：ＰＣ間ロイスを取ろう。順番は、史朗[image: ]桜[image: ]十字[image: ]ハルカ[image: ]史朗でよろしくー。

史朗：ハンドアウトから考えれば、桜は幼なじみってことになるよね？

桜：そーねー。昔からＵＧＮで一いつ緒しよに活動してきたんでしょうしね。

史朗：じゃ、〝連帯感〟かな。

十字：（コロコロ）ふむ、ハルカに〝慈じ愛あい〟か。……慈いつくしもうじゃないか、キミを。

ハルカ：勝手にしてください（笑）。




　と、一通り騒さわいだ後、ＰＣ間ロイスが決定した。

　詳くわしくは左ページのコラムを見てほしい。



















ＧＭ：よし、じゃあＰＣ間ロイスも取ったし、セッションを開始しましょう！

一同：はーい！







　　　　OPENING PHASE




◆Opening01◆非日常という日常


Scene Player ─── 松永史朗






　史朗は夢を見る。

　それは非日常の中の、何気ない一コマ。

　ミッションの終わったチルドレンの、他愛たわいの無い会話。

　だが史朗にとっては、いなくなった親友の大切な記憶の欠片かけらでもあった。




ＧＭ：最初のシーンプレイヤーは史朗。四年前の回想シーンからだ。侵しん蝕しよく率りつ上げてね。

史朗：四年前……、まだ僕ぼくは十二歳さいだったころ。

ＧＭ：とあるミッションを終え、キミはＭ市支部に戻もどってきた。今はロッカールームで装備の点検や着き替がえなんかをしているところだ。

史朗：彰人は？

ＧＭ：もちろん隣にいるよ。色素の薄うすい髪かみで、線の細い感じの少年だ。

史朗：じゃあ、着替えながらぽつりと。「また……、仲間が少なくなっちゃったね」

十字：うわ、きつ（笑）。

ハルカ：でも、チルドレンらしい（笑）。

ＧＭ：では、その言葉に答えるように彰人が言う。「史朗、たまに思うんだけど。……僕たち、普通の生活していたら、どうなってたんだろう？」

史朗：え……？　たぶん、普ふ通つうに学校に行って、適当に騒いだりしてたんじゃないかな。

ＧＭ：「僕は……いなくなった連中のことを思うと、その方がよかった、って考えることがあるんだ。……キミはどう？」

史朗：わからないよ。……僕はみんなよりも〝普通〟から、離はなれてるもの……。

十字：〝対抗種〟、ということか。

ＧＭ：彰人は、「……そうだね。僕たちは……」とつぶやいてうつむくよ。

桜：ん？　僕たち？

史朗：彰人も何か特とく殊しゆな設定が？

ＧＭ：うん。彰人はオリジナルに近いレネゲイドの持ち主、〝起源種〟のオーヴァードだ。だからこそ、史朗と組まされているわけだけど。

十字：なるほど。彼もまた〝普通〟からかけ離れた存在なのか。

ＧＭ：彼はしばらく黙だまった後、「ごめん……」。

史朗：いや、いいよ。キミはこの力も気にしなかったじゃないか。それに……。

ＧＭ：「それに？」

史朗：……僕はみんなが無む駄だに死んでいったとは思わないよ。

ＧＭ：「そうだね。今の生活は大変だけど、……僕たちのやっていることは無駄なことじゃない」と、まるで自分に言い聞かせるように。

史朗：うん。そうだね。

ＧＭ：「いつどこでどうなるかはわからないけれど。お互たがい、生きている限りは助け合って生きていこう」彼はそう言って、ほんの少しだけ笑えみを浮うかべた。

史朗：「うん。約束するよ」僕も同じように笑いながら言います。

ＧＭ：その後、彼は行方ゆくえ不明となる。これは、彼がいなくなるしばらく前の会話だ。

史朗：ハンドアウトに書いてあった事件ですね。……支部長が亡くなったという。

ＧＭ：うん。それについてはあとで描びよう写しやするから。……そしてキミは目が覚める。

史朗：お、現実に戻ってきますか。

ＧＭ：うん。場所はキミの自室。電話の鳴る音でキミは目が覚めたところだ。

史朗：じゃあ、僕はすぱっと電話を取ります。「もしもし？」

ＧＭ：「……史朗？」と、聞き慣れた声が。

史朗：まさか、彰人!?

ＧＭ：（こくりとうなずき）「……いきなりで、ごめん」ちょっと暗い感じで彼は言う。

史朗：───よかった。ずっと心配してたんだ。今、どうしてるの？

ＧＭ：「いろいろあったんだけど……。今からちょっと時間あるかな？　話もしたいし、それに頼たのみがあるんだ」

史朗：ちらりと時間を確かく認にんして、……（ＧＭに）大だい丈じよう夫ぶですよね？

ＧＭ：うん。今は空いてるよ。

史朗：時間は大丈夫。どこにいけばいい？

ＧＭ：「そうだな……。駅前にあった喫きつ茶さ店てん、まだ残ってる？」

史朗：うん。あそこは変わってないよ。

ＧＭ：「じゃあ、そこで待ってる。近くに来たら声をかけるよ」

史朗：わかった。すぐに行くよ。




　史朗は電話を切り、机の上にある写真に目をやり、出て行った。

　そこには、まだ幼い史朗、彰人、桜、そして千歳が微笑ほほえんでいた。







◆Opening02◆やってくる危機


Scene Player ─── 水原ハルカ






　卓たく上じよう箒ぼうきで丁てい寧ねいにテーブルの埃ほこりを払はらい、ハルカはため息をついた。

　無人の支部長室はチリひとつ無い。ハルカの手によって守り続けられている。

　だが、いるべき主あるじがいないという事実は支部全体に不安の空気をよどませていた。




ＧＭ：ではハルカのシーン。昼下がり、ハルカが掃そう除じをしていると、エージェントのひとりが、「水原さーん、日本支部長の霧きり谷たにさんから通信が入っているんですがー」、と。

ハルカ：うわわわわ！　あわてて通信にでます！　「はい、水原ですー」

ＧＭ：では、モニターのスイッチをつけると、霧谷雄ゆう吾ごが笑顔で映し出される。「いい話と悪い話と、ひどい話があるんですが、どれから聞きたいです？」（笑）

一同：なんだその選せん択たく肢しは！（笑）

ハルカ：ちょっと眉まゆをひそめてから「え、えーと、とにかくいい話からお願いします」。

ＧＭ：「新任のＭ市支部長を派は遣けんすることが決定しました。今まで苦労をかけましたが、これで正常な支部としての機能を取り戻もどすでしょう」

ハルカ：ホントですか!?　掃除から事務作業まで、守備範はん囲いが広がりすぎて困ってたんですよー。これでちょっと楽になりそうです。

ＧＭ：「……で、ここからがひどい話なんですが」（笑）

桜：話変わってない！（笑）

ＧＭ：「新任のＭ市支部長は、八坂十字さんといいまして……」

ハルカ：途と端たんに沈ちん痛つうな面おも持もちを見せます（笑）。

ＧＭ：「まあ、その。彼はいろいろと〝クセ〟のある人物です。が、なんとかしてください」

ハルカ：（即そく座ざに）なんともなりません。

ＧＭ：「気持ちはよくわかります（笑）。ただ、……事情があるんです」

ハルカ：おや？

ＧＭ：「ＦＨの幹部、〝マスターレイス〟がＭ市支部を狙ねらっているという情報が入りました」

ハルカ：なっ……!?

ＧＭ：「現在、〝マスターレイス〟の指揮の下もと、各地のＵＧＮ支部が攻こう撃げきされ、壊かい滅めつしています。その〝マスターレイス〟がＭ市支部に向かったとの情報が入りました。これに対抗するために、彼の力を借りた、というわけです」

ハルカ：戦せん闘とう力りよく増強、ですか。

ＧＭ：「その通りです」

ハルカ：〝マスターレイス〟と言えばＦＨの中でも大物。なぜＭ市支部に？

ＧＭ：「……実は、それに関してはわかっていません。Ｍ市支部にある、〝情報〟を狙っている、ということなんですが……」

ハルカ：〝情報〟？

ＧＭ：「ＵＧＮ本部から、前任のＭ市支部長に直接何らかの〝情報〟が与あたえられていたようなのですが……、私の権限ではその命令の内容を知ることはできないのです」

ハルカ：日本支部長の霧谷さんがつかめない……？

ＧＭ：「とにかく襲しゆう撃げきがあるのは確実です。その前に準備を行なっておいてください」

ハルカ：（笑顔で）十字さんが来てくれるのなら、大丈夫ですよ。




「では、よろしくお願いします」

　霧谷は、ほんの少しすまなそうな顔でそう言った。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ハルカ：ちょっと十字に対する認にん識しきを変えましょう。ただの変な人、ではなくて、〝腕うでの立つ面おも白しろい人〟ということにしておきます。

十字：（自信満々に）大丈夫です。カヴァーを〝日本支部の切り札〟に変えました（笑）。

ＧＭ：カヴァー変えればいいってもんじゃねぇだろ！（笑）







◆Opening03◆最初の出会い


Scene Player ─── 富士見桜






　あの頃ころ、桜の気持ちはひとつだった。

　お姉ちゃんと一いつ緒しよにいたい。お姉ちゃんの役に立ちたい。

　ただそれだけで、桜はＵＧＮに参加した。

　本当に、それだけで──。




ＧＭ：次は桜。キミは七年前、世界の真実を知り、ＵＧＮに参加することを決意した。

桜：というよりも、お姉ちゃんにくっついていたかったんだと思う（笑）。

ＧＭ：なるほど（笑）。では、キミは千歳の後にくっつくようにして、Ｍ市支部の廊ろう下かを歩いている。あたりには誰だれもおらず、キミたちの靴くつ音おとだけが響ひびき渡わたる。

桜：じゃ、手をつなぎながら。

ＧＭ：千歳は長い髪を揺ゆらし、心配そうに言うよ。「ホントにＵＧＮに入るの？」

桜：……うん。もう決めたの。

ＧＭ：「でも、大変よ。危険なこともたくさんあるし、命を落とすことだって……」

桜：決めたの！　わたしだってお姉ちゃんの手伝い、したいんだもん！

ＧＭ：「しょうがないわね、あなたは」彼女は桜の頭をなで、笑顔で言う。

桜：えへへ……。

ＧＭ：「じゃ、あの子たちを紹介しておかなくっちゃね」千歳はある部屋のドアを開ける。大きめのトレーニングルームだ。何人かの子供たちが体を動かしている。

ハルカ：チルドレンの部屋？

ＧＭ：そう。で、千歳が「史朗くん、彰人くん、いらっしゃい」、とその中のふたりに声をかける。（史朗に）登場してね。

史朗：おお。じゃ、小さめの声で返事をして千歳さんのところにきます。

ＧＭ：じゃ、やってきたふたりの背中に手を置いて、「史朗くんと、彰人くん。桜と同い年の子よ。ふたりともＵＧＮで育てられた……、まあ私の弟みたいなものかな」

桜：お姉ちゃんの弟……？　じゃあ、わたしの…………弟よね？

史朗：いや、同い年だろう！（笑）

十字：犬と同じだ。立場を明確にするには最初が肝かん心じん（笑）。

史朗：じゃあ、僕ぼくは一いつ瞬しゆんびくっとして、彰人の後ろに隠かくれます（笑）。

一同：うわ、弱っ！（笑）

ＧＭ：「まあまあ、三人とも。仲良くね？」と千歳は苦く笑しようしながら。

史朗：え……、でも、その……。

ＧＭ：じゃ、史朗がぐずっているのを見て彰人が、「僕……、佐久間彰人。よろしく」ちょっと控ひかえめな感じで手をさしのべてくる。

桜：「わたし桜。千歳お姉ちゃんの妹なの。よろしく！」と手を握にぎります。

史朗：その後に彰人が「ほら、史朗。挨あい拶さつしなよ」とか言ってくるわけですよ。で、僕が「……ま、松永……し、史朗……」とだけ言って、やっぱり後ろに隠れます（笑）。

桜：じゃあ、後ろに隠れたままの史朗の手を握って、「一緒に遊ぼう！」と引っ張って……。

史朗：あ！　その時、桜の手に、バチッと何かが走り、火傷やけどするんですよ。

桜：え？

史朗：〝対抗種〟の演出です。そして泣きそうな顔で手を引ひっ込こめます。

ＧＭ：……千歳はじっと黙ったまま、三人の姿を見ている。

桜：…………。（少し考えてから）もう一度史朗の手を取る。

史朗：その手からは、逃にげるようにするけど……（とＧＭの方を見る）。

ＧＭ：彰人が史朗の手を握って、桜と握あく手しゆをさせる。三人の手が重なる感じで。

ハルカ：おお！　そう！　そういう演出じゃないと（笑）。

ＧＭ：「そう、みんなで仲良く、ね？」三人を見守ってた千歳は笑えみを浮うかべて言うよ。

桜：「（満面の笑みで）よろしくね！」

ＧＭ：こうして、桜はＵＧＮに協力する生活がはじまった。その生活はまた、史朗や彰人、千歳と共に過ごした楽しい思い出でもあるわけだ。……三年前までは。

桜：……。

ＧＭ：そして回想はとぎれ、桜は今Ｍ市の街を歩いている。

桜：なんで、こんなこと思い出してるんだろう……。

ＧＭ：と、ぼんやり考えてると、目の前の路地から出てきた人にぶつかってしまうわけだが。

桜：あっ……。

ＧＭ：向こうは桜を軽く抱だきとめて、「おっと……。危ないですよ」と、体を離はなす。

桜：「あ、ごめんなさい……」と言って、上を見ると……。




「桜……？」

　佐久間彰人。驚きに目を丸くした懐なつかしい顔がそこにあった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：どうやら、桜がこの三人の中でガキ大だい将しようだったみたいね（笑）。

桜：当然！　史朗も彰人も、微び妙みように力弱いんだもん（笑）。

史朗：反論できないですが（笑）。

ＧＭ：ま、関係がわかりやすくていいだろう（笑）。







◆Opening04◆八坂十字という男


Scene Player ─── 八坂十字






　眼鏡めがねの奥おくで目を細め、十字は口の端はしをつり上げた。

　手元にあるのは数枚の資料。そこにはＦＨの陰いん謀ぼうを示し唆さする証しよう拠こが躍おどっている。

　車のシートにもたれかかり、男はつぶやいた。

「……動き出したか」




ＧＭ：最後に十字。今、キミは霧谷雄吾からＭ市支部の支部長に任命された。

十字：戦力増強のため、だな？

ＧＭ：その通り。〝マスターレイス〟の情報、ＦＨの企たくらみなども霧谷からキミは聞いている。

十字：〝情報〟とやらも？

ＧＭ：うん。その〝情報〟は前任のＭ市支部長が直接管理していたらしいよ。それも探すようにと言われている。で、キミは今、現げん地ちへと向かっている車の中だ。

十字：（どかっと座すわり込み）フッ、〝普ふ遍へん機関〟め。動き出したようだな。

ＧＭ：言われたこと全然理り解かいしてないじゃないか！（笑）

十字：フッ……、気にするな（笑）。

ＧＭ：豪ごう奢しやなリムジンはキミを乗せて、音もなく進んでいくぞ。隣に控ひかえている狼おおかみが……。

十字：（心底驚いた顔で）えぇっ!?　狼!?　なんで狼が車の中に!?

ＧＭ：……お前の設定にあったじゃないか。

史朗：風の獣けもの、操あやつるんですよね？

十字：………………ああ、狼！　狼か！　いたなあ、そんな奴やつ！（笑）

ＧＭ：忘れんなよ！（笑）

十字：「げははははは！　ワン公！　忘わすれてた！　忘れてたよ！」（笑）。

ＧＭ：狼は、とある一方を見ている。……どうやら敵が来たようだ。

十字：「フッ、来たか。……止まりたまえ、運転手」

ＧＭ：と、その瞬しゆん間かんに、〝チュイン！〟という音、フロントガラスに小さな穴。

十字：オ、オイ!?

ＧＭ：運転手がぐらりと倒たおれる（笑）。

十字：アッハハハハハハ!!　死んじゃった!?　死んじゃったよ！　何もする前に死んじゃったよ！　……あれ？　車は？　まずい！　暴走している！　どうしよう、どうしよう狼!?　「わんわん！」そうか、わんわんか！　そーだよなぁ、お前狼だもんなぁ（爆笑）。

ハルカ：錯さく乱らんする前に、この状じよう況きようを何とかしろ！（笑）

桜：というより、自分から状況を悪化させてる（笑）。

史朗：さらに言うなら、狼は「わんわん」とは吠えないと思います（笑）。

ＧＭ：ああ、もう！（笑）。車はガードレールに激げき突とつして止まるぞ！

十字：「イテテテテテ……」ま、しょうがないから外に出るか。

ＧＭ：キミが外に出ると、周りは黒服のエージェントに囲まれている。全員が銃じゆう口こうをキミに向けている。そして、その中央に、春日恭二が薄うす笑わらいを浮うかべてキミを見ている。

十字：ハハハハハ！　ここでキミかね？　春日きょーおぉぉぅじ！

ＧＭ：「フン、俺おれも有名に……」

十字：キミのことは知っている！　ああ、知っているさ！　これも計画だ！

ＧＭ：「……？　けいか……」

十字：みなまで言うな、春日恭二！　（優やさしい声で）言いたいことはよーくわかっている。

ＧＭ：「それなら……」

十字：……何が目的だ？（爆笑）

ハルカ：全然わかってないじゃないか！（笑）

十字：わかるわけないだろ！（爆笑）

ＧＭ：逆ギレするなよ!!（笑）

史朗：と、とりあえず戻しましょうよ。

ＧＭ：そうだそうだ。では……、「八坂十字。お前の命、もらいうける」。

十字：フ、フフ、フハハハハハハハ！　……どうしようかな？　ここは勝ってもいいのかな？　どうしよう、狼？

ＧＭ：いいんだよ！　勝っても！（笑）

史朗：うわ、ＧＭがぶっちゃけた！（笑）

ＧＭ：いや、だってそうしないと進まないじゃないか、この男（笑）。

十字：（満面の笑みを浮かべて）そぉかぁ。勝ってもいいかぁ。それじゃあ、……どうしてくれちゃおうかねぇえええええ？（笑）

ＧＭ：「お、おい！　八坂十字！　命をもらうと言っているだろう!?」

十字：聞こえている！　……俺の命を奪うばうだと？　そんなことはお前たちにはできん！　なぜならばここは俺の死に場所ではないからだ！　計画に決められていないのでな！

ＧＭ：「撃うて！　撃てえぇーっ！」

十字：弾だん丸がんによって、上質のスーツがぼろぼろになっていく……。しかし、俺は平然としているのだ！　「ハッハハハハハハハ！　撃て！　撃ちたまえ！　だが俺は死なん！　死なんのだ！　それが〝計画〟だからな！」（笑）

ハルカ：……これ、悪役の登場シーンだ（笑）。

桜：少なくとも、ＰＣのシーンじゃない（笑）。

十字：ハァーッハッハッハッハ！（[image: ]全然聞いていない）

ＧＭ：まあ、とりあえず《リザレクト》くらいはしておけや（笑）。

十字：お、すまんな（ダイスを振ふる）。

ＧＭ：エージェントたちが躍やつ起きになって銃じゆうを撃つんだけど、キミの傷はどんどんと再生していく。そのうちに弾たまが切れるよ（笑）。

十字：……終わった、ようだね？

ＧＭ：「ひ！　ヒィ！」恐きよう怖ふの表情を浮かべるエージェントたち。

十字：「では、ひと思いに殺してあげよう！」その瞬間に、狼が風と化す！　一瞬の後、春日恭二以外のエージェントは細切れだ！　「……さあ、あとはキミだけだよ？　春日クン！」

ＧＭ：「くっ……！」

十字：逃げても、いいんだぜえぇ？　（急に下を向いて）どうする狼、逃がすか？　「わんわん！」……逃げてもいいと言っているぞお？（笑）

史朗：だから、狼は「わんわん」と吠えませんって（笑）。

ＧＭ：「くっ……！　化け物だとは聞いていたが、まさかここまでとは！」と言い残して、彼は逃げるよ。

十字：フッハハハハハハハ！　いくらでも来たまえ！　無駄なことだがなあ！

ハルカ：……ところで、何しに来たの、あの男？

十字：……え？

ハルカ：いや、普通何か情報をおいていくものじゃない？

十字：…………そうだ！　情報だ！　待って、恭二！　何か情報を！　行かないで、きょおぉぉじいぃぃぃぃっ！（爆笑）




　暗くら闇やみの中、悲痛な叫さけびが響ひびいた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：行かないで、じゃないだろっ！（笑）

十字：いや、だって情報が……。

ＧＭ：情報は、春日恭二が出てくる前に出しておいたよ。

十字：え？

ＧＭ：どうせ、わけのわかんないことになると思ってたから。先に渡わたしておいた。

十字：ええ？

ＧＭ：霧谷から〝マスターレイス〟とか、〝情報〟の話は聞いてるだろう？

十字：あ！　あれか！　ふぅ、よかった……。情報があって。

桜：でも、本当に大だい惨さん事じなシーン（笑）。

十字：まあ、なんだ。……ちょっと、勝ちすぎたかな（笑）。







　　　　MIDDLE PHASE




◆Middle01◆大切な時間


Scene Player ─── 松永史朗






　駅前に着く頃ころには、史朗はすっかりと息を乱していた。

　突とつ然ぜんに姿を消した親友からの、突然の連れん絡らく。

　その一報に喜びと不安を感じつつ、史朗は彰人の姿を探す。




ＧＭ：気を取り直してミドルフェイズに行くぞ！　史朗が彰人に呼ばれて駅前に行く、というところからスタートだ。

史朗：とにかく急いで行きます。

ＧＭ：ではきょろきょろとしていると、「史朗！」と声がかかる。そっちを振ふり向くと……。

史朗：彰人が。

ＧＭ：いや、彰人と桜、のふたりが。さっき再さい会かいした直後、というシチュエーションだ。

桜：はーい。じゃあ登場しまーす。

ＧＭ：久ひさしぶりに見る彰人は、ずいぶんと髪かみが伸のびて、それを後ろにまとめてる。精せい悍かんな感じになったってとこかな。

桜：じゃ、その横でわたしは意味もなく偉えらそうにしてる（笑）。

史朗：彰人！　桜も！

ＧＭ：「さっき偶ぐう然ぜん会ってね。時間あるって言うから、付き合ってもらったんだ」

桜：史朗も、今は待機でしょ？

史朗：うん。今日は何もないはずだよ。

桜：じゃあ、ゆっくりとお茶でもしながら……（ドスの効いた低い声で）今までどうしてたか、聞かせてもらおうじゃないの（笑）。




　怖こわすぎである。




史朗：そ、そんなギスギスしないでさあ……。せっかく会ったんだし……。

桜：何言ってんの。……史朗だって気になってるでしょ？

史朗：それはそうだけどさぁ……。

ＧＭ：「まあ、その辺の話も店に入ってからにしようよ」と、ちょっと困った顔で桜の攻こう撃げきを流しつつ彰人が言うよ。

十字：お、彰人はちょっと強いな。

桜：わたし、彰人、史朗の順番で偉いわけね。

十字：自分で言うな（笑）。

史朗：で、三人で喫きつ茶さ店てんに入る。そうすると、ちょうど窓まど際ぎわの一番奥おく、昔から僕ぼくたちが使っていた〝いつもの席〟が空いているわけですよ。

桜：じゃあ、昔は四人で座すわっていた席に、三人で座すわることになるのね……。

ハルカ：千歳さんの分ね。

ＧＭ：三人でそこに座り、注文などをすませた後、彰人が口を開く。「もう三年か……。なんか、懐なつかしいね」
















桜：三年……。そうね、そんなに……。

史朗：三年の間……、僕たちはいつもどおりだったわけだけど、彰人はどうしてたの？

桜：過ぎてみれば短いけど、思い返せば長いもんね。……で、何してたの？

ＧＭ：「何も言わずにいなくなったのはすまないと思ってる。ただ……、この三年のことはまだ話せない」彼の目からは、決意が見て取れる。

桜：……こういう時の彰人は、何を言っても無む駄だなのよねー。

十字：おお、そうなのか。

桜：そう（きっぱり）。だから、黙だまってうなずく。

ＧＭ：じゃあ、その方向で。キャラの細かい造ぞう形けいをプレイヤーが補ほ完かんしてくれるのはありがたいし（笑）。

史朗：じゃ、僕ぼくは「でも……」とか言わないとダメだな（笑）。

桜：で、その史朗を止めて、黙って首をふる（笑）。

ハルカ：さっきから、妙みように息の合ったロールプレイするね（笑）。

桜：だって、そういう雰ふん囲い気きだし（笑）。

ＧＭ：彰人は目を伏ふせて、「ごめん……」、と言うよ。

史朗：うん……。

ＧＭ：「そっちは……どうだったの？　何か変わりは？」

史朗：支部の方は、水原さんがうまく切り盛もりしてるよ。いつも大変そうだけど。

ＧＭ：「そっか……。あの人、苦く労ろう性しようだったからなあ」

ハルカ：と、画面外でご飯を作ってる私が。「なんでこんなことまで……」（笑）

十字：ふふん、……家庭的だな。

ＧＭ：チェックを入れるな、お前は！（笑）

史朗：はいはい、もどすもどす（笑）。

ＧＭ：「水原さんだったら、うまくやってそうだね」

桜：うん。あれだけいろんなことに気づける人もいないわよ。

ＧＭ：「……あの……、新しい人は……来たの？　その……支部長、なんだけど」

史朗：そういう話は聞かないけど……。

桜：前と同じメンバーでやってるよ。……三年間、ずっと。

史朗：そうだね。……このままいくと、水原さんが支部長になるんじゃないかなあ。

十字：……くっくっく。そんなところに、ぽっと出の俺おれが支部長かぁ。…………（急にうろたえて）嫌きらわれそうだぁ。超嫌われそうだよおうううううぅ（爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：それを気にするんなら、お前はもうちょっと自分の言動に気をつけろ！（笑）

ハルカ：はいはい、もどすもどす！（笑）

ＧＭ：「あんなに時間が経ってるのに、まだ来てないんだ……」とびっくりする彰人。

桜：何かあるの？

ＧＭ：「いや、何でもない。……何でもないんだ」彰人はそのままうつむいてしまう。

桜：……黙って先を促うながします。

ＧＭ：「……やっぱり、頼たのんでおくよ」

史朗：ああ、そう言えば〝頼みがある〟って言ってたよね？

桜：頼み？

ＧＭ：彼はふたりをじっと見る。「ふたりとも、ＵＧＮを抜ぬけてくれないか？」

史朗：……え？

桜：な、何？　いきなり……？

史朗：どういうこと？　理由もなく彰人がそんなこと言い出すとは思えないけど……？

ＧＭ：「細かい理由は話せない。でも……キミたちを失いたくないんだ。頼む」と、後半部分は小さい声で。

史朗：……。

桜：…………。

ＧＭ：「どう…、かな？」

桜：わたしは……、お姉ちゃんの遺い志しを継ついでここにいる。……抜けられない。

史朗：僕も、理由無くやめるなんてできないよ。

ＧＭ：「そうか……、そうだよね。……じゃあ、せめてしばらくの間Ｍ市支部には近寄らないでくれないか？」

史朗：支部？　一体何が起きるの？

ＧＭ：「それは……」その時、彼の携けい帯たいが鳴る。それを見た彰人の顔色がさっと変わる。

史朗：どうしたの？

ＧＭ：「ごめん。時間みたいだ」と、彼は立ち上がり、自分の分の代金を置き──。

桜：ちょ、ちょっと待って！

史朗：彰人！

ＧＭ：「さっきの話、考えておいてくれ」と、言い残し、彰人は店を出ていくよ。

史朗：なにが、どうなってるんだ……？




　その言葉に応こたえるように、史朗と桜の携帯が鳴った。

　支部へ戻もどれ、とのことだった。




史朗：……どうする？

桜：……戻るしかないでしょ？

史朗：そう、だよね。




　史朗は一いつ瞬しゆん後ろを振ふり返ったが、彰人の姿はもう、なかった。







◆Middle02◆支部長、到とう着ちやく


Scene Player ─── 水原ハルカ






　蜂はちの巣になったリムジンから降おりてきた十字は、やはり穴だらけだった。

　いつもの通りと言えばいつもの通りのその様子に、ハルカは小さくため息をつく。




ＧＭ：じゃ、次のシーン。シーンプレイヤーはハルカ。さて、支部長が来ると言われた時刻から遅おくれること数時間。ついに蜂の巣になったスーツを着た十字が到着する（笑）。

十字：お、登場か。「ハルカ。久しぶりだね、ハルカ」

ハルカ：な、名前で呼び捨て……？

十字：なんだハルカ？　呼び捨てはいけなかったかハルカ？

ハルカ：いや、いいです。……そういう人だってことは知ってますから。

十字：フッ、その通り。……俺はこういう生き方しかできない男だ。って、惚ほれた？　俺に惚れた？　いやあ、困るなあ。ハッハッハッハ……（笑）。

ハルカ：はあ、まったく……。

十字：それはそれとして、集まってきた他のエージェントに自己紹しよう介かいしよう。「ああ、キミたち。楽にしてくれ。今日からこのＭ市支部の支部長になった、八坂十字だ」

ＧＭ：と、このへんで史朗と桜に登場してもらおう。

史朗：じゃあ、なんとなく気が引けるので、みんなが十字さんを取り巻いている陰かげに隠かくれるように、こそこそ出てきます。

桜：わたしは堂々と。「ただいまー」（笑）

ハルカ：はーい！　というわけで。新しく支部長になった八坂十字さんですー。

十字：（にこやかに）はぁい、八坂です。どうも、よろしく。

史朗：どうも、松永史朗です。

桜：富士見桜でーす。

ＧＭ：転校生を紹介してるみたいだな（笑）。

十字：史朗？　桜？　そうか、キミたちが。

ＧＭ：ん？　キミはふたりのこと、知ってるの？

十字：いや、知らないんだが。……ね、ここでロイスを結んだら、ふたりのことをすでに知っている、ということでいい？

ＧＭ：確かに、ロイスはその人物との関係を表わすものだからね。それはいい使い方だ。

十字：よし、じゃあ結んでおくぞ。

ＧＭ：じゃ、ふたりのことを調べてから来た、ってことにしよう。……まあ、〝対抗種〟を持っている奴やつに、前の支部長のデータを受け継いだ奴だし。不自然でもないだろう。

ハルカ：……では、我わが支部の中心人物がそろったところで、皆みなさんにお話があります。

史朗：話、ですか？

ハルカ：今、ＵＧＮは大変な事態に陥おちいてます。〝マスターレイス〟というＦＨの幹部エージェントが、各地のＵＧＮ支部を次々と壊かい滅めつさせているのです。そして、次に彼らが狙ねらってくるのがこのＭ市支部なのです！

ＧＭ：ひそひそひそ……「〝マスターレイス〟って敵の幹部だろ？」「っていうか、あの支部長じゃあ……」（笑）

十字：静かに！　静せい粛しゆくに！　キミたちの気持ちはよーくわかる。この私も確かに不安だ！

一同：ざわざわ、ざわざわ……。

十字：だが！　浮うき足立つことがもっともいけない。キミたちの命、私に預けて欲ほしい。

桜：……。

史朗：ぇー……。

十字：（ギラリと史朗をにらむ）

史朗：ハイ！　何でもないです！（笑）

十字：よろしい。………………で、これからどうしよう？（笑）

ハルカ：方針はないんですか!?

十字：そ、そうだ。思い出した。このＭ市支部には何か重大な〝情報〟が隠かくされているらしい。敵はそれを狙ってくるということだ。

史朗：情報？

十字：前ぜん任にんの支部長が直ちよく接せつ管理していたという〝情報〟だ。ただ……、それがどんなものかはわかっていない。

ハルカ：そういえば、霧谷さんもそんなことを言っていましたね。

ＧＭ：霧谷雄吾でも閲えつ覧らんできない情報を、千歳が管理していたっていう話ね。

ハルカ：その〝情報〟を探しつつ、敵の動向を調査する。そんなところでしょうか？

史朗：わかりました。

桜：彰人のことも気になるしね……。

十字：そう！　そういう形でよろしく頼む。では、解散！

ＧＭ：というわけで、Ｍ市支部の面々はめいめいに散っていくよ。

ハルカ：そう、そして残るのは私と十字さんだけになるのですよ。

十字：おお、なるのか。

ハルカ：なります（笑）。で、ハルカの顔が急に変わって、こう言います。「久しいな、十字」

ＧＭ：ハルカの眼めが、金色に変わっている。

十字：（にやりと笑って）マキか。

ハルカ[image: ]マキ：お前が来るということは、よほどのことのようだな。

十字：上からの命令でな。……断わることはできん。

マキ：命令、か。

十字：ああ。それに、今度ばかりは動き出している〝モノ〟が違ちがうからな。……キミには話したことがあったか？　マキ。

史朗：モノ……？

ＧＭ：……なんか、雲行きが……。

十字：そう……、その組織は。




　マキが姿を消しても、その後数時間、十字の言葉は止まることはなかった。

　虚こ空くうに向かって、彼は〝機関〟の陰いん謀ぼうを説いた。

　延々と、延々と。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ハルカ：我ながら失敗した！　もっと格かつ好こう良よくシーン切るつもりだったのにー!!（笑）

十字：ハッハッハ。焦あせらずいきましょう。ふたりで一歩ずつステップアップですよ？（笑）

一同：お前が言うな！（爆笑）







◆Middle03◆彰人の過去


Scene Player ─── 富士見桜






「どう考えても情報が足りないわね」

　脳内で数千パターンの推論を、わずか数分で検討し尽つくし、桜は言った。

「手がかりのかけらでいいから、つかまなくちゃ」




ＧＭ：次のシーンプレイヤーは桜。

桜：はーい。まずは調査だと……やっぱり彰人かなあ。お姉ちゃんのことも気になるけど。

ＧＭ：じゃあ、〈情報：ＵＧＮ、噂うわさ話ばなし、裏社会、ウェブ〉あたりで判定して。

桜：ここで、［コネクション：●●］っていうアイテムが使える？

ＧＭ：そうそう。桜が持ってるのは……、［コネクション：ハッカー］か。じゃあ、〈情報：ウェブ〉で使えるよ。

桜：じゃあ、それで判定しまーす。

ＧＭ：じゃあこのシーンは、そのコネクション本人に会いに行くってシーンにしようか。

桜：はーい。

史朗：僕ぼくもついていきます。ということで登場。

ＧＭ：では、Ｍ市の裏路地を奥おくへ奥へと桜が進んでいく。

史朗：ちょっ……、待ってよ桜！　どこ行くの？

桜：（すたすたと歩きながら）史朗も、彰人が今まで何してたか、知りたいでしょ？

史朗：そりゃ、気にはなるけどさ。……一体どこに行くんだよ？

桜：（史朗を見ずに）それを調べることができそうな人のとこ。

史朗：え？　でも、いつの間にそんな人と知り合いに？

桜：お姉ちゃんの知り合い。

史朗：あ……。ごめん……。

桜：きっと、わたしの技術やコネクションは全部お姉ちゃんから受け継いだものなのよ。

ＧＭ：〝伝承者〟だからね。と、Ｍ市繁はん華か街がいにある雑居ビル。その四階にきたよ。

桜：ここにハッカーさんがいるわけね。

十字：ということは、ドアを開けると、部屋中に機器が積んであるんだな（笑）。

ＧＭ：おう（笑）。電子機器が砦とりでみたいになってるよ。で、桜たちがドアを開くと、その隙すき間まから一瞬だけ顔が見えて、「ああ、嬢じようちゃんか。どうした？」と、やせっぽっちのひょろ長い男、……当のハッカーさんが出てくるよ。

桜：お久しぶり。……調べて欲しいことがあるの。いい？

ＧＭ：「ああ、今なら別に構わないけど？」と、〈情報：ウェブ〉で判定してくれー。

桜：はいー。《天性のひらめき》を使っていいのよね？

ＧＭ：うん。で、【社会】の能力値に、コネクションの分のダイスを足して振ふってくれ。

桜：（ころころ）16！　「この人を調べて欲しいの」と、さっき携帯で撮とっておいた彰人の写真を出そうかな。

ＧＭ：「ＯＫ。ちょっと待ってな」と、彼はしばらく端たん末まつを叩たたき、「よし。ざっと調べてわかるところはこんなもんだ」と、ふたりにモニターを見せる。

史朗：思わず身を乗り出します。

ＧＭ：「細かい目もく撃げき情報はあるが、これじゃ何をしていたかはわからんなあ。ただ……、最近目撃情報が増えてるな。ずいぶんあちこち回っているぞ。日本だけじゃない。ヨーロッパ、アジア、オーストラリア……」

史朗：え？　何でこんなにあちこちに……？

ＧＭ：そこでキミたちは気づくわけだ。世界各地で壊滅させられたＵＧＮ支部と、彰人の目撃情報の地が符ふ合ごうすることに。

桜：これって……？

史朗：そ、そうだ！　ＦＨを追っかけていって、間に合わなかったんだよ。きっと……。

桜：（厳しい目で）それにしては、ねぇ……？

史朗：さ、桜は、まさか彰人のこと疑ってるの!?

桜：疑ってるってわけじゃない。……でも、三年間音おと沙さ汰た無くて。いきなりあんなこと言われて。信じたくても信じ切れない事実があるのは確かよ。

史朗：う、うん。それはそうだけど……。でも！　事実だけで真実はわからないよ！　と言って、僕は外に出て行きます。

ＧＭ：ハッカーの兄ちゃんは目の前で飛び出していった少年を見て、肩かたをすくめる。

桜：わたしも、「ありがと！」と言って、史朗の後を追っかけて出て行く！




　　　　＊　　　＊　　　＊




史朗：ところでＧＭ。彰人のシンドロームとか、能力とかって知ってます？

ＧＭ：ああ、史朗や桜だったら知ってるよ。サラマンダー／モルフェウスの接近戦型。剣けんを生み出して戦うのが得意。

ハルカ：で、〝起源種〟でしたっけ？

ＧＭ：そう。だから、〝対抗種〟の史朗と並んでＭ市支部の切り札だったわけ。

史朗：なーるほど。







◆Middle04◆マスターレイス


Scene Player ─── 八坂十字






「さて……」

　支部長室の椅い子すに座すわり、十字はハルカへと目を移した。

「情報収集とやらをはじめようか、ハルカ」




ＧＭ：じゃ、次は支部長の情報収集だ。

十字：じゃ、何を調べようハルカ？　俺おれには考えはないよハルカ？　ハルカハルカハルカぁーーン（笑）。

ハルカ[image: ]マキ：（銃じゆうを突つきつけて）……おどけるな、十字（笑）。

十字：う、うう。マキか。

マキ：調べるならば、〝マスターレイス〟だな。……そのためのコネクションくらい、お前だったら持っているだろう？

十字：そ、そうだな。まずは敵から調べるのが肝かん要ようか。

マキ[image: ]ハルカ：と言った瞬間に、ハルカに戻もどってます。「はっ、今何を？」（笑）

ＧＭ：それだと、〈情報：ＵＧＮ〉か、〈情報：裏社会〉ってとこだね。

十字：じゃあ、コネがあるんで、〈情報：ＵＧＮ〉で。（ころころ）……９。

ＧＭ：はいよ。では支部長室から、十字がＵＧＮ本部に問い合わせる、という演出で。

十字：おう。通信で本部を呼び出してこう言うぞ。「八坂十字だ。情報が欲しい」

ＧＭ：では初老の、すこし太った幹部が出てきて、「……き、キミかね？」と、モニターの向こうでイヤな顔をする（笑）。

十字：こちらは嬉うれしそうに、「そう、私だ」（笑）。

ＧＭ：「（甲かん高だかい声で）今度は何の用だ!?　例の件なら、片を付けてやっただろう!?」

ハルカ：……あのですね、ＵＧＮを襲しゆう撃げきしているエージェント、〝マスターレイス〟について最新の情報が知りたいんです。

ＧＭ：「（十字に）……キミも普ふ通つうに仕事をすることがあるんじゃないか」（笑）

十字：フッ、褒ほめるな。それとも……、普通に仕事をしない方がお望みだったかな？（笑）

ＧＭ：「いや……」

十字：どうする、どうする？　別に俺はどっちだっていいんだぞ？　本当に、どっちだって、いいんだぜえええぇ？（爆笑）

ハルカ[image: ]マキ：（銃を突きつけて）ちょっと待て！　お前は話を聞くんじゃないのか！

十字：ま、待てマキ。お前の言うことなら私は聞こう。私はお前の愛の奴ど隷れいだ！（笑）

マキ：とにかく！　情報を！　聞くんだろ！（笑）

十字：ハイ！　聞キマス！（笑）

ＧＭ：「……我々が望むのは、キミにおとなしくしててもらうことなんだが……」

十字：またまたー。ホントは俺のこと好きなくせにぃ（笑）。

ＧＭ：（何も聞かずに）「データは送った。さらばだ」ぶつん。

十字：うお！　切りやがった！（笑）

マキ：ほら、十字！　データを見ろ！

十字：はい！　見ます、マキ様！（笑）

ＧＭ：まず、〝マスターレイス〟というのは、ひとりのエージェントを指す言葉じゃない。

史朗：え？

ＧＭ：ＦＨの幹部エージェントの中でも、特に優秀で、さらに特とく殊しゆな能力の持ち主を〝マスターレイス〟と呼ぶんだ。……たとえば、〝起源種〟だったり、〝古代種〟だったりね。

マキ：〝起源種〟……？

ＧＭ：で、今世界各地のＵＧＮを襲撃しているのは、つい最近〝マスターレイス〟になったエージェントだ。

十字：お、じゃあその時の襲撃の様子とかデータの中にある？

ＧＭ：あるよ。恐おそるべき鮮あざやかさで作戦を終しゆう了りようさせている。ただ、ひとつ特とく徴ちようがある。

マキ：……特徴？

ＧＭ：敵味方になるべく被ひ害がいが出ないように戦っているように見えるね。

十字：殺さないようにしている？

ＧＭ：うん。その上で、作戦は完かん璧ぺきにこなしている。

マキ：すさまじく訓練された動きだ。……だが、迷まよいが見えるな。

十字：ＦＨらしからぬ……、と言ったところかな、マキ。

マキ：ああ。……そこにつけいる隙すきがあるやもしれん。

ＧＭ：ちなみに、パーソナルデータに関しては、ＵＧＮでも一いつ切さい摑つかんでない。……唯ゆい一いつわかっていることは、まだ年とし若わかい少年であるということ。

十字：何？　そんな若さで、〝マスターレイス〟を継いだというのか……。

ＧＭ：春日恭二とかは、今の〝マスターレイス〟には不満があるらしいけどね（笑）。

十字：（しみじみと）そーだよなー。ぽっと出の奴が上取っちゃうとなー。イヤなもんだよなー。……なあマキ、俺のことどう思ってる？（笑）

マキ：（冷たく）十字、お前はもっと自分のことを知るべきだ。

十字：ハハ、マキ、お前はホントに俺のことサポートしてくれるんだなあ。俺、お前に惚ほれそうだよ。ハッハッハ………………ハァ（爆笑）。




　よくわからない理由で落らく胆たんする十字を見て、マキもため息をついた。

　敵はすぐそこまで来ているというのに……。







◆Middle05◆残されたモノ


Scene Player ─── 富士見桜






　桜の指が残像を生むほどの速度でキーボードを叩く。

　Ｍ市支部に残された〝情報〟。

　その正体を、自分ならば気がつけるはずだ。

　千歳の──お姉ちゃんのすべてを継いだ自分ならば。




ＧＭ：それじゃあ、次のシーンね。

桜：ん。もちろん〝情報〟について調べる。お姉ちゃんが関かかわってたらしいし。

史朗：あ、僕も僕も。

ＧＭ：それに関しては、〈情報：ＵＧＮ〉でよろしく。ちなみに、目標値高いよ？（笑）

史朗：じゃあ、こっちから振ふりますねー。（コロコロ）……16！

ＧＭ：16じゃわからないな。

ハルカ：ええ！　16は高い方でしょ!?

ＧＭ：でも目標値には届かない。そりゃＵＧＮのかなり深い情報だからね。

十字：…………あ（何かに気づいた顔）。

ハルカ：あ（同じく）。

桜：え？　16でわからないって、まずくない？

十字：そうだねぇ、まずいねぇ（チラチラと桜を見る）。

桜：え？　なに？　なんでこっち見るの？

十字：そう、16を大きく超こえないといけないのだ。いけないのだよ、桜。

桜：え？　え？

ハルカ：ああ、もう（笑）。ズバリ言っちゃうと〝Ｄロイス：伝承者〟を使って欲しいの。あれは、達成値を＋３Ｄ10するっていう能力だから。

桜：ああ！　なるほど！　それで……。

十字：そう！　我々の思いは伝わったようだな？（笑）

ＧＭ：普通に言えばいいだろうが！（笑）

桜：じゃ、〝伝承者〟使うねー。（コロコロ）達成値は合計で28！

ＧＭ：では……、桜は千歳のデータベースを検けん索さくしていく。

桜：…………。

ＧＭ：そしてひとつの結論に行き当たる。〝情報〟とはＵＧＮの最高機関である中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ会かい、アクシズに接続するためのキーコードだ。正確に言うと、キーコードのひとつ、だけどね。

史朗：ひとつ？

ＧＭ：そうそう。キーコードはいくつか存在し、そのすべてを使わなければ中枢評議会にアクセスすることはできない。で、〝マスターレイス〟によって壊滅された支部にはすべてそのキーコードが存在したわけ。

桜：で、お姉ちゃんがそのキーコードのひとつを？

ＧＭ：うん。Ｍ市支部にはその最後のひとつが存在する。前は千歳が直接管理していたんだけどね。……キーコードは本来、ノイマンのオーヴァードが直接記憶する、という形で管理される。Ｍ市支部では千歳がその担当だったわけだが。

ハルカ：彼女は死んでしまった。

史朗：じゃあ、データはどこに？

ＧＭ：……千歳のデータをすべて受け継いだ人がいるでしょ？

桜：わ、わたし!?

ＧＭ：その通り。キミが受け継いだ記憶の中にキーコードは存在する。……もちろん、それ単体では意味をなさないデータだから、今まで気がつかなかったけどね。

史朗：つまり、データベースからその情報を消去しても……、桜を奪うばわれたらおしまい？

ＧＭ：そういうこと。ちなみにこのデータは記憶している本人が望まない限り引き出せないんだけど、一部のエフェクトなどで強ごう引いんに引き出すことができる。……その代わり、それをすると記憶しているオーヴァードの精神は破は壊かいされる。

十字：桜くんは死ぬ、というわけだ。

ＧＭ：そういうこと。というわけで、Ｍ市支部の一室でそんな情報を調べているわけだが。……他ふたりは登場するかい？

ハルカ：もちろん。

十字：同じく。で、話しかける。ふたりとも、何かわかったかね？

史朗：ええ、まあ。

桜：一応、調べたことは全部話すけど……。

十字：……なるほど。こちらも面白いことがわかってね。今回、ＵＧＮを襲撃している〝マスターレイス〟という男。彼はまだ年若い少年だそうだよ。もしかしたらあの……。

史朗：（冷たい声で）まさか……、彰人だっていうんですか！

ハルカ：……情報が符合しすぎてるわ。彰人くんを疑わないわけにはいかない。

桜：史朗……。可能性のひとつとして、考えておかなきゃいけないことよ。

史朗：桜まで！

ＧＭ：と！　キミがそう言ったところで、一階の方から〝ガシャーン！〟と何かが砕くだける音。続いて戦せん闘とうの音が聞こえてくる！

十字：ぬう、侵しん入にゆう者しやか！







◆Middle06◆真実との対たい峙じ


Scene Player ─── 松永史朗






　その場を支配しているのは黒だった。

　漆しつ黒こくのバトルスーツを着た兵士たちが黒光りする銃器をこちらに向けている。

　そして殺気を向ける乱入者たちの中央にいるのは──。




ＧＭ：キミたちが下に行くと、真っ黒な特とく殊しゆ装そう甲こう服に包まれた兵士たちが、無む駄だのない動きで、Ｍ市支部のメンバーを次々と無力化している。

十字：ＦＨか！

ＧＭ：その通り。ＵＧＮのみんなも懸けん命めいに反はん撃げきしているけど、数も技量も違ちがいすぎる。

史朗：うわ……。

ＧＭ：通信回線を切断、セキュリティをカットするために電源を破は壊かい。端たん末まつもすべて壊こわされ……、流れるように破壊工作を行なっていく。

十字：各地で襲撃されたＵＧＮの支部と同じか。

ハルカ：〝マスターレイス〟が、来た？

ＧＭ：いや、その集団の中心で「こんな弱小支部、あっという間に片付けてくれる！」と、叫さけんでいる春日恭二がいるけど。

一同：…………。

ＧＭ：…………。

一同：なあーんだ、春日恭二か（笑）。

ＧＭ：いや、そこでほっとしない！（笑）

十字：でも、春日恭二じゃなあ（笑）。

ＧＭ：ピンチなんだって！　ＰＣ以外のエージェントは無力化してるし！（笑）

十字：では……、「春日恭二はともかくトループは強そうだ！」（笑）

ハルカ：きっと、特殊部隊はすごくいい動きをしてるんですよ（笑）。

ＧＭ：春日恭二はキミたちに気づき、そっちを見て、「ええい！　この間はよくもやってくれたな!?」十字に対し、敵意むき出しで叫さけぶ春日恭二（笑）。

十字：そして今回もやられに来たのかね？　春日クン!?

ＧＭ：「バカめ！　この間の部下とは練度が違ちがう！　装備が違う！　根こん性じようが違う！」（笑）

桜：部下頼たよりじゃない！（笑）

史朗：本人は変わらないのかよ（笑）。

十字：フッ、面白い。そちらの切り札、というわけか。……ならば、こちらも存分に切り札を使わせてもらおう！

ＧＭ：ということで戦闘だ！




▼第１ラウンド

ＧＭ：相手はＦＨ特殊部隊が３グループ。配置はこんな感じかな（ポーンをおく）。
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史朗：あれ？　春日恭二は？

ＧＭ：いや、彼はこの戦闘には参加しないよ。

桜：えらそうなこと言って、見てるだけ？　……男らしくないわねー。

ＧＭ：「お前らなど、こいつらだけで十分だ！」

ハルカ：戦う前から負けてるような……（笑）。

ＧＭ：じゃあ、イニシアティブ順で行動ね。最初は……ハルカから。

十字：あ、ここ俺おれにやらせてくれない？　実は……ちょっと侵しん蝕しよく値ち足りなくて。不安なのよ。

史朗：え？　……今43％!?　な、何でそんなに低いんですか!?

十字：いやあ。なんか、ダイス振ふっても１とか２とか多くてね。

ハルカ：それは、ずいぶん少ないですね。……じゃ、待機して十字さんにまかせますか。

十字：では、狼おおかみが前にでる。「この狼、疾風はやてはわが組織に伝わる風の獣けものでね」

ＧＭ：「風の、獣……？」

十字：そう。解き放ってしまえば、この俺にも少々制せい御ぎよが……むずかしい、……獣、で……な（なぜか小こ刻きざみに震ふるえ始める）。

ＧＭ：「おい!?　なぜ震えている!?」

十字：（悲鳴のように）ヤッてしまえッ!!（頭を抱かかえて伏ふせ）　俺は知らん！　何が起きても知らんぞおおおおおおおぉーっ!!（笑）

一同：制御する気ないのか！（笑）

十字：狼の姿が一いつ瞬しゆんにして消え、あたりの空間がぐにゃり、と歪ゆがむ。《サイレンの魔ま女じよ》を基き本ほんとしたシーン全体攻撃！　……知らん、知らんぞぉー（コロコロ）36。

ＧＭ：（コロコロ）お！　27まではいった。けど回避失敗。

十字：ダメージは28点、装甲無む視し！　狼はその名の通り、疾風に姿を変え、敵を切り裂さくのだ！　行け！　疾風！　仲間以外を切り裂け！　……って、あれ？　仲間以外って、俺も？　…………ぎゃああああああぁぁぁっ！　俺じゃねええええぇっ！（爆ばく笑しよう）

一同：ひとりで何やってんだ！（笑）

ＧＭ：……と、トループは倒たおれるよ。装甲無視じゃなければ生き残ってたんだけどなあ。

史朗：さすが精鋭（笑）。

ＧＭ：「お、恐おそろしい獣よ……」と、うめく春日恭二（笑）。

十字：そうだ、恐ろしいだろう。……ぶっちゃけ俺より恐ろしいだろう（笑）。

ＧＭ：「ならばこの俺が！」と言って、彼がその手を鉤かぎ爪づめにかえようとしたその時。「そこまでだ。〝ディアボロス〟」と、少年の声が割って入る。

十字：誰だれだッ？

史朗：……ま、まさか。

ＧＭ：もはや壊こわれてしまった支部のエントランスホール。そこに彰人が立っている。……目をつぶり、口元を引き締しめ、何かをあきらめたような表情で。

桜：やっぱり……。

ＧＭ：彼は静かに中に入ってくると、春日恭二に「ここは退ひけ」と一言。

十字：春日恭二は？

ＧＭ：「し、しかし！」と反論するけど、「命令違い反はんの上、命まで落とす気か」と言われ、黙だまって闇やみの中に去っていくよ。

桜：やっぱり来たのね。……彰人。

ＧＭ：「……本当は、何も知らせないまますべてを終わらせたかったよ」

史朗：彰人……、キミは……？

ＧＭ：「（こくりとうなずいて）僕の名は佐久間彰人。元ＵＧチルドレンの、ＦＨエージェント。コードネームは〝マスターレイス〟。……こういうわけさ」

ハルカ：最悪の予想どおり、というわけね……。

史朗：愕がく然ぜんとして、へたり込んでます。「そんな……」

ＧＭ：（桜に）「……気付いてたの？」

桜：彰人のこと、調べたから。……ごめんね、信じてあげられなくて。

ＧＭ：「いや……。自分の行動が何を示し唆さするのか、それくらいはわかってる。……桜の疑問は当然だと思う」彼は淡たん々たんと言う。

ハルカ：彰人くん……。元気そうね？

ＧＭ：「そう、ですね。……いろんな意味で」そう言いながら、自じ嘲ちよう気味に笑う彰人。

ハルカ：「こんなことに、なるなんて……」こちらも悲しい笑えみで返します。

ＧＭ：「降こう伏ふくを、してくれませんか。僕ぼくの目的はキーコードだけ。命を奪うばいたくはない」

十字：わかっている。キミのこれまでの行動を見れば、それくらいはな。

ＧＭ：「では、答えは？」

十字：答えはＮＯだ。……（全員に）理由が必要かね？

ハルカ：……支部長に従いますわ。

桜：お姉ちゃんが残したもの、これを放り投げるのには、まだ早いのよ、彰人。

史朗：…………。

ＧＭ：「わかりました。……今日はこのまま去ります。でも、もう少しだけ考えてください。キミたちに勝ち目はないんだ」

十字：確かに。戦せん闘とう員いんはほぼ全ぜん滅めつ。動けるのは実質この四人だけ、か。鮮あざやかなものだ。

ＧＭ：（首を振り）「僕はこんな無駄なことはしません。これは〝ディアボロス〟が勝手にやったこと。……だから、今日はこのまま去ります」

史朗：……彰人！　なんで、なんでこんなことを!?　ここに倒たおれている人達は、僕たちの仲間だっただろう!?

桜：史朗……。（彰人を見て）彰人、これだけは教えて。あなたは何をするつもりなの？

ＧＭ：「（じっと目を伏せ）……僕はキーコードを手に入れて、中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ会かいを、ＵＧＮそのものを滅ほろぼす。そして、レネゲイドの真実、そのすべてを世界に公表する」

十字：まさか、世界を……変えるつもりかね？

ハルカ：そんなことをすれば、大混乱が起きる！　今までの常識が一気に書き換かわり……、大混乱がおきるわ。大量の死者が出ることも間ま違ちがいない。

ＧＭ：「でも、これは必要なコトだ」

史朗：彰人……！　キミは……!?

ＧＭ：彼はキミたちに背を向け、ぽつりと言う。




「気の迷いでも、洗脳でもない。……三年前、千歳さんが死んで、その時に気づいたんだ。この世界が、どれだけ歪ゆがんでいるか。思い出してみてほしい。あの時のことを」







◆Middle07◆はじまりの事件


Scene Player ─── 松永史朗






　三年前。寒い寒いあの夜、Ｍ市にほど近いうっそうとした森の中で。

　史朗と彰人は一体のジャームを取り逃にがした。

　それが崩壊のはじまりだった。




ＧＭ：……三年前。史朗と彰人はとあるミッションで、ジャームを討うち漏もらしてしまった。彰人は肩かた口ぐちからばっさりと切り裂さかれ、出血を続けている。もちろん、史朗も行動不能直前くらいまでのダメージを食らっている。

史朗：「ま、待てっ！」と、ジャームの背中に言葉を投げつけるわけですね？

ＧＭ：そうそう。ジャームは木々を飛び越こえ、街のはずれの方に逃にげた。

十字：任務失敗、というわけか。

ＧＭ：……そして、かけつけてきた千歳が、キミの肩に手を置いてこう言う。「ＵＧＮから連れん絡らくが来たわ。……広域殲せん滅めつ作戦を実行する。撤てつ退たいせよ、ということよ」

史朗：広域、殲滅作戦……!?

ＧＭ：ＵＧＮは、ジャームの被ひ害がいを食い止めるための最終手段として、一いつ般ぱん人じんの犠ぎ牲せいを含ふくめた殲滅作戦を行なうことがあるんだ。

十字：やむを得ない場合、だがな。

ＧＭ：今回、ＵＧＮが決定したのは、Ｍ市の一部を爆ばく破はすること。ジャームの逃げた先をすべて焼き尽つくそうっていう作戦だ。

桜：でも、犠牲者は……？

ＧＭ：ジャームが逃げていった方向には、民家もほとんどないし、犠牲は少ないよ。

史朗：でも、ゼロじゃない。

ＧＭ：その通り。数十人の被害は出るね。

史朗：待ってください、千歳さん！　避ひ難なん勧かん告こくは出したんですか!?

ＧＭ：彼女は首を横に振ふる。「レネゲイドに関する情報よ。……出せるわけないでしょう」

史朗：でも……！

ＧＭ：「言いたいことはわかるわ。どれだけ少なくても被害は出る。それは、私たちのやることじゃない。……そうよね？」彼女の目は、キミに何かを確かく認にんするようだ。

史朗：被害が出れば、悲しむ人達は増えます。それを止めるのが、僕達の役目です！

ＧＭ：彼女はここでキミに優やさしい笑みを見せて、「そうね」、と一言言って、立ち上がる。

史朗：千歳さん？

ＧＭ：「……史朗くん。あなたは彰人くんを連れて撤退しなさい」

史朗：え……？

ＧＭ：「……私は奴やつを追いかけるわ。作戦発動前に奴を倒たおせれば、被害は出ない」

史朗：そんな……！　千歳さんだけじゃ……！

ＧＭ：「他に誰だれか戦える？　それに、彰人君のこともあるでしょ？」彰人の傷が再生する様子はない。放っておけば危ないだろう。

史朗：…………。

ハルカ：じゃあここで登場します。千歳さんに通信を入れましょう。「千歳さん、千歳さん。撤退時間の限界まで後少しです。今すぐ脱出してください」

ＧＭ：「ハルカ。ターゲットとは私が決着をつけるわ。……本部には作戦発動はその後にしろ、って言っておいて」彼女の声は真しん剣けんそのものだ。

ハルカ：そんな!?　作戦発動まで時間がありません！　それに本部が承認した作戦を止めるなんて不可能です！

ＧＭ：「無理は承知よ。でも、何とかしてちょうだい。……お願い、ハルカ」彼女は少しだけ申し訳なさそうに笑うよ。そのクセは、いつもの通りだ。

ハルカ：千歳さんは……、無茶なことばかり言いますね。

ＧＭ：「……ごめんね」

ハルカ：命令、了解しました。……史朗くん、ここは千歳さんに任せて。撤退しなさい。

史朗：「了解……」彰人を抱かかえます。

ＧＭ：「史朗くん。あなたには、自分が絶対に成し遂とげたいこと、ってある？」

史朗：え……？

ＧＭ：「どう？　何かある？」千歳は優しく微笑ほほえんだまま、史朗に言う。

史朗：そ、それは……。

ＧＭ：「私はね。〝みんなの日常〟を守るためにＵＧＮに入ったの。……どんな状じよう況きようでも、その思いだけは曲げたくない。だから、私は奴を追いかけるわ」

史朗：…………。

ＧＭ：「史朗くん。あなたは、すさまじい力を持っている。自分を傷つけてしまうほどにね。……だからこそ、守りたいものを、やりたいことを見つけなさい。そうすれば、その〝力〟はきっとあなたを助けてくれる」

史朗：わかりません……。わかりませんよ、そんなこと……！

ＧＭ：「大だい丈じよう夫ぶ。……いつか、あなたにもわかる時がくるわ」千歳は静かに立ち上がる。

史朗：千歳さん！　絶対に、……戻もどってきてくださいね！




　───彼女は何も言わなかった。

　少し手を振り、歩き始めただけ。

　それが史朗の見た千歳の最後の姿だった。
















◆Middle08◆受け継がれるもの


Scene Player ─── 富士見桜






　幼い体に鞭むちを打って、桜は足あしを前に出す。

　千歳を追いかけなければならなかった。

　そうしなければ、もう姉には会えないと思ったから。




ＧＭ：じゃ次のシーン、桜のシーンだ。

桜：まだ回想シーンですよね？　ならお姉ちゃんを追いかけます。みんなを振ふりきって。

ＧＭ：了解だ。キミは懸命に走り……、そして街はずれの森にほど近いところで、千歳を発見する。彼女の目の前には、巨きよ大だいなジャームが絶命している。

桜：お姉ちゃん！

ＧＭ：千歳は片かた膝ひざ立ちのまま、ゆっくりとキミの方を向く。そこでキミは見る。……千歳の脇わき腹ばらあたりにある大きな傷を。おそらくは助からない傷だ。

桜：そんな……っ！

ＧＭ：彼女は力なく笑い、こう言うよ。「……どうしたの？　こんなところで」

桜：そんなのどうでもいいよ！　はやく！　はやく手当てしなきゃ！

ＧＭ：「そうね……」と、千歳は言うが、彼女はそこから動かない。……どうやら彼女は自分がどういう状況なのか、把は握あくしているようだ。

桜：「ね、戻もどろう。そうすれば治してくれるよ！」　お姉ちゃんを背負って歩き始める！




　十三歳さいの桜に、成人女性ひとりの体は大きすぎる。

　歩みは遅々として進まず、焦あせりが募つのる。桜は自身に言い聞かせるようにこう繰り返した。




桜：もう少しで……、もう少しで着くからね。

ＧＭ：「ねぇ？　桜？」突とつ然ぜん、千歳が声をかけてくるよ。「ＵＧＮに入って、後こう悔かいしてない？　危険な目にもたくさんあったでしょう？」彼女は家で話すような落ちついた声で言う。

桜：……うん、思ってたより大変だった。でもね……。

ＧＭ：「でも？」

桜：でも、お姉ちゃんのお手伝いができるのは嬉うれしいし。……史朗や、彰人にも会えたし。

ＧＭ：「……あなたは、いい子ね」彼女はキミの頭をそっと撫なでる。

桜：えへへ。

ＧＭ：「私も、ＵＧＮに入っていろいろあったわ。イヤなことや、辛つらいこともね。……でも、誰かを守れることが本当にうれしかった。だって、それはとても素す敵てきなことじゃない？」

桜：わたしも……そう、思うよ。

ＧＭ：「私は……あなたに姉らしいことはなにもできなかった。……だけど、もしあなたがＵＧＮに入って、何か大切なものを見つけたのであれば、私はそれだけで満足よ」

桜：みんな大切な人だよ。彰人も、史朗も、ＵＧＮのみんなも……もちろんお姉ちゃんも。

ＧＭ：「ね、桜。あなたに、これをあげるわ」と、彼女は自分の首くび飾かざりを桜に差し出す。

桜：……これ、なあに？

ＧＭ：「この中には私のやってきたすべてが詰つまってる。あなたにそれを受け継いでほしいの。本当はもっと後にあげようと思ったんだけど……」

桜：……え？

ＧＭ：消え入るように彼女は言う。「私が……いなくても、みんなで、力を合わせてね……」

桜：お姉ちゃん！　そんなこと言わないでよ！　お姉ちゃん！

ＧＭ：「ゴメンね、桜……」




　それが桜の姉、ＵＧＮ・Ｍ市支部長富士見千歳の最期の言葉。

　こうしてこの事件は幕を閉じる。

　ジャームが倒されたことで広域殲滅作戦は中止。一般人の被害は０に抑おさえられた。

　そして、レネゲイドに関係する数多あまたの事件がそうであるように。

　この事件もまた、歴史の闇へと封ふう印いんされることとなる。







◆Middle09◆針のように


Scene Player ─── 八坂十字






　鉛なまりのような沈ちん黙もくが部屋を押おしつぶしていた。

　支部長の席に座すわり、十字は細くため息をつく。

　Ｍ市支部の真実、マスターレイスの真実。

　どれも子供の手には重すぎる。




ＧＭ：では、現在に戻ってくるぞ。十字のシーンだ。

十字：こちらとしても、三年前の事件に少し触ふれておきたい。……これだけいろんなモノを刺し激げきされると、さすがに何か言いたくなる。

史朗：事件の中心ですしね。

十字：おう。そこに触れておいた方が、キャラのモチベーションとしてもやりやすいしな。

一同：えぇっ!?

十字：……なぜ驚おどろく？

史朗：いやあ、天さんの口からそんなまともな言葉が出るとは……。

桜：あー、びっくりした（笑）。

十字：キミたち、失礼ですよ!?　俺だって、いろいろ考えてますよ!?　ただ、考えてることを全部口に出すだけで！（笑）

ＧＭ：そこを抑えないから誤ご解かいされるんだろが！（笑）

ハルカ：はいはい、もどすもどす！（笑）

ＧＭ：では、さっきの襲しゆう撃げきの後。唯ゆい一いつ被害を免まぬがれた支部長室に十字はいる。椅い子すに座り、目をつぶっているキミを、真っ黒な狼おおかみが見つめているよ。

ハルカ：では、その横に私が。

十字：（ため息をついて）……痛い記憶を掘ほり起こされたな。

ハルカ：あれから三年……、まだまだ忘れられませんもの。

十字：そうだな。……思えば、あれがキミとの最初の出会い、だったな。

ハルカ：そうなのか！（笑）

十字：うむ、そういう事にしようと思う。（ＧＭに）……それでいい？

ＧＭ：おお（笑）。じゃあ、殲せん滅めつ作戦の延えん期きを決定したのが十字だったことにしよう。

十字：お、いいね。〝特権階級〟だし。「あの時はびっくりしたよ。発令された殲滅作戦を延期しろ、とね。キミも無茶をする」

ハルカ：千歳さんの……、最期の頼たのみでしたから。

十字：本部の連中は、定刻通り作戦を発動させるつもりだったがな。

ハルカ：ええ。十字さんが、〝通信機が故こ障しようした〟、と言って壊こわしてくれたから、千歳さんの犠ぎ牲せいも無む駄だにならなかったんです。……でも、今でも千歳さんのことは後悔しています。

十字：助けられていれば、かね？

ハルカ：そうです。少しでも援えん護ごを送れれば……。

十字：……後悔することは尽つきんよ。だが、それに押しつぶされれば、何もできなくなる。

ハルカ：……今度は、守ります。必ず。

十字：前はできなかったからな。

ハルカ：（ポンと手を打って）そうそう。十字さんは知りませんよね？　このあたりにおいしいオムレツを作ってくれる店があるんですよ。

十字：（と身を乗り出して）それは悪くないね、ハルカ。是ぜ非ひ行こうじゃないか、ハルカ。

ＧＭ：俺に気があるのか？　と聞いてるみたいだな（笑）。

十字：え!?　違ちがうの!?　俺に惚ほれてるんじゃないの!?（爆笑）

ハルカ[image: ]マキ：バカもの！　違う！　みんなで飯に行くんだ、飯に！（笑）

ＧＭ：てか、ここはいいシーンのまま行くんじゃないのかよ！（爆笑）

十字：そうだ！　いいシーンだ！　よしよし、マキ。そうだな、みんなで行こうなぁ？（笑）

マキ：まったく……。お前は本当に落ち着きのない男だな（笑）。

ＧＭ：せっかくうまくいきそうだったのに（笑）。じゃあシーン切りますよ。







◆Middle10◆守りたいもの


Scene Player ─── 松永史朗






　史朗は天を仰あおいだ。

　日の暮れた空はどこまでも暗く、都市の中に立つ支部からでは星も見えない。

「……なんでだよ、彰人……」

　闇やみをたたえる虚こ空くうに、言葉が漏もれた。




ＧＭ：では次のシーン。シーンプレイヤーは史朗。

史朗：僕ぼくはショックから立ち直ってないので、屋上でうずくまってます。

桜：じゃ、そこにふっと影かげが差して、史朗が見上げるとわたしがいる。

史朗：では、ぼそりと。「三年前、千歳さんが死んだ後……、彰人はさんざん僕に怒ど鳴なったよ。どうして助けに行かなかった、そうすれば千歳さんは助かったのに、って」

桜：…………。

史朗：はじめてだったよ。彰人があんなに泣いて、あんなに怒おこったの。

桜：そう、ね。……やっぱり、裏切られた気持ちでいっぱいだったんでしょうね。

史朗：僕も……、悔くやんでも、悔やみきれないよ。今でも。

桜：それはわたしも変わらない。……でも、しゃがんでばかりじゃ、ダメよ。

史朗：わかってる。だから僕はＵＧＮで戦ってる。千歳さんがそうしたように。

桜：でも、彰人は……。

史朗：彰人はレネゲイドの真実を、世界に公開するって言ってた。……本当に世界を変えるつもりなんだ。

桜：彰人は本気の眼めだった。それだけの決意をしたのね。

史朗：きっと、考えに考えて出した結論なんだよ。……でも、僕は彼を敵にしてまで、守るものがあるのかどうか、自信がないんだ……。

桜：……ね、史朗はＵＧＮに入って、よかったと思うことあった？

史朗：……え？

桜：辛いこともたくさんあったけど。わたしはＵＧＮに入ってよかったと思ってる。お姉ちゃんの手伝いができて、史朗と彰人に会えてよかった。……そう、思ってる。

史朗：桜……。

桜：その思い出が、わたしは一番大切。……史朗はそういう思い出、ない？

史朗：僕は……。




　最初は何も無かった。

　日常から捨てられ、同じオーヴァードですら〝対抗種〟の史朗には近寄らない。

　それが気にならなくなったのはいつからだろう。




史朗：千歳さんに護まもられて、彰人に受け入れてもらって、桜に引っ張られて……。

桜：うん。

史朗：でもそれは三年前に無くしてしまった。千歳さんも、彰人もいなくなって……。

桜：本当に、それで全部？

史朗：……え？

桜：史朗の大切なものは、それで全部？

史朗：それ、は──。

桜：わたしは世界を護るわ。

史朗：桜……。

桜：お姉ちゃんが大切だから。史朗が、彰人が、ハルカさんが、ＵＧＮのみんなが大切だから世界を護る。……史朗はどうなの？

史朗：僕は……。




　史朗は己の手を見つめる。同族を焼き殺す、罪深いその手。




史朗：僕を受け入れてくれた人たちを護りたい。こんな力を持った僕を……。

桜：ハルカさんも、十字さんも、……もちろんわたしもね。

史朗：僕は……この人たちを失いたくない。だから僕は戦ってるんだ。

桜：うん。……上出来じゃない？　史朗にしては。

史朗：や、やめてよ、茶化すのは。

桜：……たまにほめてるのに。

史朗：ん？　何か言った？

桜：何でもない！　……さあ、そろそろ行きましょ？




　史朗の目の前に、桜の手がさしのべられる。とびきりの笑えみと共に。




史朗：……え？　ど、どこに？

桜：彰人の所に決まってるでしょ？　わたしだって、彰人を助けたいもの。

史朗：うん！　確かめなきゃ。彰人がどうしてこんなことをするのか。




　確かめなければならない。彰人の──友の、本当の気持ちを。







◆Middle11◆最後の手段


Scene Player ─── 水原ハルカ






　支部長室の扉とびらがゆっくりと開かれた。

　入ってきたのは史朗と桜。

　ふたりの顔に浮うかぶ決意を読み取り、ハルカは口を開いた。




ＧＭ：では次のシーン。そろそろ今後の方針を決めて欲ほしいのだが、支部長。

十字：むう。

ＧＭ：ＦＨ側の要求は、降こう伏ふくし、キーコードを渡わたすこと。

ハルカ：でも、そんなことをすれば、今の日常は完全に失われてしまう。

ＧＭ：その通り。まあ、キーコードさえ守れば、最悪の事態は起きないが。

ハルカ：キーコードはどこに？

ＧＭ：Ｍ市支部のメインフレーム内に保存してあったんだが。さっきの襲撃で、メインフレームは破壊され、データは消しよう滅めつしている。今は桜の記憶にあるだけだ。

十字：逃にげることもできんか。……となると、手はひとつだな。敵の指揮官を倒たおす。

ＧＭ：確かに。他のキーコードを集めているのは彰人だ。彼を倒して、キーコードを取り返しさえすれば、一連の事件に決着はつくだろう。

史朗：……。

ハルカ：となると、相手の居場所を突つき止める必要がありますね。……さっきの襲撃から居場所を割り出せませんか？　あれだけ大規模に動いたから、わかりそうなものですが。

ＧＭ：ＯＫ。〈情報：Ｍ市〉か、〈情報：裏社会〉で判はん定ていしてもらおう。目標値はそれなりに高めなので、がんばってね。

十字：〈情報：Ｍ市〉？　…………史朗くん、桜くん、そろそろ登場しない？

史朗：どうしたんです？

十字：ハッハッハ。【社会】の能力値がダメダメな我々に何を期待しているのかね？（笑）

桜：判定して欲しいって、はっきり言えばいいじゃない！（笑）　侵しん蝕しよく率りつを上げてから、〈情報：Ｍ市〉で判定。《天性のひらめき》も使って……（コロコロ）、達成値は20。

ＧＭ：20なら成功だ。街外れにある、廃はい棄きされた実験施し設せつ。ここにＦＨの特殊部隊がいる。……桜はそれを突き止められるよ。

桜：じゃ、「ＦＨの居場所ならもうわかるわ」、と言いながら入ってこよう。

史朗：その後ろには僕が。

ハルカ：これで、反撃に賭かけることはできますね。

十字：ああ。だがその前に……ふたりに聞きたいことがある。

史朗：なんでしょう？

十字：〝マスターレイス〟と戦うつもりがあるかどうかを確認したい。

ハルカ：十字さん！

十字：ハルカ、これは重要なことだ。

桜：…………。

史朗：…………。

十字：我々はこれから反撃に転じる。これがＦＨの作戦を阻そ止しする最後のチャンスとなるだろう。このタイミングで指揮官を倒せなければ……、我々は敗北する。

史朗：……戦います。

ハルカ：史朗くん、本当に？　彰人くんは洗脳されてるわけじゃないのよ？

史朗：大だい丈じよう夫ぶです、ハルカさん。何も考えずに戦う、と言ってるわけじゃありません。

桜：確かめたいんです。……彰人がどうしてこんなことをするのか。

十字：…………甘あまいな、キミたちは。

史朗：（苦笑いを浮かべ）子供ですから。

十字：そう。それがキミたちの特権だ。……いいだろう。決着はキミたちの手でつけなさい。

ハルカ：最大限にサポートするわ。

史朗：ありがとうございます、ハルカさん、十字さん。

十字：礼を言うなら、すべて終わってからだ。……では、行くぞ！







◆Middle12◆愚ぐ者しやの哄こう笑しよう


Master Scene






　闇やみの中、ひとりたたずむ少年に言葉が投げつけられる。

「どういうつもりですか？」

　いらだたしげに喋しやべるのは、春日恭二。〝ディアボロス〟と呼ばれた男。




「……お前には関係ない」

　少年、佐久間彰人はあくまで冷静にそう言った。




　春日恭二はその言葉を無視して、叫さけびつづけた。

「では、なぜ攻撃命令を出さないのですか!?」

「…………」

「大体、さっきの襲撃で片を付ければよかったのです！　それをやめろなどとは、組織に対して……！」

　口から泡あわを飛ばしながら叫ぶ春日恭二に、彰人は冷たくこう言った。




「ならば、お前の好きにしろ」

　彰人の言葉に硬こう直ちよくする春日恭二。

「…………え？」

「お前の好きにしろ、と言った」

「りょ、了りよう解かいしました。……ま、マスターレイスはどこへ？」

「…………お前が知る必要はない」

　最後までなんの表情も見せぬまま、彰人は姿を消す。




「クッ……クックック！　マスターレイスは去った！　これでＭ市支部を滅ほろぼせば手て柄がらは俺おれのものだ！　俺が！　次の〝マスターレイス〟となるのだあああああッ！」

　闇の中、残された男の、春日恭二の哄笑が響ひびき渡った。




ＧＭ：と、こんな感じのマスターシーンが展開されます。

十字：かわいそうな春日恭二（笑）。

ハルカ：どうやったって、負けるフラグを立ててしまって（笑）。

史朗：ここまでわかりやすい悪役だと、いっそすがすがしいですね（笑）。

ＧＭ：それが狙ねらいだよ（笑）。では、クライマックスに移るよ。







　　　　CLIMAX PHASE




◆Climax01◆待っていた男


Scene Player ─── 八坂十字






　Ｍ市郊こう外がい、研究施し設せつ跡あと。

　ひび割れ、蔦つたに覆おおわれた施設の前に、闇に紛まぎれるような黒い特とく殊しゆ装そう甲こう服に身を包んだ男たちがずらりと並ならんでいる。

　彼らが構えるスポットライトの先には、史朗たち四人の姿が照らし出されていた。




ＧＭ：キミたちをスポットライトが照らし出し、春日恭二が出で迎むかえてくれるぞ。「クックック……！　まさかわざわざこっちに来ていただけるとはなあ？　八坂十字ィ？」

十字：フン、必要に応じて来たまでだ。

ハルカ：……盛せい大だいなお出迎えですね。

桜：彰人は？

ＧＭ：彰人の姿は見えないね。

ハルカ：春日恭二、……〝マスターレイス〟の姿がないようですが？

ＧＭ：「奴やつならどこかにいっちまった。組織の任務をほっぽってな！　……だからＵＧＮの中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ会かいを叩たたくのはこの俺よ！」

十字：そして、お前が次のマスターレイスになる、か？

ＧＭ：「その通り！　よくわかってるじゃねぇか!?」

史朗：お前の考えてることくらい、全部わかる！（笑）

ハルカ[image: ]マキ：「……さて、彰人はどこに行ったのか」

十字：あそこにいるバカとは違ちがい、考えなしに行動する奴ではあるまい。

桜：彰人がキーコードを諦あきらめるとは思えないけど……。

史朗：でも、キーコードは桜の記憶にしかないんでしょ？　他に入手する手段はない。

ＧＭ：うん。後は破壊されたメインフレームにしかない。

史朗：え？

桜：破は壊かいされた、メインフレーム……？

史朗：…………っ！　も、もしかして！（ルールブックをめくる）

桜：なに!?　どうしたの!?

史朗：え、ええと、彰人のシンドロームは……。

ＧＭ：サラマンダー／モルフェウスだよ。

史朗：うわ……！

十字：なんだ？　何に気がついたんだ？

史朗：ひょっとしてひょっとすると、《サイコメトリー》を使うと……。




《サイコメトリー》。物体から情報を引き出すモルフェウスのエフェクト。




桜：壊こわれたメインフレームからでもキーコードが取り出せる!?

マキ：マズイぞ！　特殊部隊を倒たおしても、キーコードを奪うばわれては中枢評議会が攻こう撃げきされる！　そうなればこちらの負けだ！

十字：春日恭二は囮おとりか！

ＧＭ：さて、どうするね？　ここで春日恭二を片づけるか、それとも支部に戻もどるか。

マキ：春日恭二を倒せば、時間がかかり、支部に戻れば挟きよう撃げきされる、か。

桜：いえ。誰だれかがここでアイツを食いとめて、残りが支部に戻る。……そうすれば、ほんの少しだけ阻止できる可能性が上がるわ。

マキ：……全ぜん滅めつの可能性もあるがな。

十字：いや、この際少しでも可能性の高い方に賭かけるしかあるまい。……それに、キミたちは決着をつけたいのだろう？　彼と。

史朗：……十字さん、ハルカさん。ここを、まかせてもいいですか？

マキ：もちろんだ。……すぐに行く。先に行きなさい。

十字：キミたちは思い出に決着をつけてきなさい。

桜：すみません。彰人を止めてきます。

十字：礼はあらためて、すべてが終わった後にいただこう。

マキ：彰人を頼たのむ。

ＧＭ：しかし、春日恭二はふたりを見み逃のがさず、「逃にがすなあああっ！　ここで皆殺しにしろおおおーっ！」それに反はん応のうして、特殊部隊員の数名がライフルを構えて突とつ進しんしてくる！

マキ：「ここは通行止めだ！」ポップアップした拳けん銃じゆうを摑つかみ、構える！

十字：「行け！　疾風はやて！」再ふたたび狼おおかみが風に変わっていく！




　戦せん闘とう態たい勢せいをとるマキと十字。もう一度その姿を目にとめると、史朗と桜は走り出した。




ＧＭ：これでふたりは退たい場じようだ。

史朗：はーい。

桜：後は頼たのみます。

ＧＭ：で、春日恭二が「逃がしたか。……だが、後でゆっくりと消せばいい。そうすれば、Ｍ市支部は壊かい滅めつだ」そう言って、にたりと笑う。

十字：はっはっは、確かにな。さらに支部長の首はここにあるぞ？

ＧＭ：「その通りだ。（苦々しい顔で）……さんざん俺をバカにしてくれたな！　その借りを今！　返してやる！」

十字：ほう……、吼ほえたな。ならばこの首、とってみせい！

ＧＭ：「ああ！　取ってやるさ！」

史朗：なんかちょっと春日恭二がかっこいいぞ？

マキ：うむ。だいぶマシになったと……。

ＧＭ：「行け！　お前たち！」（爆ばく笑しよう）

一同：結局それかああああっ！（笑）




▼第１ラウンド

ＧＭ：配置はこんな感じー。
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マキ：……やはり、数が多いようだな。

十字：よし！　ならば背中合わせで戦うぜ。

ＧＭ：前にしか敵がいないんだが（笑）。

十字：お前は背中合わせになって戦いたいというロマンがわからんのか！（笑）

マキ：いいから戦闘に集中しろ！（笑）

十字：わ、わわわわわかった（笑）。
















マキ：まったく（笑）。《ガンマウント》でポップアップさせた拳銃に、《雷いかずちの加か護ご》で雷を纏まとわりつかせる！　それを春日恭二に……（コロコロ）達成値は77だ！

ＧＭ：なんですか、最初から!?　（コロコロ）回かい避ひは失敗！

マキ：ダメージは55点！　雷の塊かたまりのような弾だん丸がんが、連発で奴に突つき刺ささる！

ＧＭ：グッ！　それは痛い！　だが、まだ死なないぞ！　春日恭二の手番だ！　「キュマイラの生命力をなめるなああああっ！」と叫さけんで、春日恭二は右みぎ腕うでを突き出す。

十字：ん？

ＧＭ：彼の右手が射出され……、キミらの目の前で爆ばく発はつする！　《器官爆弾》でふたりを同時に攻撃だ！　達成値は……40！

マキ：う……。（コロコロ）ダメだ。

十字：こっちも……（コロコロ）ダメだな。少し足りない。

ＧＭ：ダメージは24点！　爆発の衝しよう撃げきが、キミたちの体を地面に叩たたきつける。

十字：《リザレクト》。最後になるがな。

マキ：同じく。「道どう化けの割にはいい攻撃をするではないか」と、不敵に笑みを浮うかべよう。

ＧＭ：「まだ。こんなものではないぞ！　次はもっと恐ろしいものを見せてやる！」

十字：次はない！　（コロコロ）達成値は48！　《サイレンの魔ま女じよ》による全体攻撃だ。

ＧＭ：48か……。（ころころ）春日恭二は失敗。トループたちは……。

十字：よけられないだろう？

ＧＭ：確かによけられない。……だから、３グループが残りをカバーリングするよ。

一同：なにいいいいぃっ!!

マキ：て、的確な行動だ！

十字：春日恭二の部下だから弱いと思ってたのに!!（笑）

ＧＭ：何を言う。腐くさっても、こいつらは〝マスターレイス〟の部隊だ（笑）。

十字：ダメージは30点！

ＧＭ：トループたちは半分が盾たてとなり、半分を生き残らせる！

マキ：春日恭二は？

ＧＭ：同じく、彼の体も切り刻きざまれていく。だが……「まだ、倒れてなるものかあああっ！」という叫びと共に、その傷が再生していく！　《魔ま獣じゆうの証あかし》を使うぞ！

マキ：ちっ……、仕留められないか。




　この後、トループたちの銃撃によって、十字、マキは共に【ＨＰ】が０になってしまう。




十字：こ、こいつら本当に強い！　タイタスを消費して蘇よみがえるぞ。

マキ：同じく。……やはり、ふたりではつらいか。




▼第２ラウンド

ＧＭ：では、次のラウンドだ。
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マキ：侵しん蝕しよく率りつも[image: 100]％を越こえた。〝戦闘用人格〟の本領発揮だ！　ダイスの数が激増するぞ！

十字：なに？

ＧＭ：〝戦闘用人格〟というＤロイスは、侵蝕率が[image: 100]％を超えた瞬しゆん間かんに、触ふれるダイスの数が爆ばく発はつに増えるんだよ。

マキ：そう！　マキの目がギラリと光る。あたりの空間から、弾はじけるような雷らい光こうが拳銃に収しゆう束そくしていく！

ＧＭ：力の強大さを見て、春日恭二が叫ぶ！　「この俺の……栄光の未来がああああっ！」

マキ：「私の弾丸は、お前の未来など無む慈じ悲ひに刈かり取るぞ」奴の心しん臓ぞうに拳銃をポイントする！　……ダイスは19個！　エフェクトはすべて！　（コロコロ）達成値は62！

ＧＭ：回避は……ダメだ。出ない。

マキ：銃口から発せられるのは、弾丸ではなく、圧あつ倒とうな光の束！　……攻こう撃げき力りよくは47！

ＧＭ：……マキの一撃は、春日恭二の胸むねをあっさりと貫つらぬき、虚こ空くうへと消える。彼は襲おそいかかろうとするモーションそのままで、背後に吹ふき飛び、……どう、と倒たおれる。

十字：春日恭二は、これで終わったか。

ＧＭ：「……俺の、夢……。マス、ター……レイ……」

マキ：お前の夢などただの幻げん想そうだ。

ＧＭ：……その言葉と共に彼は動かなくなるよ。

十字：後はトループだ！　今度はかわせまい！　（コロコロ）達成値は22！

ＧＭ：えーと。（ころころ）……おや。１グループ失敗、他２グループは回避。

十字：噓うそだっ！　この俺の攻撃があああああっ！（笑）

ＧＭ：だから強いんだよ、こいつら（笑）。




　結局、十字とマキが敵を全滅させたのは第３ラウンドの終わり。

　その時には、すでにふたりともぼろぼろになっていた。




マキ：じ、時間がかかりすぎた。タイタスも、侵蝕率もまったく余よ裕ゆうがない。

十字：この状態じゃあ、史朗たちを追いかけても何もできん。

マキ：ふたりに任せるしかない、か。




　街のほうを見て、マキは呟つぶやいた。

　暗くら闇やみにぼんやりと照らし出された街は、何も応こたえてはくれなかった。








《ガンマウント》　体のどこかに銃を埋め込むブラックドッグのエフェクト。

《雷の加護》　雷を溜めるブラックドッグのエフェクト。

《器官爆弾》　肉体の一部を爆発させるエグザイルのエフェクト。

《魔獣の証》　すさまじい生命力で傷をふさぐキュマイラのエフェクト。













◆Climax02◆決断の時


Scene Player ─── 松永史朗






　史朗と桜は何も言わず、その部屋に向かった。

　かつて三人が初めて出会ったあの部屋に。

　そこには──。




ＧＭ：「やっぱり、戻ってきたんだ」どこかあきらめた顔で、彰人が声をかける。

桜：彰人、……ここにいると思ってた。

ＧＭ：「ああ、僕ぼくも……、ここにいれば会えると思ってたよ」

桜：ね、覚えてる？　この部屋でよく遊んだよね？　三人で。

史朗：……それによくケンカもした。誰だれの身長が高いか、とかそんなことでさ。

ＧＭ：「ああ。……覚えてる。全部覚えてるよ」彼は辛つらそうな表情で、しかしぎこちない笑顔を浮うかべて言う。

桜：……彰人。やっぱり、戻もどれないの？

ＧＭ：「戻れない。いや、戻っちゃいけないんだ」目をつぶったまま、首を横に振ふる彰人。

桜：どうして!?　お姉ちゃんが死んだことだったら……。

ＧＭ：「……違ちがうんだ、桜。僕は千歳さんが死んだ恨うらみだけで行動しているわけじゃない」桜の言葉を遮さえぎるように、彰人は声を上げる。

史朗：聞かせてくれる？　なぜ、彰人がこんなことをするのか。彰人が何をしたいのか。

ＧＭ：「僕は気づいたんだ。この世界は歪ゆがんでいる、って」

史朗：…………。

ＧＭ：「この世界に生きているほとんどの人は、世界の変へん貌ぼうを知らない。真実を知っている人は、必死になってそれを隠かくそうとする」

桜：だって、そうしないと……。

ＧＭ：「そう。そうやって戦いを続けるから歪みが生じる。〝ありえない〟はずの事件を解決するために、力を使い、犠ぎ牲せいを払はらう。そして最終的にはその犠牲すらこの世界から隠してしまうんだ。……千歳さんみたいにね」

史朗：千歳さんが？

ＧＭ：「……千歳さんの名前はね。ＵＧＮの中でも禁句とされているんだよ」

桜：…………！

ＧＭ：「本部の命令を支部長が無視した。……そのせいで事件がうまく解決した。そんな情報が伝わって欲ほしくなかったんだろう？　ＵＧＮにとっては」

十字：ＵＧＮも一いち枚まい岩いわではない、ということだな。

桜：それでも、お姉ちゃんのしたことのすべてが失われたわけじゃないよ！

ＧＭ：「でも……、時がたてば千歳さんは忘れられる。千歳さんだけじゃない。一いつ旦たんレネゲイドに関係すれば、みんなが〝いなかった〟ことにされる。……そんなのはおかしいよ」

史朗：だから、キミはこんなことを？

ＧＭ：「どれだけの痛みが有ろうとも、この歪みは正さなきゃいけない。……これが、三年間考えて至った僕の結論だ」ゆっくりと、彼は顔を上げる。

史朗：でも、そんなことをすれば……。

ＧＭ：「そうだね。今とはまったく違う秩ちつ序じよになるだろう。……オーヴァードがすべてを支配する、そんな世界になるかもしれない」

桜：そんなことになるってわかってて、キーコードを手に入れたの!?

ＧＭ：「キーコードは……手に入らなかった」少し下を向き、彰人は言う。

史朗：え？

マキ：時間がなかった、か？

十字：いや、だとしたらこの部屋で彼が待っているのはおかしい。

桜：彰人……？

ＧＭ：「メインフレームの中にはキーコードは無かった。……どうやったかは知らないけど、千歳さんはキミの記憶にだけ、データを残したんだ、桜」

史朗：まさか……、まさか彰人！　キミは……！　桜を！

ＧＭ：「どれだけの痛みがあろうとも、僕はこの歪みを正す。……そう、言ったよね？」

桜：……！

ＧＭ：「キミの……記憶にあるキーコードをもらうよ、桜」

史朗：それがどういう意味なのか、わかってるのか！　彰人！

ＧＭ：「わかってるさ！　これは桜の命を奪うばうことだ！　それでも、……それでも僕はやらなくちゃいけない！」

桜：そこまで……。

ＧＭ：「桜……、キミを殺すよ」彰人は一歩を踏ふみ出す。

史朗：ダメだよ……。それじゃ、みんな不幸になるだけじゃないか！

桜：史朗……。

史朗：自分の大切な人まで殺して、他人に痛みを押おしつけて、それで何が得られるんだ！

ＧＭ：彰人は、辛そうな目でじっとキミを見ている。

史朗：僕の守りたいものは……桜の、みんなのいる日常だ。それが世界を歪ませるのであれば、僕がその歪みをすべて引き受ける！




　しばしの沈ちん黙もく。

　そして彰人はゆっくりと首を振ふり、静かな声でこう言った。




ＧＭ：「僕と同じく、キミも答えを見つけたんだね」少し笑って、彼は言う。

史朗：そう、だね。……もうあの時みたいな子供じゃない。

ＧＭ：「やっぱり昔には戻れないよ、史朗」

史朗：僕も……、それがわかったよ。

ＧＭ：「お互いの信じるもののため、命を賭かけよう。……僕が勝てば世界を変える。キミたちが勝てば世界を守る」彼は静かに構えを取る。

史朗：「世界じゃない。みんなを、桜を守るんだ！」彰人のロイスをタイタスに変える！




　彰人の手に氷が集まり、一本の剣けんを形作っていく。

　轟ごう音おんと共に、史朗の右みぎ腕うでが炎ほのおに包まれ、鉤かぎ爪づめとなる。

　──最後の戦いが始まった。




▼第１ラウンド

ＧＭ：戦闘を開始しよう。彰人と史朗がエンゲージ。桜はその外にいる。
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桜：セットアップに《戦せん術じゆつ》を。「……彰人。手加減はしないわ」史朗のダイスが＋１個されるのね。

史朗：助かる。ダイスの数少ないんだ。

ＧＭ：「行くよ」彰人は静かに構えを取る。

史朗：うん。

ＧＭ：マイナーアクションで、彰人は《カームダウン》を使用。彼の発する冷気によって、周囲のレネゲイドが沈ちん静せい化かしていく。

十字：どんな効果のエフェクトだ？

ＧＭ：（さらりと）このシーンに登場しているキャラクター全員にダイスペナルティ10個。

一同：10個おおおおおおぉぉっ!?

史朗：そ、そんなにペナルティ喰くらったら動けない！

マキ：それは、……自分も動けなくならないか？

ＧＭ：いや、こちらはエフェクトの組み合わせでほとんど帳消しになるよ。

桜：（驚おどろいたまま）ＧＭ、容よう赦しやないわねー。

ＧＭ：四人を相手にしてもいいようにデータ組んだんで、このくらい当然。

十字：確かに、これは四人で戦っても辛いな（苦笑）。

ＧＭ：では、攻撃行くぞ。……ゆるり、と彰人は史朗の懐ふところに潜もぐりこんでくる。ゆったりした、しかし隙すきのない動き。その次の瞬間、剣けん閃せんがひらめく！　（コロコロ）達成値は40！

史朗：40!?　それは……（コロコロ）失敗。というか、動けない（苦笑）。

ＧＭ：ダメージは31点。彰人の剣は、史朗の体を斜ななめに切り裂さいていく。一いつ瞬しゆんのタイムラグの後に吹ふき出る鮮せん血けつ。

史朗：だけど、これだけじゃ終われない……！　《リザレクト》！

ＧＭ：彼は何事もなかったかのように、元の位置に戻っているよ。

史朗：さすが……。

ＧＭ：「見えなかったみたいだね。……僕の剣」静かに、彼は言う。

史朗：昔から……、見えたことなんて一度もなかったよ。

桜：それでも勝つ。……そうでしょ？　史朗。

史朗：もちろん。

桜：次はわたしね。……えーと。《アドヴァイス》、《戦いくさ乙女おとめの導き》、《天性のひらめき》！　彰人の動きのクセを史朗に伝える！

十字：ペナルティ食らって動けるか？

桜：ダイス１個しかふれない。……一応８以上出れば成功だけど。（コロコロ）やった！

史朗：ありがとう！

桜：わたしは前に出て戦うことはできないけど。……助けることはできる！

ＧＭ：では史朗の行動だ。

史朗：……あ！

桜：??　……どうしたの？

史朗：【ＨＰ】が足りなくて、必ひつ殺さつ技わざが撃うてない……。

桜：えええええええっ!?　それ、どーするのよ!?

マキ：踏ふんだり蹴けったりだな。

史朗：えーと、えーと。と、とにかく攻撃しよう。……当たればでかいし。

ＧＭ：じゃあ行動は？

史朗：《鬼おにの一撃》、《獣けものの力》、《フルパワーアタック》で攻撃！　獣じゆう化かさせた右腕を全力で振り抜ぬく！　ペナルティを加えてダイス四個！　（コロコロ）よし！　27！

ＧＭ：「無理だよ。……そのくらいで僕ぼくは倒たおせない」彼は手に持った剣で史朗の鉤爪の上を叩たたき、そのまま絡からめるように軌き道どうをずらしていく。（コロコロ）33！　［受け］に成功だ。

史朗：む、［受け］に成功したくらいで、〝対抗種〟の攻撃力を止められると思うな！　（コロコロ）ダメージは42点！

ＧＭ：「そっちこそ忘れてない？　僕は、こう見えても〝起源種〟だってこと」［受け］による防ぼう御ぎよ力りよくは総計54点！　ダメージは喰らわん！

一同：うおおおおおおっ！

ＧＭ：彰人は本当に少しの力で、キミの攻こう撃げきをずらし、捌さばききった。

十字：馬ば鹿かな、あの攻撃力を!?

史朗：ど……どうしよう？

十字：全員にダイスペナルティを与あたえて、達成値を抑おさえた上でこの防御力か。隙すきがないな。

桜：［受け］られない攻撃はできないの!?

マキ：それには、向こうが届かないくらいの高い達成値を出すしかないな。もしくは、あの防御力を突とつ破ぱする攻撃力をたたき出すしかない。

史朗：どちらにしても、侵しん蝕しよく率りつがやばいですよ。もう《リザレクト》は使えないから、攻撃を受けたらタイタスを使わなきゃいけないし……。

十字：実際のところ、あとどれくらい戦えるんだ？

史朗：ええと……（計算して）……、タイタスを復活に使用したとして、あと１ラウンド。それを超こえると……。

マキ：ジャーム化か。

桜：やめてよー！　ここまで来てジャーム化なんて！

十字：こういう展開だと、〝世界の歪み〟とやらを無理矢理に叩たたきつぶす化け物とかになりそうだな。

史朗：もしくは、悲しみの余りＵＧＮに牙きばをむく、とかですね。

桜：どっちにしても冗じよう談だんじゃないわ！




▼第２ラウンド

ＧＭ：では、次のラウンドだ！

[image: ]

桜：もちろん《戦術》は使っておくわ。……ちょっとでも史朗の行動を助けとかないと。

ＧＭ：では、彰人は《カームダウン》を使うよ。

一同：うわー、やめてくれー。

ＧＭ：「史朗……。これで止まってくれ！」（コロコロ）達成値は46！

史朗：（コロコロ）……回かい避ひは失敗！

ＧＭ：音もなく、気がつくと、彼の剣はキミの胸へと突つき刺ささっている！　氷の剣はキミの心臓を一瞬にして凍こおらせる！　（コロコロ）ダメージは39点！

史朗：ここで千歳さんのタイタスを使って復活します！　【ＨＰ】は全快！　「終わらせるのは……まだはやいよ、彰人。僕たちは……そんなやわに育てられてないだろう？」〝対抗種〟である僕のレネゲイドが、彰人の氷をくらいつくしていく！

ＧＭ：「（苦笑いを浮かべて）そこまで……、コントロールできるようになったのか」

桜：……彰人、本当にあなたは戻れないの？

ＧＭ：「引き返せない。それは僕自身がこの道を選んでしまった代だい償しようだ。……悲しいけどね」

桜：なら、わたしはあなたの道を否定する。わたしはお姉ちゃんが守ろうとしたものを守る。……そうあの時に決めたから！　《戦乙女の導き》と《アドヴァイス》を史朗に！　（コロコロ）　……うわ！　失敗しちゃった！

マキ：いや、ここでタイタスを使え！　判定後にタイタスを使えば、達成値を１Ｄ10上じよう昇しようできる。そうすれば、成功するだろう？

桜：なるほど。じゃあお姉ちゃんのタイタスを使う！　（コロコロ）成功！

ＧＭ：桜の一言が、史朗に力を与えていく！

桜：史朗！　わたしの思いもあなたに預ける！　だから！

史朗：わかってる！　……すべての力をこの一撃にこめる！　《終末の炎ほのお》を使って、自分の【ＨＰ】を攻撃力に変へん換かん。腕に炎が巻まき付いていく！　侵蝕率は[image: 120]％を超える！

十字：ダイスペナルティはどうする？

史朗：……タイタスを使います。これでダイスを10個増やして相そう殺さいします。さらに彰人のタイタスを使用！　クリティカル値は５、ダイス15個！

十字：タイタス二連続使用か！　本当に後先考えてないな……！

マキ：これでダメなら、戻れないことを覚かく悟ごしなくてはならない、か。

ＧＭ：史朗の右腕の炎が一層勢いを増す！　空間を焼き尽つくさんばかりにあふれ出る炎！

史朗：そして、それを一点に集中させる！　「彰人……、これが最後だ！」

ＧＭ：「ああ！」

史朗：行くぞおおおおおぉっ！




　運命のダイスが転がり、……そして止まった。




史朗：達成値は82！　どうだ!?

ＧＭ：それは……（コロコロ）ダメだ！　受けきれない！

桜：やった！

マキ：いや、まだ安心はできない。……ダメージは？

史朗：〝Ｄロイス：対抗種〟を使用！　攻撃力は……９Ｄ10＋55！

十字：55!?　それなら行けるか!?

史朗：（コロコロ）ダメージは[image: 102]点！

一同：どうだ!?




　桜の思いをのせ、史朗の命を宿して、炎の鉤爪がうなる。

　それが氷の剣を砕くだき、彰人の胸へと突き刺さる刹せつ那な。

　彼は、静かに笑った。




ＧＭ：（手元のデータを見ながら）[image: 102]点か……。ダメだ、それはさすがに耐たえられない。

一同：やったああああああああっ！

ＧＭ：史朗の爪が彰人の体を貫かん通つうする。瞬しゆん時じに炎が彼を飲み込こみ、彼は床ゆかへと崩くずれ落ちる。

史朗：「彰人！」叫んで彼を抱かかえる！　獣化も解といて！

桜：わたしも駆かけ寄る！

ＧＭ：「強く……なったね……」うっすらと目を開けて、彰人は言うよ。

史朗：……僕ひとりの力じゃないよ。みんなが僕を成長させてくれたんだ。

ＧＭ：「…………」

史朗：ハルカさんが、八坂さんが、千歳さんが、桜が、そしてキミが。僕を成長させてくれたんだよ、彰人。

桜：…………じっと彰人を見る。

ＧＭ：「そっ……か……。僕がかなわないわけだ……」彼は少しだけ微笑ほほえんでそう言う。




　彰人の体から、少しずつ命が失われていく。

　史朗の脳のう裏りに、千歳の姿が浮うかんだ。知らず、史朗は涙なみだを流していた。




ＧＭ：「……でも、そういうセリフは……涙を止めてから言った方が、いいよ、史朗？」

史朗：（眼めをぬぐって）……ははっ、カッコつかないよね。




　ゆっくりと彰人は桜へと向き直る。

　その顔にはただ優やさしい笑みだけが浮かんでいた。




ＧＭ：「ごめんね……桜。……こんな思いをさせて……」

桜：なに……言ってるのよ……。彰人がいたずらするのは、いつものことじゃない……。

ＧＭ：「ありがとう……。でも、やっぱり謝あやまるよ。……本当に、ごめんね」

桜：うん……。

ＧＭ：「じゃあ……、ふたりとも、これで……」

桜：バイバイ、彰人。

史朗：またね、彰人。

ＧＭ：「さよなら……」




　その言葉を最後に。

　彼は、息を引き取った。

　柔やわらかな、優しい微笑みのまま。








《戦術》　的確な指示で行動をサポートするノイマンのエフェクト。

《カームダウン》　自身のレネゲイドをもって、周囲すべてのレネゲイドを鈍くするエフェクト。

《アドヴァイス》　助言を行なうノイマンのエフェクト。

《戦乙女の導き》　対象を活性化させるソラリスのエフェクト。

《天性のひらめき》　あらゆる才能を獲得するノイマンのエフェクト。

《フルパワーアタック》　時間をかけて力を溜め、攻撃するキュマイラのエフェクト。

《終末の炎》　生命そのものをエネルギーに変えるサラマンダーのエフェクト。













　　　　ENDING PHASE




◆Ending01◆別れの朝


Scene Player ─── 水原ハルカ






　こうして事件は幕を閉じた。

　Ｍ市支部は大きな打撃を受けたものの、〝マスターレイス〟を倒たおしたという手て応ごたえは大きく。ＦＨがこれ以上の動きを見せることはなかった。

　そして数ヶ月後──。




ＧＭ：全員自律判定は成功したね？　ではエンディングだ。最初は大人組から。

十字：それなら俺おれがＭ市支部を去る朝。支部の前、でどうだろう？

ＧＭ：お？　このままここで、支部長を続けることもできるけど？

十字：いや、戦いは終わったので、俺は本部へと戻もどる。ここは俺の居場所じゃないからな。

ＧＭ：了りよう解かい。じゃあ、その方向でいこう。

ハルカ：用意ができましたよー。と言いながら、十字のバッグを持ってやってきます。

十字：色々ありがとう、ハルカ。

ハルカ：本当に残念ですね。やっと落ちついてきて、みんな十字さんの下もとなら楽しく働けるって言ってたのに。

十字：いや。落ちついた場所に俺は必要ない。……そういう人材だからな。

ハルカ：でも、……私に勤つとまるでしょうか？　支部長なんて。

一同：おお!?

ハルカ：そういう設定にしたいと思うんですが、どうでしょう？（笑）

十字：いや、俺もまったく同じことを考えていた（笑）。「キミならできる。俺よりもよっぽど向いている」と、支部長室のキーを渡わたす。

ハルカ：では、最高の笑顔を浮うかべて、「ありがとうございますー。十字さんと仕事をしたことは一生忘れません」。

十字：ああ、こちらも忘れないさ。

ハルカ[image: ]マキ：で、顔を上げるとマキの顔になっているわけですが。

十字：……マキか。キミも別れを言いにきたのか。珍めずらしいな、キミがこういう湿しめっぽい場所に出てくるとは。

マキ：まあ……、そう言うな。別れを惜おしんでもよいではないか。

十字：それは、な。

マキ：……お前といる時は退たい屈くつしなかった。ほんの短い間だったが、お前と共に戦えてよかったと思っている。また、めぐり合うこともあろう。

十字：俺たちがめぐり合う時は、また厄やつ介かいな事件が起きている時なのだがな。それでも、俺は願ってやまない。

マキ：違ちがいない。では、そこで笑って……、さらばだ、十字。

十字：ああ。さらばだ、マキ。

マキ[image: ]ハルカ：あれ？　私ぼーっとしてたみたい。……すいません。せっかくの別れなのに。

十字：いや、いいさ。別れなら十分すませた。

ハルカ：では、お気をつけて。また、会いましょう。

十字：これからもがんばってください、支部長殿どの。




　ふたりは別れを告げた。

　お互たがいの道に進むために。

　その道が再び重なることがあるのかどうか。

　それは、まだわからない。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……終わり？　大だい丈じよう夫ぶ？

史朗：いいシーンだ……。

十字：うむ！　終わりだ！　シーンを切ってくれ！　今すぐ！　早く！

ＧＭ：あ、うん。……じゃあ、切るよ。

十字：ふぅ、危なかった。

史朗：危なかった？

十字：あと五秒あれば、〝機関〟の話をするところだった（爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：ここまできて、お前は我が慢まんできないのか！（笑）

十字：何を言うんだ！　我慢したじゃないか！　最後にちょっと漏もれちゃっただけで！（笑）

ハルカ：……ま、それだけでも大きな進歩ですね（笑）。







◆Ending02◆手を取り合って


Scene Player ─── 富士見桜






　風は昨日より、ほんの少し暖かかった。

　春の訪おとずれを感じながら、桜と史朗は目を開ける。

　千歳の、墓はかの前で。




ＧＭ：では、こっちのふたり組。

桜：お姉ちゃんの墓はかの前、かな？

史朗：そうだね。その横に、もうひとつ墓を増ふやして。

桜：じゃあ手を合わせてから……「三年前からはじまった、いろんなことが終わったね」

史朗：そうだね。全部いっぺんに終わった、……そんな感じがするよ。

桜：彰人のこと……。史朗は後こう悔かいしてる？

史朗：…………してないといえば噓うそになる。でも、悲しい結末になったけど、また会えてよかった。そう、思ってもいるよ。

桜：……でも、でもさ。……またみんなで、楽しくお喋しやべりとか……、したかったなあ……。




　少女の目から涙なみだがこぼれる。




史朗：うん。昔みたいに……、戻もどりたかったよ。でも……。




　少年は少女の背に、優やさしくその手を置いた。




史朗：でも、彰人は僕ぼくたちとは違ちがう道を進んだ。……それは認みとめてあげよう。後ろばかり振ふり向いていたら、彰人の全部を否定しちゃう。

桜：史朗……。




　少女は少年の顔を見た。

　彼は昨日より少しだけ、大人の顔をしていた。




史朗：だから、桜。忘れないでいよう、彰人のことを。彼がいたことを。そして彼のしたことを。ずっと。

桜：そうだね。わたし絶対に忘れない。お姉ちゃんと一いつ緒しよに。彰人のことを。




　少女の笑顔をみて、少年は彼女の手を取った。



















史朗：帰ろう、みんなのところに！

桜：うん！




　ふたりは手をとりあって、共に歩き始める。

　残された墓の前には、一葉の写真が風に揺ゆられていた。

　写真の中で、四人の笑顔が陽ひに照らされていた。




　その笑顔は遙はるかに遠いけど、いつでも前に進む力をくれる。

　皆みなが望む未来に進む力を。





ダブルクロス　The 2nd Edition　リプレイ　『Contrast Side』




Fin







　　　　初出




　　　　　ゲーマーズ・フィールド別冊７号 現在どきのＲＰＧ


















　　　　PREPLAY




　湯気の立つどんぶりから勢いよく麵めんをすする。

　ダシと塩と脂あぶらのうまみを思う存分に堪かん能のうした後、私──矢野俊策やの・しゆんさくはつぶやいた。

「そろそろ、左さ京きようの物語を動かしたいんですよ」

　隣となりに座すわっている男の手が止まる。

　彼かれ、〝かわいそうな〟田中信二たなか・しんじこと〝かわたな〟はなんともいい笑顔で、言った。

「その言葉を、待っていた」

　某ぼう日じつ、秋葉原にほど近いラーメン屋でのことである。




矢野：お、かわたなさんもその気だったんですか。

かわたな：もちろん！　『ＤＸ３』になってからずっと機会がないかなーと思ってたんだよ。




　我々が話しているのは、『ＤＸ３』の短編リプレイの企画について。

　なぜかわたなさんに相談しているか。それは『ドゥームズデイの魔獣』の時には公開していなかったが、彼こそが黒須左京のプレイヤーその人であるからだ。

　そして──。




矢野：まあ、左京、あんな状じよう態たいになりましたからね。




『ＤＸ３』の版はん上げにあたり、黒くろ須す左京はＵＧＮを出しゆつ奔ぽん。

　なんと現在はＦＨで〝マスターレイス〟の称しよう号ごうを受うけ継つぐひとりとなっているのだ。




矢野：『ドゥームズデイの魔ま獣じゆう』から『ＤＸ３』の間に何があったのか。左京が今何を目指しているのか。気になりますよね。

かわたな：あ、それもあるけど。『ＤＸ３』になって、ピュアブリードが強くなったじゃない。だから左京がやりたい。

矢野：そんな理由ですか！（笑）

かわたな：サプリメントが出るたびに左京のデータ考えてたんだよ！

矢野：そ、そこまで……。

かわたな：もちろん、どうしてＦＨに入ったのかとかそのあたりも演出したいけどね。

矢野：読者が気になるのはそこだと思いますよ……。ちなみに何があったんですか？　『上級ルールブック』書くときにざっとだけ聞きましたけど。

かわたな：（にやりと笑って）聞きたい？

矢野：え、そりゃ、まあ……。




　この時、私は忘れていた。隣でラーメンを食べるこの人物の異い名みようを。

〝首に主人公スイッチのある男〟のことを。




かわたな：それじゃあ教えてあげよう。まず発ほつ端たんは左京の妹が──。




　三十分。

　それから実に三十分も、かわたなさんは左京の設定を語りに語った。




かわたな：──というわけなんだよ。

矢野：…………そ、壮そう絶ぜつですね。

かわたな：思いついちゃったからねー。もちろん、ダメだったらＧＭの設定を飲むけど。

矢野：いや、そのままで！　その設定でシナリオ作れますから！　今すぐにでも！

かわたな：お、おお、すごい意い気き込ごみだね。

矢野：妄もう想そうわきますよ、その設定は。

かわたな：気に入ってくれたならなによりだ。

矢野：ええ、少し待っててください。今の左京を主しゆ軸じくにした──。




「ちょっと変わったセッション、やりましょう」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　そして数日後。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室で、私はふたりの人物を前にしていた。

　ひとりはかわたなさん。そしてもうひとりは──。




大おお畑はた：うっひょー、久しぶりのダブルクロスリプレイ参加ですよ！




　本書第二話『コントラストサイド』で史し朗ろうを担当したプレイヤー、大畑くんである。

　ネタを振ふられた時の反はん応のう速度は天下一品。三下キャラであれば、そのスピードはさらに倍加する。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．が誇ほこる名物プレイヤーのひとりだ。




矢野（以下、ＧＭ）：テンション高いな、大畑くん（笑）。

大畑：いや、ホント久しぶりで。しかも高経験点環かん境きようじゃないですか！

ＧＭ：まあ、左京に合わせたのと……、今日はプレイヤーふたりだから。

かわたな：そう言えば今日は少ないね。

ＧＭ：短編ですから。……だからといって、敵の強さを抑おさえるつもりはありません。

大畑：げええええええ、またこの人は……（笑）。

ＧＭ：その代わり、経験点使用を許可したんだって。

かわたな：（キャラクターシートを見ながら）確かにたくさん使ったなあ。

大畑：うす、ここぞと『ＤＸ２』時代の経験点をぶち込みました。

ＧＭ：ちなみに何点使った？

かわたな：俺おれは[image: 175]点。

大畑：こっちは[image: 150]点ちょいっす。

ＧＭ：おお、[image: 150]点クラスがふたりか。…………もうちょい敵強くてもいいかな。

大畑：や、やめて！（笑）

ＧＭ：冗じよう談だんよ（笑）。で、改めて今日のレギュレーションだけど。

かわたな：うん。ＦＨ所属ＰＣのセッションなんだよね。

ＧＭ：その通り。コンセプトは〝今の左京を表現する〟なんで、ＦＨセッションになります。ルールもそのへんに準じますよ。

かわたな：だから俺は左京で参加、と。

大畑：こっちは新キャラですね。……でも、他に『ドゥームズデイ』の参加者がいなくてよかったんですか？　今の左京を見せるなら、その方がよかったんじゃ。

ＧＭ：あー、それは考えたんだけど。例えば十とお也やとかと顔を合わせると、今の左京じゃ殺し合いになりかねないから。

かわたな：うん、なりかねないねえ。

大畑：う、うお。何があったんですか、左京に。

かわたな：ふっふっふ、それはセッション時のお楽しみだよ。

ＧＭ：ちなみに今日のもうひとつのテーマは、「左京さん、やりすぎ」（笑）。

大畑：聞いたことのないテーマですね（笑）。

ＧＭ：うん（笑）。ともあれ、まずはトレーラーの読み上げからいこうか。




▼トレーラー

　混乱の中で絆きずなを失い、少年はその身を闇やみに沈しずめた。

　憎ぞう悪おを胸に、怒いかりを手に、少年は戦い続ける。光ある日常に背を向けて。




　戦いの中、少年が出会ったのはひとりの少女。

　ファルスハーツの検けん体たいとして捕つかまった、普ふ通つうの少女。

　日常と非日常の狭はざ間まで翻ほん弄ろうされる彼女に、少年は何を見るのか。

　妹の面おも影かげから、何を得るのか。




ダブルクロス The 3rd Edition　リプレイ

「Rabid Dog Crying」

ダブルクロス、それは裏切りを意味する言葉。




大畑：く、暗い！　暗いですよ！

ＧＭ：そうか？　ダブルクロスにはよくあることだろう。

大畑：いや、いつもよりも一段階暗いっすよ。なんというか希望が見えないというか……。

ＧＭ：ＦＨだからね！

かわたな：左京だからね！

大畑：楽しそうですね……（笑）。

かわたな：そこは否定しない（笑）。

ＧＭ：では、雰ふん囲い気きを見てもらったところでハンドアウトを読み上げよう。




▼黒須左京用ハンドアウト


ロイス：幡中沙由理はたなか・さゆり




推すい奨しよう感情　ポジティブ：指定なし／ネガティブ：悔恨






　キミがＵＧＮからファルスハーツに変わり、半年が経過しようとしている。

　半年──今でもキミは毎夜のように、あの時の夢を見る。

　ＵＧＮの暴走で妹が亡くなった、あの時の。

　この夢があるかぎり、キミの憎悪は尽つきることはないだろう。




　そんなキミが奇き妙みようなかたちで出会ったのが、幡中沙由理。

　ＦＨが検体として拉ら致ちしてきた少女だという。

　どこか妹の面影を持つ彼女に、キミが取れる選せん択たく肢しはふたつ。

　逃にげ出したという彼女をＦＨに戻もどすか、それとも連れ出すか。

　キミが取ったのは──。




大畑：げーっ!?　家族が死んでる！　しかもＵＧＮのせいで！

ＧＭ：うむ。そりゃあもうＵＧＮからは抜ぬけようと思うだろう？

大畑：少なくとも、のうのうと従ってはいられないですねえ。そうか、これで『上級ルールブック』にあるように、オーヴァード自体を憎にくむように……。

かわたな：その続きもあるんだけどね。

大畑：続き!?

ＧＭ：ちなみにこの設定は、かわたなさん自身が決めた設定なのだ。

かわたな：思う存分語らせていただきました。

大畑：俺も人のこと言えませんけど。自分のＰＣ追い込むの好きですよねー、かわたなさん。

かわたな：はっはっは、そんなに褒ほめないでくれ。

ＧＭ：褒めてるのか……？（笑）

かわたな：ちなみにＧＭ、この後半部分なんだけど。なんか重要な部分で切れてない？

ＧＭ：それはワザとです。出会った女の子をどうするのかは、左京の判断に任せます。

かわたな：今の左京の判断で決めていいのね？

ＧＭ：無論。どうされようがシナリオは進行できるようになってますよ。

大畑：なんか怖こわいこと言ってるよ、この人たち（笑）。




▼ＰＣ②用ハンドアウト


ロイス：幡中悟ご道どう




推奨ワークス／カヴァー：ＦＨワークスであればなんでも／指定なし




推奨感情：ポジティブ　好こう奇き心しん／ネガティブ　猜さい疑ぎ心しん






　キミはＦＨエージェントのひとりだ。

〝マスターレイス〟のひとり、カイン・コードウェルから黒須左京の調査を頼たのまれ、彼と共に任務をこなしながら動向をうかがっている。




　そんなある日、ＦＨエージェントの進藤昭二しんどう・しようじにつれられてひとりの中年男性が現れた。

　幡中悟道と名乗る彼はオーヴァードですらない、一いつ般ぱん人じん。彼は「ＦＨに拉致された娘むすめを取り返しに来た」と言い、協力を求めてきたのだ。




　よくある事件といえばよくある事件だろう。だがキミの興味を引く事実がふたつあった。

　ひとつはなぜ何処どこにでもいるような一般人が、自分たちＦＨを追いかけられたのか。

　もうひとつは検体を前にした左京の反はん応のうだ。どうやらただの事件では終わらなそうだ。




ＧＭ：というわけで、大畑くんにはこっちのハンドアウトを渡わたそう。

かわたな：お、大畑くんは新キャラなのかな？

ＧＭ：そうです。ＦＨキャラなので、既き存ぞんのキャラより新キャラの方がいいかなと。

大畑：は、新キャラのつもりでデータを作ってきました。（ハンドアウトを見て）どうも、左京の見張りがメインの目的みたいですね。

ＧＭ：そんな感じ。見張るというか、見届けるというか。〝左京がどんなヤツなのか〟を見み極きわめるというか。事件の裏で、そういうことを気にかけてもらえると助かるよ。

大畑：わっかりました。もう今までの引きですっかり左京の正体が知りたくてたまらないので、素す直なおにやれます。

ＧＭ：そりゃなによりだ（笑）。

かわたな：依い頼らい人にんはカイン・コードウェルなんだね。




　カインは『ダブルクロス・リプレイ・ジェネシス』シリーズに登場するＮＰＣ。

　左京と同じ〝マスターレイス〟のコードネームを持つひとりである。

　現在のＦＨにおける中心人物、コードウェル博士に忠実に従う冷静な少年だ。




ＧＭ：左京と同じ〝マスターレイス〟ですからねー。せっかくなら登場させようかと。

大畑：確かにカインは左京の動向とか気にしそうですよね。

ＧＭ：どこか神経質っぽい感じするからな（笑）。まあ、普通はＵＧＮからの裏切り者は警けい戒かいするでしょ。スパイかもしれないし。

大畑：それとＦＨエージェント、連れられてやってきた一般人、捕まってる娘……。

かわたな：これは、なんというか……。

大畑：どいつもこいつも怪あやしそうですねぇ～（笑）。

かわたな：どれを疑うか迷うレベルで怪しいな（笑）。

ＧＭ：なにせＦＨだから、そういうところは気になるでしょうな。大いに悩なやんでもらいつつ、キャラクターの調整をしていただきましょうか。

かわたな・大畑：はーい。




　ハンドアウトを横目に見ながら、キャラクターの設定を煮に詰つめるふたり。

　ほどなくして、ふたりのキャラクターが完成した。




▼ＰＣ①：黒須左京

「あの日から俺おれの世界は変へん貌ぼうした。家族を、居場所を、仲間をなくしたあの時から。

　今の俺は一本の槍やりだ。ただひとつの欲よく望ぼうに向かって進む、決して折れぬ槍。

　立ちふさがるものはすべて刺し貫こう。

　それがたとえあいつでも……」




かわたな：数年ぶりの黒須左京です。クロスといいつつピュアの黒須です。

ＧＭ：何年前のネタですか！（笑）

かわたな（以下、左京）：そして久しぶりのプレイヤーになったと思ったら……。

大畑：思ったら？

左京：なんとＦＨにいたでござる！　十也を鼻で笑っていたあのころはどこへやら！　すっかり暗い目をした、ギラギラとがったヤツに！

大畑：いや、かわたなさんがそう設定したからじゃないですか！（笑）

左京：そうなんだけどさ。一応言っておきたいじゃないか。

ＧＭ：気持ちはわかりますが、説明を続けてください（笑）。

左京：よし、こっからはきちんとやるぞ（笑）。……ハンドアウトにもあるとおり、とある事件で家族を失った。

大畑：左京の家族って、どんな設定でしたっけ？

左京：父親は政治家。母親はその愛人だった。兄弟は妹がひとり。……父親はほぼ家に来ることはなく、母子三人で慎つつましく暮らしていた。

大畑：おぉ……、そんなでしたか。なんかもっとエリートっぽいものを想像してました。

左京：生きつ粋すいのエリートではないな。むしろ〝エリートにならねばならぬ〟と思っていたのだろう。だから十也にも上から目線で当たっていた。……それも昔の話だが。

大畑：今は？

左京：エリートになど興味もない。今の俺は──ただひとつの目標に向かって進むだけだ。

ＧＭ：おお、欲望ですね。




　欲望とは、ＦＨキャラクター固有のステータスである。

　そのキャラクターがＦＨに入ってでも成なし遂とげたい、焦こげ付くような目的だ。




左京：俺の欲望は、〝世界を築く〟。今の世界を否定し、新しい世界を。

大畑：世界ときましたか。どんな世界なのかは……。

左京：セッションの中で語ろう。

大畑：やっぱりそうですよね。……それを聞き出せれば、左京の見極めはできるかなあ。

左京：ちなみに、傍はた目めにはオーヴァードをひたすら殺しているように見える。精神的にも安定しているとは言い難がたい。何かというと、〝殺す〟という選せん択たく肢しがすぐに出る。

大畑：うわ、ジャーム化寸すん前ぜん！

左京：下手をすればそう見えるかもしれないな。血なまぐさい冷れい徹てつ、というところだ。

大畑：ホントにもう、「どうしてこうなった！」と叫さけびたい変貌っぷりですね。

ＧＭ：左京が変わるきっかけになった事件はオープニングで演出するよ。……で、左京のデータはどうなりました？

左京：ブラックドッグのピュアブリード、Ｄロイスには超ちよう血けつ統とうを選択した。

ＧＭ：より純化されたブラックドッグ、ですな。

左京：攻こう撃げき一いつ辺ぺん倒とうだ。なにせアイテムでコネすら取っていない。

大畑：さ、寂さびしい人に……（笑）。

左京：必要ない。今の俺にはな。

ＧＭ：なるほど、そういうもの言いをするんですね。それから気になるんで聞いておきましょう。固定ロイスはどうなってます？

左京：ひとつはＤロイス。残りのふたつは十也と妹に取った。

大畑：十也へのロイスは残っているんすね……。

左京：おそらくこれが、日常に遺のこしたたったひとつの未練なんだろう。
















▼ＰＣ②：アリサ・トツカ

「あたしはアリサ。由ゆい緒しよ正しいトツカ一族の末まつ裔えい。ＦＨの始末屋さ。

　あぁ？　ずいぶんと小さいだ？　侮るなよ、これでも数百年の歴史を背負ってるんだ。

　さて、あんたは誇ほこりを持たないオーヴァードに心当たりはあるか？

　今なら始末を請うけ負うぜ。……格安でな」




大畑：名前はアリサ・トツカ。

左京：アリサ・トツカ！　名前だけでなにやら面おも白しろげな雰ふん囲い気きだな（笑）。

大畑（以下、アリサ）：名前だけじゃないですよ。無む駄だに壮そう大だいな設定を考えました。このキャラクターはトツカ一族の継承者なんですよ。

左京：トツカ一族！（笑）

ＧＭ：それは……春日かすが一族みたいなもの？

アリサ：あんな群むれてる連中と一いつ緒しよにしないでください。トツカ一族は代々ひとり。

左京：ひとり？

アリサ：そう。トツカ一族は代々一本の剣けん、〝トツカの剣〟を伝えてまして。継承者以外はその剣に身を捧ささげて死ぬんです。

ＧＭ：バイオレンスな一族だなー。それで、その一族は何をしてるの？

アリサ：ＦＨで始末屋をしてます。

ＧＭ：始末屋ってーと、裏切り者を殺したり？

アリサ：そうそう。ＦＨはエージェントが好きに動く組織じゃないですか。だから邪じや魔まな身内を殺すくらいはしてると思って。そういう時に依い頼らいを受けて動くのがトツカ一族です。

左京：ＦＨ内ない限げん定ていの殺し屋か……。

アリサ：あ、ＦＨ外でも殺しますよ。

左京：殺すのかよ！（笑）

アリサ：「オーヴァードは誇り高くあるべし」っていうポリシーなんで、誇りを持たないオーヴァードなら殺します。逆に始末対象が誇りあるものなら見み逃のがしたりもします。

左京：誇りがあるかないかは？

アリサ：独断と偏見で決めます（笑）。

ＧＭ：好き放題な殺し屋だな、おい（笑）。

アリサ：気に入ったら始末対象でも見逃す。気に入らなきゃＦＨ幹部でも嚙かみつく。

左京：まるで狂きよう犬けんだな……。

アリサ：（にやりと笑って）好きに言いな。トツカ一族は〝強者の誇り〟で数百年の時を過ごしてきた。今いま更さら止める事なんてできやしない。

ＧＭ：なるほど、シニカルなしゃべり方をするんだな（笑）。

アリサ：そう。そういう──十三歳さいです。

左京：年ねん齢れい下げてきたな！

ＧＭ：どう考えても二十歳はたち以上の設定だろ、それ（笑）。

アリサ：だからこそ下げたんですよ（笑）。剣から知識をダウンロードしているんで、精神的には大人です。しかしこの一族はひどいですね！　十三歳の女の子を犠ぎ牲せいにするなんて！

左京：お前が作った設定だろ！（笑）

ＧＭ：やれやれ（笑）。データはどんな感じ？

アリサ：ノイマン、モルフェウス、キュマイラのトライブリード。Ｄロイスは装着者で、選せん択たくしたのはもちろん巨きよ大だい剣トツカ。加えてイノセントブレードをふたつ持つスタイル。

左京：その小さな体で三刀流か。

アリサ：そう。いつも自分より大きなトランクを引きずって、それを叩たたくと武器が出てくる。ちなみに本人は国こく籍せき不明、ゆるいウェーブのかかったショートヘアの少女。左京を見み極きわめる目的に合わせて作りました。全力で左京を観察します。

左京：しかし、このキャラだと左京を失格と判断した場合……。

ＧＭ：その場で殺しに来そうですね（笑）。

アリサ：そうならないよう、誇りある姿を見せてくれよ？

左京：……やれやれ。
















▼ＰＣ間ロイス

ＧＭ：では最後に、ＰＣ間ロイスを取りましょう。お互たがいにロイスを取り合う方向で。

左京：俺たちはもう知り合いにはなってるのか？

ＧＭ：ふたりでコンビを組まされて、何回か任務をこなしたくらいだと思ってください。

アリサ：でもまだまだあたしは左京を観察中……ってわけだ。

ＧＭ：そうだね。いきなり結論出されると俺も困る（笑）。

アリサ：じゃああたしから左京は決まりだ。ポジティブは好こう奇き心しん。ネガティブは不ふ快かい感。

ＧＭ：不快感？

アリサ：ひとり勝手にウジウジしてるヤツは嫌きらいなんだよ。

左京：ふん。……こちらはポジティブ連帯感、ネガティブは隔かく意いだ。連帯感は一応なりともコンビを組んでいるから。隔意は──まあ言うまでもない。

アリサ：自分勝手な殺し屋だからね、あたしは。

ＧＭ：となると、ふたりとも表に出てる感情は……。

アリサ・左京：ネガティブ。

ＧＭ：……仲悪いな、キミたち（笑）。







　　　　OPENING　PHASE




◆Opening01◆逃とう亡ぼうの少女


Scene Player ─── 黒須左京






　夜の森を少女が走る。

　月明かりもうっすらとしか届かぬ灰色の世界を、何度も転びながら。

　手術着のような薄うすい緑の服は土で汚よごれ、素す足あしは枝で傷ついている。その息は荒く、額には汗あせがにじんでいた。

　だが少女は止まらない。何度も後ろを振ふり返り、怯おびえた顔で必死に前へと進む。

　その時、彼女の目に小さな洞どう窟くつが映った──。




ＧＭ：ではオープニング最初のシーン。このシーンはふたりとも登場で。……このシーンは、時系列的にはこの後やるオープニングの後にあたるシーンね。

左京：む？　いわゆる先打ちか？

ＧＭ：そうそう。先に印象的なシーンをやってしまおうということで。なので、セリフとかは適当で。つじつまはミドルで合わせるから。

アリサ：了りよう解かい。……気楽でいいな。

ＧＭ：では改めて。キミたちふたりは夜の森を進んでいる。鬱うつ蒼そうとした暗い森だ。

左京：しんと静まりかえった中をふたりの足音だけがかき乱している感じか。

ＧＭ：そんな感じ。今は左京のハンドアウトに書いた女の子を捜さがしているところだと思ってくださいな。

アリサ：なるほど。じゃあつぶやく。……ったく、面めん倒どうなことに首をつっこんだもんだ。

左京：……反はん応のうはしない。一いち瞥べつくれて、ずんずんと進む。

アリサ：無視ときたか。子供に対する態度じゃないんじゃないか、それは。

左京：お前を子供だと思ったことはない。

アリサ：くくっ、そいつはありがたい。いつも外見イメージを訂てい正せいするのは煩わずらわしいと思ってたんだ。

ＧＭ：ではキミたちがそうやって森の中を進んでいく。……と、薄暗い世界の中でふたりは岩いわ肌はだに積み上がった不自然な木や枝の山に気がつく。

アリサ：偽ぎ装そう工作、ってやつか？

ＧＭ：うん。かなりつたないけどね。キミたちなら、その向こうに洞窟の入り口が隠かくされているのもわかるだろう。

左京：……躊ちゆう躇ちよ無く枝を振り払はらう。

アリサ：って、いきなりか！

左京：……ふん。

ＧＭ：では左京がつたない偽装を振り払うと、その洞窟──といっても人がひとり入れる程度の小さなものだけど──の中に怯おびえた様子の少女が。

アリサ：どんな外見？

ＧＭ：年齢は中学生くらい。黒くて長い髪かみの毛を下おろしている。着ているのは手術着のようなものだけ。ついでに言うと素足。いかにもたった今逃にげてきました、という風体だね。

アリサ：ふうん……。

ＧＭ：印象的なのはその表情。怯えているから綺き麗れいな顔が台無しになってるんだけど、どこか怯え慣れているような感じがする。

左京：慣れている……？

ＧＭ：左京には違う印象があるね。キミの、死んだ妹に面おも立だちが少し似ている。

左京：では眉まゆをひそめて、かすかにつぶやく。……美み緒お。

アリサ：ん？　何か言ったか？

左京：ふん、……なんでもない。

ＧＭ：ともあれ、キミたちは彼女が幡中沙由理と呼ばれる人物であることを知っている。キミたちが今さがしている人物だ。

アリサ：ふう、と一息ついて言おう。……ようやく子こ猫ねこちゃんを見つけたか。

ＧＭ：って、お前の方が年下だろうに（笑）。

アリサ：いいの！　精神的には年上だから！（笑）

左京：こちらはいきなりずい、と近づく。（ぶっきらぼうに）……立てるか？

ＧＭ：ふたりの反はん応のうに、沙由理はひたすらに身を縮ちぢめて怯えた視線を向けるのみ。助けが来たとは思っていないようだ。

左京：……ふん。

アリサ：なら、こちらが手を伸のばして沙由理の腕うでを摑つかもう。……ともかくついてきてもらおうか。こっちにはあんたに来てもらわなきゃならない理由があるんでね。

ＧＭ：では、アリサが沙由理を引きずり出したその時。

アリサ：ん？

ＧＭ：三人をスポットライトが照らし出す。怒鳴り声が聞こえる。「──動くなっ！」




　逆光の中、幾いく多たの銃じゆう口こうに囲まれ。

「……ふん」

　左京は面めん倒どうそうに、鼻を鳴らした。
















◆Opening02◆魂たましいの傷きず跡あと


Scene Player ─── 黒須左京






　それは半年前の記憶。魂に焼き付いた、癒いえぬ傷跡。

　もうどれほど繰くり返しただろうか。

　夜ごと再生される苦痛の記憶は、だが決して軽くなることはない。

　まぶたを閉じ、粘ねばつくような闇やみに包まれながら左京は今日も夢を見る。

　妹を失った、その記憶を──。




ＧＭ：では次のシーン。左京のオープニングです。

アリサ：お、ついに……。

ＧＭ：そう、左京がＵＧＮを離はなれることになった事件を演出するシーンだね。

左京：…………。

ＧＭ：左京は夢を見ていると思ってくれ。あの日から夜ごと見続けている、辛つらい記憶だ。……というわけで、どこから演出しましょうかね。

左京：俺おれのモノローグから入ろう。最初はこうだ。……きっかけは、コードウェル博士の帰き還かんだった──。




　創立者が裏切ったという衝しよう撃げきはＵＧＮ全体を揺ゆるがした。

　ＵＧＮエージェントの中でも、博士を追ってＦＨに身を投じる者、博士に敵意をあらわにする者、ただ困こん惑わくする者。

　中にはＵＧＮ内部にいながらＦＨと手を結ぶ者もいた。

　これは、そんな最中に起きた事件だった。




ＧＭ：場所は東京近きん郊こうＴ市郊外、つぶれたビジネスホテルの前。ここに今、Ｔ市のＵＧＮイリーガルが集められている。無論、左京も十也も。

左京：時間は？

ＧＭ：深夜。突とつ然ぜんに集められた感じだね。今、このビジネスホテルの中にＦＨに寝ね返がえろうとするエージェントが立てこもっているらしい。その討とう伐ばつがキミたちの任務だ。

左京：ふん、ＦＨに寝返る？　愚おろかな連中だ。そんなことをして一体何になる。

アリサ：お前が言うな、って言いたいんだけど（笑）。

左京：これは回想シーンだからいいのだ（笑）。

ＧＭ：と、慌あわてて集められた十也が声をかける。「しかし、気分悪いよな。昨日まで一緒にやってた連中を追い立てるなんてよ」

左京：何を手ぬるいことを言っている。連中を放っておけば、こちらの日常が壊こわされるのだぞ？　そんな状じよう況きようで言う台詞せりふか。

ＧＭ：「……お前はその辺、ドライだよな」

左京：やるべきことをやっている、と言ってもらおうか。

ＧＭ：「でも、俺たちだって明日は裏切り者って呼ばれるかも知れないんだぞ」

左京：くだらん感傷だ。決断を延のばせばその分被ひ害がいが広がる。俺はそれを止めたいだけだ。

ＧＭ：「……わかってるよ」言いながらも、十也は納なつ得とくのいかない顔をしている。

左京：ふん、甘あまい男だ。

ＧＭ：と、ＵＧＮ・Ｔ市支部のエージェントがやってきて突入作戦の概がい要ようを説明する。エージェントは繰り返し、「中にいる者は全員敵だ。動く者は全員倒たおせ」と繰り返す。

アリサ：不自然だな（笑）。

ＧＭ：名目は、「同じエージェントだからといって容よう赦しやはするな」ってことなんだけどね。思い返してみれば不自然な部分だろう。

左京：だがその当時の俺は気がつかない。




　そう、思えば不自然な部分はいくつもあった。

　突然に召しよう集しゆうされたこと。連れん絡らくしてきたのがあの女──鈴木和美すずき・かずみではなかったこと。

　突入作戦に使われていたのがイリーガルばかりだったこと。




左京：そのすべてに、俺は違い和わ感を覚えなかった。

ＧＭ：そして突入作戦は敢かん行こうされる。遠えん隔かく攻こう撃げき部隊の援えん護ごを受けつつ、左京や十也たち突入組がホテルの中へと入る。

左京：…………。

ＧＭ：だが、立てこもっているエージェント側の抵てい抗こうも激しい。くだらない悪さをするＦＨなどとは比べものにならないほど必死に抵抗をする。狭せまい屋内にもかかわらず炎ほのおを全開にするサラマンダーとか、その体たい軀くで後衛の壁かべになりつつ自分ごと攻撃させるキュマイラとか。

左京：手加減をしていられる状態ではない、ということか──。

ＧＭ：左京たちもまた必死で戦う。十也は異形化した右みぎ腕うでで相手を吹ふき飛ばしつつ、「馬ば鹿かなことはやめろ、お前ら！」と叫さけぶが、やはり聞き入れられず。

左京：では十也に向かってきた氷の塊かたまりを雷いかずちで迎げい撃げきする。……ここまで来てまだ甘いことを言うか、探求の獣クエステイングビースト。

ＧＭ：「聞く耳くらい、持ってるかもしれないだろ！」苦い顔で言う十也。

左京：十也に目を向けずに、相手の張る弾だん幕まくに雷で対抗しつつ言う。……この攻撃を見ろ。ことごとく急所を狙ねらっている。向こうは本気でこちらを殺しにかかってるんだぞ。

ＧＭ：「だが……」

左京：迷いを捨てろ。でなければ、俺もお前も生き残れんぞ。

ＧＭ：「く！」十也は頭を振ふって、そのまま突つっ込こんでゆく。

左京：ふん……。

ＧＭ：再び起こる戦せん闘とうの嵐あらし。……気がつけば左京はひとり、ホテルの廊ろう下かを歩いている。

左京：ふん、まあいい。慎しん重ちように一部屋ずつ確かめていくぞ。

ＧＭ：では左京がひとつひとつ扉とびらを開けては誰だれもいない、を繰り返す。そして──。

左京：…………。

ＧＭ：とある扉を開けたその時。……轟ごう音おんと共に、何者かが壁を壊して現れる。

アリサ：ひゅう、これはまた派手な。

ＧＭ：出てきたのは体全体を金属のような、布のような不思議な素材で覆おおい尽つくした輩やからだ。頭ごとすっぽりと覆うヘルメットをかぶっており、その正体はわからない。かろうじてシルエットから女性であることが判別できるくらいだ。

左京：モルフェウス……、変異系か！

ＧＭ：現れた人影は、さび付いた歯車のようにぎこちなく左京の方を向くと──。「キ、イ、イ、イ、イイイイイイイィィィィィィィッ!!」と、金切り声をあげる。

左京：こいつ、暴走してるのか？

ＧＭ：その通り。ちらりと砕くだかれた壁の向こう側を見れば累るい々るいと死体が転がっている。そして人影の両腕から生えたブレードには真っ赤な血が。

左京：敵も味方もお構いなしか！　とにかく距きよ離りを取ろうと──。

ＧＭ：だが相手のスピードが速い。耳が痛くなるほどの叫びを上げ、壁や天てん井じようを蹴けって左京へと襲おそいかかる。

左京：自分の感情もコントロールできぬ愚おろか者め！　雷を撃うって牽けん制せいする！

ＧＭ：左京の雷で右手のブレードがへし折れる。だが、相手は構わず右みぎ拳こぶしで左京を吹き飛ばす。

左京：ぐ……！

ＧＭ：そして再び絶ぜつ叫きよう。無む貌ぼうの顔がぐるりと左京を見る。

アリサ：こりゃもう、完全にジャーム化してるな……。

左京：血の混じった唾つばを吐はき捨てる。……止める術すべが無いなら、こちらも容よう赦しやはせん。

ＧＭ：廊下を間に対たい峙じするふたり。息も荒く、人影はまるで獣けもののように低い体勢を取る。防ぼう御ぎよのことなど、まるで考えていないようだ。

左京：こちらは、巨きよ大だいな雷を生み出す。相手がこちらの首を斬きるまでに撃うち落とせるか？

ＧＭ：了りよう解かい。では、しばしの膠こう着ちやくの後──人影が床ゆかを蹴ける。

左京：同時に雷の雨を降ふらせる！




　廊下が埋うめ尽くされるほどの雷が左京から放たれる。

　人影がいかに速く動いても、避よけようのないほどの稲妻。

　何千という電撃に撃たれながらも、人影は残ったブレードで左京の首を狙う。

　そして──。




ＧＭ：その刃やいばが左京に届く寸前で、人影は力尽きる。あと数センチというところで。

左京：…………ふう、なんとかなったか。

ＧＭ：いつしか周囲から戦闘の音は消えている。突入部隊が成功したようだ。

左京：まったく、指揮がずさんだと現場の人間が苦労する。

ＧＭ：と、左京が愚ぐ痴ちをこぼしつつふと床に目を落とすと。




　倒たおれた拍ひよう子しか、雷の衝撃か。

　たった今まで戦っていた人影の仮面が破れ、その素す顔がおがのぞいている。

　無貌の向こう側にあったのは──。




ＧＭ：左京の妹、美緒の顔。

アリサ：っ！

ＧＭ：美緒は目を見開き、虚うつろな視線で床を見ているのみ。

左京：馬鹿な……、美緒……！　とつぶやいて、思わず彼女に触ふれる。

ＧＭ：そこに命は感じられない。たった今、キミが壊してしまったから。

左京：…………膝ひざをついて呆ぼう然ぜんとする。

ＧＭ：ではそのタイミングでキミの通信端末が着信を告げる。

左京：自分からは取れないな。何コールかした後に強きよう制せい着信してくれ。

ＧＭ：了解。端末からは鈴木和美の焦あせった声が流れてくる。「左京くん、聞こえる！　左京くん！　……あなたたちのいるホテルに、左京くんの家族が人ひと質じちになっているの！」

左京：家族、という単語に引き寄せられるように携けい帯たい端末を虚ろな視線で眺ながめる。

ＧＭ：和美は続ける。「彼女たちを連れてそのビルから早く逃げて！」

左京：早く……？　何を言ってるんだ、もう、殺してしまったというのに……！

ＧＭ：「逃げて！　その建物には、その建物には爆ばく弾だんが──」

アリサ：え？

ＧＭ：和美の言葉が終わらぬうちに、閃せん光こうが左京の視界を覆い尽つくす。そして──。




　爆風と衝しよう撃げき波はが、古びたビルを粉々に吹き飛ばした。




アリサ：うお、どういうことだ。なんで爆発が？

ＧＭ：それはこれから説明しよう。左京の夢自体はここで終わる。

左京：…………。

ＧＭ：覚かく醒せいまでのまどろみの中、左京はそれからの記憶をたどる。……九死に一生を得た左京は、その後あの事件の首しゆ謀ぼう者しやが当時のＴ市支部長だったことを知らされる。

アリサ：支部長？

ＧＭ：そう。実はＦＨとつながってたのは立てこもった連中ではなく、支部長だった。支部長はイリーガルを邪魔に思い、それと自分に反抗するエージェントを食い合わせた。

アリサ：それで爆弾を？

ＧＭ：生き残りが出ないようにするためにね。そして綾あやと和美はその支部長を追ってたんだ。だからあのタイミングで連絡が来た。通信妨害のために間に合わなかったんだが。

アリサ：なーるほど。で、左京の妹はＵＧＮエージェントだったのか。

ＧＭ：いいや、左京の妹──美緒は正しよう真しん正しよう銘めいの一般人だよ。

アリサ：え……？

ＧＭ：美緒は立てこもり側が人質にとってたんだ。イリーガルを引かせるために。

アリサ：うわっ！　立てこもった側も追い詰つめられてたもんだね。

ＧＭ：種をばらすと、美緒を覆っていたスーツのようなものがオーヴァードなんだよ。

アリサ：ああ、そういうことか！　対象に融ゆう合ごうして力を発揮するタイプ！

ＧＭ：うん、それで美緒を見せて人質として機能させるつもりだったんだけど……。

左京：その前に、戦闘の影えい響きようでジャーム化したのか。

ＧＭ：その通り。ついでに言うなら、もちろん支部長側は人質のことを伏ふせていた。

アリサ：そりゃそうだな。支部長側は全員あのビルに入って欲ほしかったんだから。……これが左京の真実か。

ＧＭ：もうちょい続きがある。

アリサ：まだあるのか!?

ＧＭ：この後、左京を追い撃つように母親の体調が激変する。もともと体の強い方でなかった母は妹が死んだショックに堪えられず──、そのまま亡くなってしまう。

左京：それを契けい機きに俺は姿を消す。そしてＦＨの門を叩たたいた。

アリサ：……え、そうなのか？

左京：何か疑問が？

アリサ：だって今の話じゃＦＨは妹の間接的な仇かたきだろ？　なのにＦＨに入るのか？

ＧＭ：まあ、ＵＧＮにはいられないだろうけどね。

左京：そこにはまた違ちがう思おも惑わくがある。それは──今は語らないが。

アリサ：……？

ＧＭ：そんな経けい緯いを思い出しつつ、左京は目を覚ます。

左京：では最後に皮肉げにつぶやこう。




「……言われなくても己の罪つみは忘れないさ、美緒」




　　　　＊　　　＊　　　＊




アリサ：うおおおおおおおお、ひどい話だ！

ＧＭ：自分の手で一般人を、しかも妹を殺しちゃったって話だからねー。

アリサ：これ、かわたなさんが考えたんですか？

左京：うん、基本は自分で考えた。だけど……。

アリサ：だけど？

左京：支部長周りとか、母親のことは矢野くんのアイデアだね（笑）。

アリサ：よりひどい方向にアレンジしたんですか（笑）。

ＧＭ：まあ、思いついちゃったから（笑）。

アリサ：容よう赦しやのない人だー！

ＧＭ：なんとでも言うがいい（笑）。……では次のシーンに行くよ。







◆Opening03◆幼き始末屋


Scene Player ─── アリサ・トツカ






「ほえー」

　アリサは間ま抜ぬけな声で周囲を見み渡わたした。

　沈しずみ込むようなカーペット、壁には宗教画が飾かざられ、豪ごう奢しやだが鼻につかない家具の数々、妙たえなる音楽がうっすらと流れ、なにやらいい香かおりが鼻び腔こうをくすぐる。

「なんつー貴族趣しゆ味みだ」

　まるで四十を過ぎた男のように、アリサは皮肉げに口を歪めた。




ＧＭ：ではアリサのオープニングだ。カインの私室に呼ばれたところからスタートだ。

アリサ：私室？

ＧＭ：そうそう、なんというかこう……貴族趣味の部屋。

アリサ：貴族趣味！（笑）

ＧＭ：俺の中ではそういうヤツなんだよ、カイン（笑）。

アリサ：部屋を見回して声をあげる。……こんなでかいベッドにひとりで寝ねてるのかー。

ＧＭ：ではアリサがきょろきょろと部屋を見て回っていると、カインが声をかける。「こちらにかけてくれ。……珈琲コーヒーと紅こう茶ちやはどちらがいい？」

アリサ：あー、日本茶。緑茶がいい。しぶーいやつ。

ＧＭ：「やれやれ、キミの趣味がわからないな」と言いつつもカインは玉ぎよく露ろを出す。

アリサ：煎せん茶ちやでよかったのにな。……で、何の用だ？

ＧＭ：「キミに頼たのみがある」とカインは優ゆう雅がにお茶を飲みつつ言う。

アリサ：お前の頼みとかろくなもんじゃねえよな、きっと。

ＧＭ：「むしろキミへの頼みと言った時点でろくなものにはならないんじゃないかい？　そうだろう、〝始末屋〟」

アリサ：む……。

ＧＭ：微び笑しようを浮うかべながら、カインは机の上に両りよう肘ひじをつく。「ところで、キミは誇ほこりを持たないものが嫌いなんだろ？」

アリサ：そう言われると大おお仰ぎように肩かたをすくめて言う。……そういうヤツを見ると反吐へどが出るね。特にあれだ、お前らマスターレイスの黒須左京ってヤツはダメだ（笑）。

左京：なんで狙ねらい撃うちなんだ（笑）。

アリサ：アイツはただひたすらオーヴァードを殺して回っているだけだ。まるで狂きよう犬けんだな。

ＧＭ：ではカインは満足げにうなずくと、「やっぱりキミを呼んだ甲斐かいがあったね」と言う。

アリサ：あん？

ＧＭ：「マスターレイスはお父様が集めた集団だ。その選別に文句を付けるつもりはないが──裏切り者の予防はしておくべきだと、思わないか？」

アリサ：回りくどい言い方をするんじゃねえよ、つまり黒須左京を殺せってことだろう。

ＧＭ：「少し、違うな」

アリサ：あぁ？

ＧＭ：「僕ぼくは彼が裏切り者であると、確かく証しようを得ているわけではない。むしろ彼がお父様にとって本当に有益な人材であればいいと、今でも信じているよ」

アリサ：で？

ＧＭ：「キミのお眼鏡めがねにかなえば問題はない。そう思ったのさ」

左京：こいつ、絶対そんなこと思ってないだろ（笑）。

アリサ：あたしも正直そう思う（笑）。

ＧＭ：ふふふ、好きに想像してくれ（笑）。

アリサ：とりあえず一回は断ってみよう。……お断りだ。あんなやつを観察するなんて時間の無駄だ。マスターレイスでなければ、さっさと殺して海に捨ててるぜ。

ＧＭ：カインはその言葉に、口の端はしをつりあげる。「そうしても構わない。そう言ったら？」

アリサ：……なに？

ＧＭ：「キミがそう判断したら、黒須左京を殺しても構わない。後の責任は全部僕が取る」

アリサ：…………マジか？

ＧＭ：「僕は噓うそはつかない。無論報ほう酬しゆうも支し払はらうよ」

アリサ：なら受けてやる。あのイカレ眼鏡をぶちのめすのは、スカッとしそうだしな。

ＧＭ：「ありがとう、恩に着るよ」

アリサ：心にもない言葉を言うな。……と、でかいトランクを抱かかえる。

ＧＭ：と、これが数週間前の出来事。この後アリサは左京とコンビを組まされて……。

アリサ：なかなか判別がつかず、今に至るってことか。

ＧＭ：そういうこと。で、シーンは現在に戻もどってくる。左京も登場してください。

左京：む、こっちもか。

ＧＭ：時刻は夜。ひとつの任務が終わってふたりが帰ってくるところ。とある港で迎むかえを待っている感じ。

左京：超ちよう小こ型がた潜せん水すい艦かんとかが迎えに来るに違ちがいない。

ＧＭ：じゃあそれで（笑）。

アリサ：それならトランクの上に腰こし掛かけて言う。……いやー、今日も楽勝だったな。楽勝過ぎてつまらないくらいだ。

左京：ならば横目で睨にらみ付けて言う。……なぜ俺につきまとう？

アリサ：最初に言ったろ？　お前を殺す理由が欲しいからさ。

ＧＭ：そこはごまかさないのか（笑）。

左京：ふん、殺したければ殺せばいいだろう。

アリサ：まだまだ足りないな。まだまだ足りない。お前があたしのトツカを使う価値があるのか、もっとたっぷりお前のイヤなところを見せてもらって──判断してやる。

左京：ふん……、まだるっこしいな。なんだったらここで一戦やってもいいんだぞ。

アリサ：ほう？　やるってのか、小こ僧ぞう？

左京：肉体的には俺の方が年上だ。

ＧＭ：──と、ふたりが殺気混じりでにらみ合っていると。

左京：む。

ＧＭ：倉庫の陰かげから人ひと影かげがあらわれる。迎えとは違う方角から。

左京：誰だ？

ＧＭ：出てきたのはふたり。ひとりは知ってる顔、もうひとりは知らない顔。

アリサ：知ってる顔？　……って、ああハンドアウトに書いてあった。

ＧＭ：そうそう。片方は進藤昭二。二十代の男性で、ラグビー選手のように体格がいい。そこに妙みように小さな目のある顔がちょこんと乗っている感じ。

アリサ：いかにもな肉体系オーヴァードって感じだなあ（笑）。

ＧＭ：能力もカバーリング系って設定だ。ちなみにコイツの特とく徴ちようは──すぐに泣く。

左京：……は？

ＧＭ：何かというと泣く。他人の話でも感かん極きわまって泣いちゃう。そんな大男。

アリサ：な、なんでそんなヤツがＦＨに……？

ＧＭ：こいつ不死者なんだよ。ＵＧＮだとジャーム扱あつかいなんだ。

左京・アリサ：あ～……。

ＧＭ：で、この進藤が──重じゆう傷しようを負っている。

左京：なに？

ＧＭ：重傷どころか致ち命めい傷しようかな。胸が大きくえぐられて、そこから血が流れ出している。あちこちに焼け焦こげた跡もあるね。で、この進藤をもうひとりの男が支えている。四十歳さいくらいのひょろっとした男。鷲わし鼻ばなが目立つ、やせぎすの男だ。こっちに傷は無い。

アリサ：ハンドアウトによれば、こっちが幡中悟道か？

ＧＭ：うん、そう。自己紹しよう介かいはもう少し後になるけど。悟道が「大だい丈じよう夫ぶですか、進藤さん」と言うと、進藤が左京を目で指して「ああ、こいつだよ」と答える。

左京：一応アリサに聞く。……ここで誰かと合流する予定はあったか？

アリサ：いいや、聞いてないね。

ＧＭ：ふたりの会話をよそに、進藤は血の気の引いた顔に笑えみを浮かべつつ、「よお」と。

左京：じっと目を細めて見るだけだ。

ＧＭ：その目に押おされるように悟道が「だ、大丈夫なんですか？」と聞くと、進藤は大きくうなずいて「大丈夫大丈夫、任せてくれよ」と。

アリサ：なんだお前ら？　つーかでかい方、このままだと死ぬぞ？

ＧＭ：「ああ、それはわかってる。……手て遅おくれだってことも」進藤は自分の体を見てそう言う。もう《リザレクト》もしてない体を。

左京：……わざわざ死に様を見せに来たのか？

ＧＭ：「いや、そういうわけじゃない。……あんたに頼たのみがあるんだ、黒須左京」

左京：ふん、聞くだけ聞いてやろう。

ＧＭ：すると、支えている男性が前に出る。「む、娘むすめを、娘を助けて欲しいんです！」

アリサ：娘ぇ？

ＧＭ：「そうです、娘を、沙由理を助けてください！　代わりになんでもします！」と土ど下げ座ざせんばかりに言う悟道。

左京：とりあえず黙だまって先を促うながす。

ＧＭ：では、悟道さんと進藤くんの話をざっくりまとめて話そう。……発ほつ端たんは簡単。悟道の娘、沙由理がＦＨに拉ら致ちされたこと。オーヴァード化の検体として捕つかまったらしい。

アリサ：ＦＨにゃよくあることだね。

ＧＭ：まあね。で、悟道さんはとある縁えんで知り合った進藤にこの件を相談したわけだ。

アリサ：……なんとなく、オチが読めてきた。

ＧＭ：推察の通り。ちょっと様子を見るだけのつもりの進藤くん、娘さんの状況にほだされちゃって。娘を逃にがしたはいいものの、自分が致命傷を負ってしまったわけだね。

アリサ：そりゃそうだろ。

ＧＭ：娘──沙由理は現在も逃亡中。彼女をなんとか父親のもとに連れてきて欲しい、と進藤が頼むわけだ。

左京：……。

ＧＭ：で、進藤はこう言う。「他の誰もが断っても、あんたなら受けてくれると思ったんだ。……オーヴァード嫌いのあんたなら」

アリサ：はっ、無む駄だ無駄。そんなことに首を突つっ込こむなんて意味がない。……だろ？

左京：ふん……、ひとつだけ確かく認にんさせろ。

ＧＭ：「なん、だ？」

左京：その娘、オーヴァード化の検体といったな。ならば──一いつ般ぱん人じんか？

ＧＭ：「ああ、そうだ。まだオーヴァードになってもいない」

左京：やはりそうか。

アリサ：それなら早々に捕まって終わりだろ。（進藤に）あんたは余計なことをしたな。ご愁しゆう傷しよう様さま。さあ、さっさとアジトに戻もどる──。

左京：あんたの頼み、受けてやろう。

アリサ：……え？（笑）

ＧＭ：では進藤は涙ぐんで言う。「ああ、よかった。やっぱりアンタならそう言ってくれると思っていたよ。あの子はここから西の森に逃がした。助けてやってくれ」

左京：ふん。

ＧＭ：そして隣にいる悟道に「な、大丈夫だっただろ？」と言うと、悟道が左京に「は……はい、どうか、どうか娘を……！」と。

左京：悪いがあんたのためじゃない。俺おれの願いのためにやるだけだ。

ＧＭ：「ね、願い、ですか？」

左京：あんたには関係ない。……そして進藤をじっと見る。本当に致命傷なのか？

ＧＭ：今すぐに病院に駆かけ込んでも、数時間も保もたないだろう。

左京：では冷たい目で見下して言おう。……言い残すことはもうないな。

ＧＭ：「…………」進藤は黙ってうなずく。

左京：その瞬しゆん間かん、躊躇なく雷いかずちを撃ち込んで進藤にとどめを刺さす。

アリサ：ひゅう、派手な殺し方だ。

左京：で、悟道をじろりと睨にらむ。……あんたはこうなりたくなかったら、もう二度とオーヴァードとは関かかわらないことだな。

ＧＭ：悟道は目を見開き、喉のどを鳴らすものの、勇気を振ふり絞しぼって首を横に振ふる。「だ、ダメです。娘を、沙由理を取とり戻もどすまでは……」

左京：ふん、娘は送おくり届とどけてやる。

ＧＭ：がくがくと震ふるえながら、悟道はうなずく。そしてメモ帳に自分の連れん絡らく先さきを書いて渡わたす。「も、もし娘を助け出したらここに……」

左京：無む造ぞう作さにポケットに入れる。で一言。……行け。

ＧＭ：「お、お願いします！」とひとつ頭を下げると、こけつまろびつしながら去っていく。

左京：それを見送ってから、アリサに向き直る。……俺を殺す理由ができたようだな。

アリサ：あ？　なにがだ？

左京：同じＦＨが捕つかまえた検体を助けようというのだ。裏切ったも同然だろう。

アリサ：はっ、お前何言ってんだ？　お前のどこがＦＨを裏切っているんだよ。

左京：なに？

アリサ：ＦＨは究極の個こ人じん主しゆ義ぎだ。内部でどれほど争いを起こしても裏うら切ぎるなんてことにはならない。それぞれが欲望のために行動している組織だからな。……ま、やりすぎると他のヤツの欲望の邪魔をして殺されることはあるが。

左京：ふん、勝手な組織だ。

アリサ：あたしがわからないのは、この件を受けた理由さ。なんでこんなことをする？

左京：……俺は俺のやりたいことをやる。それだけだ。

アリサ：ふーん、やりたいこと、ね。

左京：お前は着いてこなくてもいい。この件は俺ひとりでやる。

アリサ：おおっと、勝手に決めるなよ。お前と同じように、あたしはあたしのやりたいことをする。指図は受けない。

左京：ふん、ならば力づくで止めるか？

アリサ：いいや、あたしも着いていく。さっきまで興味はひとかけらもなかったが、今は違うからね。

左京：……どういう意味だ。

アリサ：お前の願いとやらが関わってるなら、あたしも首をつっこむ価値がある。お前を殺す理由になるからな。




　少女は殺気だった笑みで、左京に指を突つきつける。




アリサ：よーく見極めてから始末してやるよ、黒須左京。

左京：…………ふん、好きにしろ。

ＧＭ：では、ここでシーンを切ろうか。







　　　　MIDDLE　PHASE




◆Middle01◆黒須左京という男


Scene Player ─── 黒須左京






　スポットライトが三人を照らし出す。

　逆光の中、左京は身じろぎもせずにただ目を細めた。

　冷たい殺気を体から放ちつつ。




ＧＭ：ではミドル最初のシーン。オープニング最初のシーンの直後です。

アリサ：スポットライトを受けたところから？

ＧＭ：そうそう。進藤から居場所を教えてもらって、沙由理を発見したらスポットライトが、ってところ。

左京：なるほど、つながったな。

ＧＭ：で、逆光の向こう側から誰かしらの声が聞こえる。「お前ら、その娘むすめを渡わたせ！」

アリサ：あぁん？

左京：……ＦＨなのか？

ＧＭ：「俺たちはマスターレイス、ヨハン・コードウェル麾き下かのものだ！」

アリサ：ヨハン！

ＧＭ：そう、左京と同じマスターレイスの……。

アリサ：ほんわかします（笑）。

ＧＭ：なんでだよ！（笑）




　ヨハン・コードウェル。左京やカインと同じマスターレイスのひとり。

　乱暴者だがコードウェル博士には忠実な少年。

　なのだが──。




アリサ：（素すに戻って）だってアイツ、絶対三下じゃないですか！　基本ルールブックに載のってる台詞せりふ、「燃えろ、燃えろ、燃えろ、すべて灰にしてやるぜぇっ！」ですよ！

左京：控ひかえめに言ってチンピラみたいだよな（笑）。

ＧＭ：まあ、掲けい載さいされた当時友人から「なんでコイツモヒカンじゃないの？」と言われたヤツだからなあ（笑）。……いや、でも実力はあるんだって！

アリサ：それでもほんわかせずにはいられない（笑）。

ＧＭ：くっ（笑）。まあいい、シーンを続けよう。声は続ける。「その娘は、俺たちヨハン・コードウェルセルが捕まえた検体だ！　渡してもらうぜ！」

アリサ：では横目で左京を見る。……ってことだそうだが、どうする？

左京：ふん、ヨハンあたりなら問題はない。俺の好きにさせてもらう。

アリサ：強気だねぇ。

左京：俺も同じ〝マスターレイス〟のひとりだ。ヤツに従ういわれはない。

アリサ：そりゃごもっとも。

左京：連中に言う。……ヨハンの麾下だとて関係ない。この娘は俺の好きにする。

ＧＭ：すると、「なんだとぉ？」という声の次に、「お、おい、あいつ見たことあるぞ！」「そうだ、確か〝マスターレイス[image: ]グザイ〟！」「あの狂きよう犬けんか！」という動どう揺ようが広がっていく。

左京：ふん。

ＧＭ：と、背後から沙由理が驚おどろきの顔でつぶやく。「あなたたちは……一体？」

左京：……答えずに腰こしを抱だく。

ＧＭ：「え？」

左京：そして、跳とぶぞ、と言って地面を蹴ける。《イオノクラフト》で浮うき上がる感じにしたいんだけど、できる？

ＧＭ：いいでしょう。

左京：ついでに《ショート》でスポットライトを壊こわしておくか。

アリサ：おっと、置いていかれないようにこっちもトランクを抱かかえてジャンプしよう。で、跳びながら左京に言う。……なんだやらないのか。

左京：ふん、済ませることを先に済ませるまでだ。

ＧＭ：逃げられてしまった。こちらからどう対応させるか悩なやませようと思ったのに（笑）。

左京：悩む隙すき間まはなかったな。

ＧＭ：みたいだね。とりあえず場所を変えてシーンは続けよう。……ええと、逃げ出した先はどこなんだろう。

アリサ：同じ山の中なんじゃないか？　というか、この娘をどこに連れて行けばいいんだ？

ＧＭ：山から下りて、しばらく行った先にある街で悟道は待機しているよ。

左京：では、山には過か疎そ化かした村があってその空き屋を勝手に使うというのはどうだろう。

ＧＭ：お、了りよう解かい。そのプランでいこう。

左京：一いつ般ぱん人じんにはあまり関わりたくないからな……。

ＧＭ：ではうち捨てられているが、取り壊されもしない。そんな家のひとつを無断借用して、中に入ったところだと思ってくれ。

左京：雨あめ露つゆくらいはしのげるか。

アリサ：これで連中を撒まけるとも思えないけどな。

左京：次に出てくるようなら容よう赦しやはしない。それだけだ。

アリサ：くくっ、威い勢せいのいいことで。

ＧＭ：と、ここでおずおずと沙由理が口を開く。「あの……、あなたたちは一体……」

左京：その前に質問だ。お前はオーヴァードか？

ＧＭ：「……え？」目を瞬しばたたかせるだけ。何を言われているのかよく分からない、という感じ。

アリサ：一般人なんだろ？　聞いたとおり。

左京：一応の確かく認にんはしておきたい。……《ワーディング》を使おう。

ＧＭ：ほうほう、《ワーディング》ですか。

左京：？　使うぞ。

ＧＭ：では左京を中心に、空気が変わるような感覚。だが──沙由理はきょとん、としたままだ。《ワーディング》の影えい響きよう下にも入らず、感知もしていない、といった具合。

左京：なに……！

ＧＭ：そうだな。ここで〈知識：レネゲイド〉で判定してもらおうか。

アリサ：〈知識〉ぃ？　そんなもん無いよ。達成値は５。

左京：２レベルあるな。こちらは11だ。

ＧＭ：では左京はわかるな。これは《ＡＷＥアンチワーデイングエフエクト》の症しよう状じようだ。

左京：それは？

ＧＭ：その名の通り、なんらかの理由で《ワーディング》が効きかない人のこと。装備によるものだったり、実験の結果だったり、理由はいろいろあるんだけど、今回は体質によるものだと思って。稀まれにそういう人がいるんだよ。

左京：特異体質か。……オーヴァードなのか？

ＧＭ：いいや、オーヴァードではない。少なくとも《リザレクト》は使えないし、《ワーディング》も感知できない。

アリサ：うぅん、判別が難しいところだな。

左京：ヨハンがほしがったのはこの辺か？

ＧＭ：まあ珍めずらしいっちゃ珍しい存在だね。ただ、そんなに血ち眼まなこになって探すものでもない。対ワーディングマスクつけてる人間ってだけだから。

左京：ふむ……。

アリサ：わからなかったので聞こう。……おい、話が違ちがうぞ。オーヴァードだろ、こいつ。

左京：いいや、違う。ただ《ワーディング》に強いだけらしいな。

アリサ：ホントかよ。

ＧＭ：ではここで沙由理が。「あの、もしかして──私を、助けてくれたんですか？」

アリサ：ん～、一応そうなるかね。ああ、助けたのはここのムッツリ眼鏡めがねだけど。

左京：……ふん。

ＧＭ：では沙由理は左京に。「なぜ、私を……？」

左京：頼たのまれたからだ。お前の父親にな。

ＧＭ：「え──？」と声を上げる沙由理。ではここで〈知覚〉で判定を。

アリサ：〈知覚〉ぅ？　そんなもん無いよ。

ＧＭ：またか！　アリサは何が得意なんだよ（笑）。

アリサ：【肉体】だよ、【肉体】！　パワー、フィジカル、コンシャスネス！　もっと岩を動かしたり、走ったり泳いだりしようよ！（笑）

ＧＭ：で、達成値はいくつだったの？

アリサ：……４。

左京：ちなみにこっちは11だ。

アリサ：もう何も気づかず言いますよ。……パパに心配されるなんて、とんだプリンセスだね、ははは（笑）。

ＧＭ：意味わかんないぞ（笑）。では、そんなアリサを放っておいて左京は気がつくわけだが。

左京：ふん。

ＧＭ：父親、という単語に対してすごく意外そうな声を出した。

左京：？　父親のもとに戻もどるのがうれしくないのか？　……単刀直入に聞こう。

ＧＭ：「いえ、そんなことは……」と目を逸そらして沙由理は言う。そして「あの、私を先に助けてくれた、体の大きい人は……？」と話をずらす。

アリサ：あ？　ああ、進藤のことか。アイツなら──。

左京：──俺が殺した。

アリサ：って、ええええええええええええっ!?

左京：何を驚おどろく。

アリサ：いや、今のところはあたしが言おうとしてあんたが止めるんじゃないの!?　自分で言っちゃうの？

左京：それが一番簡潔だ。

アリサ：こ、こいつは……。

ＧＭ：沙由理もびっくりしてるよ（笑）。「噓うそ……」とつぶやいているけど。

左京：真実だ。

ＧＭ：「私を助けたから、ですか？」

アリサ：あー、つーか、あたしらが会ったときにはもう長くなかったんだよね。

ＧＭ：「そう、ですか……」そう言ってぽろぽろと沙由理は泣き出す。わめいたりはしない。ただ静かに涙なみだをこぼす。

左京：…………ちっ、余計な情報を与あたえるな。

アリサ：そのぐらいの説明は必要だろうに。

左京：一般人の世界に戻すんだ。少しでも情報は減らしておいた方がいい。

アリサ：おいおい、わけがわからないぞ。

左京：ふん……。

ＧＭ：「あの、それじゃあ、おふたりはあの大きな人の代わりに、私を助けに来てくれたんですか……？」

アリサ：細かいところはいろいろあるが、だいたいそんなところだね。

ＧＭ：そう言うと、沙由理は深々とお辞じ儀ぎする。「ありがとうございます──」

左京：礼などいらん。俺は俺のためにやっていることだ。

ＧＭ：「それでも、助けてくれるのですから……」そう言って、沙由理は部屋の隅すみに座すわり込む。ふたりの邪じや魔まをしないように気を遣つかっている感じだが、その仕草が妙みように慣れている。

アリサ：……？

ＧＭ：そんな違い和わ感を覚えながら、ここで一度シーンを切ろう。








《ショート》　多大な電流で機械を壊すブラックドッグのイージーエフェクト。













◆Middle02◆裏の事情


Scene Player ─── アリサ・トツカ






　沙由理が寝ねたのを確認して、アリサは家を出た。

　ぽっかりと浮うかぶ満月を見上げながら通信端たん末まつのスイッチを入れる。

「──もしもし」

　程ほどなくして、気き障ざそうな声が応答した。




アリサ：んー、ちょっと情報が足りない。

左京：話の筋すじはわかったが、ところどころ虫食いな感じだな。

アリサ：もうちょい調べられることを調べておくか。

ＧＭ：何をどうやって調べる？　それによって判定方法が変わるよ。

アリサ：そうだなあ。やっぱりあの父親──悟道が気になるからまずそっちかな。ＦＨに娘むすめがさらわれたからって、普ふ通つうこっちに乗り込こんではこれないだろう。

左京：何者なのかは知りたいところだな。

アリサ：カインを叩たたいてそのへん調べてもらう。……ってことで、必要だから調べろよ。

ＧＭ：通信してるのね（笑）。「いきなりだね、〝始末屋〟」

アリサ：お前の依い頼らいにも通じるだろ。それにお前の兄弟も関かかわってるんだ。

ＧＭ：「正せい鵠こくを射いているよ、確かにね」やれやれと肩かたをすくめつつ、カインは調べてくれる。……けど判定はアリサがやってくれ。〈情報：ＦＨ〉で。

アリサ：ではＦＨ幹かん部ぶのコネであるカインを使いつつ判定。……達成値は８。

ＧＭ：８なら成功だな。では通信を切ってから十五分後、カインから連れん絡らくが入る。

アリサ：早っ！　さすがだな。

ＧＭ：かいつまんで説明するね。まず幡中悟道、フリーのネゴシエーター。

アリサ：ネゴシエーター？　普通のサラリーマンに見えたぞ。

ＧＭ：印象はそうかもしれんが、実際そうだからしょうがない。家族構成は娘ひとりのみ。妻は他界している。……で、この娘、沙由理が拉ら致ちされたってことなんだけど。

アリサ：ヨハンが捕まえたんだよな？

ＧＭ：そう。ヨハンが直じき々じきに拉致してきた。拉致っていうよりは脅きよう迫はくかな。

アリサ：ヨハンは〝マスターレイス〟のひとりだよな。それが直々に出向いたのか？

ＧＭ：うん。悟道に、「娘を渡せ。でなければお前を燃やし尽つくす」って脅おどしたらしいよ。

アリサ：沙由理は珍しい体質だが、そこまでするほどのものか？

ＧＭ：いいや、ＦＨにとってはそこまで価値のある体質じゃないよ、《ＡＷＥ》は。

アリサ：だよなぁ……。

ＧＭ：で、拉致された後に悟道は進藤に接せつ触しよく。彼に依頼するかたちで娘を取り返しに来たわけだけど。その前に奇き妙みような動きがある。

アリサ：動き？

ＧＭ：悟道に進藤の情報を渡したヤツがいる。

アリサ：…………ほう。

ＧＭ：正確にはどこかの組織、かな。ＦＨへの接触点として悟道に進藤を紹しよう介かいした。で、無事進藤に接触した悟道が娘の話をすると──。

アリサ：（進藤になって）なんてかわいそうな子だ、おうおうおう～。

ＧＭ：そんな感じ（笑）。悟道の話に共感したってより、沙由理の様子を見たらかわいそうになっちゃったんだけどね。

アリサ：うーん、それはちょっと分かる気がする。なんというかかわいそうオーラ出てるし。

ＧＭ：で、勢いのまま助けようとして失敗。沙由理は逃にがすものの、進藤自身は致ち命めい傷しようを負ってしまう。後はキミたちの知っているとおり。

アリサ：なるほど。……黒幕がいるってことか。

左京：せっかくなんで俺おれも登場するか。こっちは別系統からヨハンの動きについて調べていたってことで、情報交こう換かんがしたい。いいか？

ＧＭ：了解。誰だれにアクセスする？

左京：コードウェル博士。

ＧＭ：うお！　で、でも〝マスターレイス〟について聞くんだから最さい適てきか。

左京：達成値は10。まあまあだ。

ＧＭ：では、左京の端末にも情報が来る。……ヨハンはこんな情報を耳にして沙由理をさらってきたそうだ。「沙由理をオーヴァードに覚かく醒せいさせると、すさまじい力を得る」

左京：（眉まゆをひそめる）

ＧＭ：《ＡＷＥ》はその証しよう拠こだ、ってことになってるね。

左京：それは真実か？

ＧＭ：さあ。出所不明の情報だし、確証はない。ちなみにヨハンはまだ沙由理にこだわっているらしい。山を下りるまでおそらくもう一回は接触するだろうね。

左京：ふん、関係ないな。……ではアリサに聞こう。何かわかったか？

アリサ：お前の兄弟がいろいろと教えてくれたよ。……と言って、さっきのことを全部伝える。隠かくしたりするのは面めん倒どうだからな。

左京：こちらも全部話そう。隠す情報でもない。

アリサ：ん～、双そう方ほうの話を聞いて思うんだが。

左京：なんだ？

アリサ：ヨハンに出所不明の情報を摑つかませたのと、悟道と進藤を接触させたのは同じ組織なんじゃないか？

左京：…………。

アリサ：ＦＨに絡からんでくる組織が同時期に複数あるとは思えないし。ＵＧＮにしちゃやり方に違和感がある。……だろ？

左京：──つぶすか。

アリサ：あ？　何を？

左京：その組織とやらだ。

アリサ：おいおい、先走りすぎだろ。まだどこの誰かもわからない相手だぞ。

左京：関係ない。しっぽを摑んだら、そのまま頭までたたきつぶしてくれる。

アリサ：オーヴァードじゃないヤツが混まじってるかもしれないのにか？

左京：関係ない。




　左京の目に剣けん吞のんな光が差す。




左京：オーヴァードと人の境界を侵おかすものならば、な。

アリサ：境界？

左京：ふん……。まずはヨハンを相手にする。話はそれからだ。

ＧＭ：ではそこでシーンを切ろうか。







◆Middle03◆暴ぼう炎えんの少年


Scene Player ─── 黒須左京






　少年は、不敵な笑えみで左京たちを待っていた。

　山の出口、国道に接する場所。

　その真ん中に腕うでを組み、仁王立ちで。周囲の空気を熱で揺ゆらがせながら。

　ヨハン・Ｃ・コードウェルは左京たちを待っていた。




ＧＭ：では次のシーン。時間は──まだ夜のままかな。

左京：少しの休息を取ったら山を下りる。時間をかければこちらが不利になるだけだ。

アリサ：相手の方が数が多いからなー。

ＧＭ：了解。沙由理は疲ひ労ろうした顔は見せつつも、文句も言わずにふたりについてくる。

アリサ：こういうところは助かるな。

ＧＭ：で、キミたちが山を下りて麓ふもとまでたどり着くと。そこに先さき程ほどの連中＋ひとりが待っている。金きん髪ぱつ碧へき眼がんの顔を悪意に歪ゆがませて。

アリサ：きゃー、ヨハンさーん！（笑）

ＧＭ：なんだその反はん応のうは！（笑）

アリサ：だから好きなんですよ、アイツ！　……さて、キャラに戻もどらねば（笑）。

ＧＭ：えーと、ヨハンは一番前で腕を組んでいる。で、左京たちが来るとにやりと笑ってこう言った。「よう、[image: ]グザイ。オレの言いたいことは分かるよな？」

左京：……ふん、娘は渡わたさん。そこをどいてもらおう。

ＧＭ：「かっ、それはオレが連れてきた娘だ。勝手はさせねえ」

左京：勝手？　その勝手を通すのがＦＨの流りゆう儀ぎだろう。

ＧＭ：「〝マスターレイス〟同士、やりあおうってのか？　あぁ？」

左京：それが必要とあればな。

ＧＭ：と、ヨハンの引き連れている連中が口々に言う。「こいつ、ヨハンくんを目の前に好き放題言いやがって」「ヨハンくん！　とっちめてくださいよ！」

アリサ：ちょっと待て！　なんでこいつらそんなチンピラっぽいんだ！（笑）

左京：チンピラってよりは不良だな（笑）。

ＧＭ：そうしたかったから（笑）。実際引き連れてるのは年若い連中ばかりだよ。

アリサ：暴走族なのか、こいつら（笑）。

ＧＭ：イメージはね。「ヨハンくんがやらないんだったら自分が！」とか言い出す始末。

左京：ふん、全員でかかってきても構わないが？

ＧＭ：「吹ふくじゃねえか、新参者がぁ……」

アリサ：ここであたしも口を挟はさむか。……はっ、わかりやすい。あんたはこのイカレ眼鏡と違ちがってわかりやすくていいね。

ＧＭ：「なんだぁ、ガキが」

アリサ：小さいといって侮あなどてもらっちゃ困る。聞いたことはないか？　〝始末屋〟の名を。

ＧＭ：ヨハンの眉が少し動く。「お前、まさかトツカ一族の……」

アリサ：その通り。……成り行きとはいえ〝マスターレイス〟を喰くうのも悪くはないな。

ＧＭ：「狂犬が……」

アリサ：狂犬結構！　楽しもうじゃないか、なあ！

ＧＭ：と、ヨハンは笑みを消して唾つばを吐はき捨てる。「むかつく連中だ。どいつもこいつも自分の事ばかり。今のＦＨは父上の意い志しこそすべてだとなぜわからねぇ！」

左京：ほう、ならばお前はコードウェル博士のために動いているとでも？

ＧＭ：「無論だ！　オレの行動はすべて父上のためにある！」

アリサ：それが──あんたの欲望ってわけだ。

左京：ふん、アリサが狂犬ならお前はつながれた犬か。いいだろう、かかってこい。

ＧＭ：「上等だ！」というところで戦せん闘とうに移ろう。敵はヨハンとその部下たちが３グループ。

アリサ：お、後ろの連中も戦闘に参加するのか。

ＧＭ：「ヨハンくんになめた口聞きやがってよぉ！」とか言ってる。

アリサ：……だんだんこいつらが好きになってくる（笑）。

ＧＭ：ちなみに戦闘の条件だけど、部下を全ぜん滅めつさせるか、ヨハンの【ＨＰ】を一度０にするかで終しゆう了りようするから。

左京：まあ、死ぬまで戦ったりはしないか（笑）。

ＧＭ：それはさすがに（笑）。……ではセットアップからだけど、誰か行動する？

左京・アリサ：（首を横に振ふる）

ＧＭ：こっちもなし。それじゃあ行動値の順番だな。ええと、最初は──18で部下か。

アリサ：早いな！

ＧＭ：「ひゃっはー！　ヨハンくんにたてつくヤツはやっちまえー！」

左京：ひゃっはー、って言ったぞ（笑）。

ＧＭ：対象はダイス振って決めるか。ええと……アリサ、アリサ、アリサ（笑）。

アリサ：ちょ、待て！　ヨハンは明らかに左京に喧けん嘩か売ってただろ！

ＧＭ：「じゃあ俺たちはお前だー！」（笑）

アリサ：ちくしょー！　正しいじゃねえか！（笑）

ＧＭ：というわけで《光の弓》＋《ピンポイントレーザー》が三回。

アリサ：うー、防ぼう御ぎよはダメダメなんだよな。




　と言いつつもアリサは三回の攻撃中、一回を回かい避ひ。残りＨＰ20点で耐たえる。




ＧＭ：む、落とせなかったか。

アリサ：白兵戦型のＨＰをなめないでもらおう。……危なかったけど（笑）。

左京：では次は俺だな。ここはコンボ名・ロンギヌスを使う。

ＧＭ：ああ、懐なつかしいネタだ（笑）。

左京：《雷いかずちの槍やり》を基本にしたコンボ。ピュアブリード、特化タイプの攻撃力を見ろ！　……ヨハンに攻撃。命中の達成値は44！

ＧＭ：結構来たな！　……回避は16で失敗。ダメージを。

左京：ダメージは52点だ。

ＧＭ：ぐお！　軽く攻撃しただけで50点超ごえか！　さすが経験点[image: 150]超えのキャラ。

左京：巨きよ大だいな雷でヨハンを撃ってから言う。……コードウェル博士の意志で動くと言っておきながら、お前は独自の判断でこの娘をさらったようだな。

ＧＭ：「はっ、オレのやることは全部父上の糧かてになるんだ！　すべてな！」

左京：単たん純じゆん馬ば鹿かか……。

アリサ：あほらしいほどに純じゆん粋すいだな（笑）。

ＧＭ：で、ヨハンの攻撃。攻撃なんだが……（アリサを見る）。

アリサ：ん？

ＧＭ：ヨハンの攻撃は、本当はお前に撃った方が効率がいい。効率はいい。だが……。

アリサ：だが？

ＧＭ：今はどうしても左京が許せん！　「この新参がああああああああっ！」（笑）

アリサ：きゃー！　それでこそヨハンくんよー！（笑）

ＧＭ：マイナーで《ハンティングスタイル》＋《破は壊かいの爪つめ》＋《終末の炎ほのお》！　このタイミングでＨＰ削けずるとかありえない気もするが、左京よりダメージ出したいからよしとする！

左京：なんかさっきから自分自身を説得してないか、ＧＭ（笑）。

ＧＭ：右みぎ腕うでが炎に巻かれ、巨大なかぎ爪づめと化す！　そして《コンセントレイト：キュマイラ》＋《炎えん神しんの怒いかり》＋《獣けものの力》＋《鬼おにの一いち撃げき》＋《獣の王》＋《インフェルノ》！

アリサ：げ！　《インフェルノ》！　そりゃこっちに来たらやばかった！

左京：どんな効果だ？

アリサ：ダメージを与あたえたヤツを行動済みにするエフェクト。

左京：……危なかったな。

ＧＭ：感情の強さがそのまま炎の勢いになる感じで。「燃えろ、燃えろ、もえろおおおおっ!!」と叫さけんで攻撃。……出目が悪くて、達成値は29。ただしリアクション不ふ可かだ。

左京：この力馬鹿め！　ごり押おしか！

ＧＭ：ダメージは76点！　よし、左京の上をいった！

左京：無論《リザレクト》だ。ＨＰは９点になった。

ＧＭ：「この程度で膝ひざをつくかよ！」

左京：ふん……、勇んだ割わりにはたいしたことはないようだな。

ＧＭ：と、ヨハンの部下がざわめく。「ヨハンくんのアレを受けて立ち上がった……！」「これが〝マスターレイス〟同士の戦いか……！」

アリサ：おおっと、あたしを忘れてもらっちゃ困る。というわけで、足あし下もとのトランクを蹴け飛とばす。するとトツカの剣けんが飛び出して手元に。

ＧＭ：ヨハンの目がぎょろりと動く。「それが──お前の一族に伝わる剣か？」

アリサ：このトツカの剣に斬きられることができることを栄えい誉よに思いな。

ＧＭ：「かっ、ありがたくもねえ！」

アリサ：では《コンセントレイト：モルフェウス》＋《ペネトレイト》＋《マルチウェポン》＋《ヴァリアブルウェポン》。……出目いまいち。達成値25。命中ならダメージは52！

ＧＭ：52、52か。

アリサ：どうした？

ＧＭ：ヨハンの今のＨＰは、残り50ぴったりだったんだ……（笑）。

左京：さっき攻撃でＨＰを削けずったのが効いたか（笑）。

ＧＭ：左京を超こえるために必要だったんだ（笑）。そこでヨハンのＨＰが０になる。

アリサ：ではヨハンの炎の防御を一いつ刀とう両りよう断だんする勢いで。

ＧＭ：「が……っ！」と膝をつくヨハン。もちろん《燃える魂たましい》を使って蘇よみがえるんだが……。

左京：（ヨハンの部下になって）「ああっ、あのヨハンくんが膝を！」

アリサ：見下ろして言う。……まさかこれで終わりじゃないだろう？　さあ、次の武器を抜ぬけ。お前の誇ほこりを見せてみろ！

ＧＭ：「なめやがって……！」怒りに濁にごった目をむけるヨハン。体全体を炎が覆おおい尽くす。「なら、見せてやろうじゃねえか！　オレの、本当の炎を！」と言うんだが。

左京：だが？

ＧＭ：部下たちが慌あわてる。「ま、まずいっすよヨハンくん！　その力は！」「それは、博士の許可が無いと……！」とか言って。ヨハンは彼らを振ふり払はらおうとする。しかし──。

アリサ：あ、わかった（笑）。部下がヨハンに組み付くんだな。「ヨハンくん！　それだけは！」

ＧＭ：そうそう。「離はなれろ、お前ら！」とヨハンが叫さけぶも、「ダメっす！　やるなら俺たちごとやってください！」「ぐ……！」みたいなやりとりが（笑）。

左京：愛されてるなあ、ヨハンは（笑）。

ＧＭ：ヨハンは左京たちを睨にらんで言う。「ちっ、ここは引き下がってやる！」

アリサ：いい負け惜しみだ（笑）。

ＧＭ：いかにも不満そうにヨハンたちは去っていく。

アリサ：ははっ、さすがは〝マスターレイス〟。いい誇りを持っている。

左京：ふん。あれはただ馬鹿なだけだろう。

アリサ：馬鹿大いに結構。単純なヤツは芯しんが強い。

左京：ふん。……そういうヤツを俺も知っている。

ＧＭ：十也のことか。

アリサ：なんだ、お前にも友達がいたのか？

左京：友人ではない。それに──。




「──もう、昔の話だ」








《ピンポイントレーザー》　収束率をさらに上げ、防御を貫くエンジェルハィロゥのエフェクト。

《炎神の怒り》　体内の熱エネルギーを過剰に使って運動能力を高めるサラマンダーのエフェクト。

《獣の王》　巨大な殺気で相手の動きを止めるキュマイラのエフェクト。

《インフェルノ》　炎の熱と痛みで相手をつなぎ止めるサラマンダーのエフェクト。

《ペネトレイト》　武器を変形させて防御を貫くモルフェウスのエフェクト。

《マルチウェポン》　ふたつの武器を同時に使うノイマンのエフェクト。

《ヴァリアブルウェポン》　さらに複数の武器を使うノイマンのエフェクト。

《燃える魂》　熱エネルギーを生命力に変換して蘇生するサラマンダーのエフェクト。













◆Middle04◆妹の面おも影かげ


Scene Player ─── 黒須左京






「く……」

　屋根付きのバス停に、左京は膝ひざをつく。

　ヨハンの炎ほのおによって受けた傷きずが開いたのだ。

　黒こげになった皮ひ膚ふの一部は再生しつつあるが、ひどく痛いたむ。

「あの、大だい丈じよう夫ぶ、ですか？」

　おずおずと、沙由理が口を開いた。




ＧＭ：では次のシーン。左京は登場で。

左京：む、ちょっと回復がしたいな。さすがにＨＰが厳しい。

ＧＭ：おお、では痛みに顔をしかめた左京に、沙由理が手当てする感じにしましょうか。

左京：なるほど。……では場所は屋根付きのバス停とかで。深夜なら人もこない。

アリサ：あたしは足を調達するためにその場にはいないってことにするよ。

ＧＭ：了りよう解かい。では左京と沙由理ふたりきりになったところで。

左京：俺おれがやけどに顔をしかめる。「つ……！」

ＧＭ：と、沙由理がおずおずと言う。「あの、大丈夫、ですか？　傷が……」

左京：放っておけ、気にするな。

ＧＭ：「え……？」

左京：見ればわかる。……と、徐じよ々じよに回復する左京の傷。

ＧＭ：息を吞のむ沙由理。「あなたたちは、その、一体……？」

アリサ：さすがにごまかせないよなあ。さっきの戦いも見てるし。

左京：ふん、忘れろと言っても無理な話か。

ＧＭ：じっと、遠えん慮りよがちに左京を見る沙由理。

左京：だが俺は説明しない。こう言うだけだ。……お前には知らない世界がある。俺はそちら側の住人だ。怖こわければ──近寄らないことだな。

ＧＭ：その言葉にしばらく沙由理は黙だまってから、ひとつ首を振ふって左京に近づく。そして着ている服の裾すそを破く。

左京：おい……。

ＧＭ：制止も聞かず、沙由理は本当に簡単ながら応急手当てを始める。「あなたがどんな人でも……、助けてくれた人ですから……」

左京：…………ふん。
















ＧＭ：応急手当てキット相当ということで、ＨＰも回復させよう。８点回復。

左京：17点になったか。

ＧＭ：せっせと沙由理は手当てを続けていく。一いつ生しよう懸けん命めいなその姿は、どこか妹を思い出す。

左京：思わずつぶやいてしまおう。……美緒。

ＧＭ：「えっ？」

左京：しまった、という顔になりながら。……なんでもない。

ＧＭ：戸と惑まどった表情を見せて──うーん、ここで突つっ込こんで聞くキャラじゃないからなあ。「は、はい」と言うだけで手当てを続ける。「あの……」

左京：なんだ。

ＧＭ：「ありがとう、ございます。……お礼を、言ってなかったので……」

左京：礼などいらん。俺は勝手にやっているだけだ。

ＧＭ：「それでも……」と、わずかにうなずく沙由理。……ちなみに手当てを受けていて気がついたことがある。沙由理は妙みように傷の手当てに慣れているね。

左京：なに？　……どうも妙な演出が多いな。人の邪じや魔まをしない感覚といい、引っ込み思案なところといい、傷の手当てに慣れていることといい。

アリサ：父親の名前に変な反はん応のうもしてたな。

左京：聞いてみるか。……お前、ずいぶんと手当てに習しゆう熟じゆくしているな。

ＧＭ：「……自分で、よくやりますから……」

左京：自分で、と言ったな。お前、もしかして──。




　左京の冷たい目が沙由理に突つき刺ささる。

「誰だれかに暴力を振るわれているのか？」




ＧＭ：「……っ！」沙由理は即そく座ざに首を横に振る。だが、左京は瞬しゆん間かんだけ凍こおりついた表情を見み逃のがさなかった。

左京：やはりそうか……。俺の母親もよくそういう目をしていた。

ＧＭ：「え……？」

左京：近いもの、親しいものに虐しいたげられた経験のあるものが見せる、おびえた目だ。

ＧＭ：「……」沈ちん黙もくする沙由理。

左京：聞いておく。お前は──お前のいた世界に戻もどりたいか？




　左京の問いに、沙由理の瞳ひとみが揺ゆれた。

　ざあ、と風が音を立て、通り過ぎてゆく。

　結局、沙由理はその問いに答えを出せなかった。

　長い長い沈黙の中、虫の声だけがこだまする──。







◆Middle05◆仮面の下


Scene Player ─── アリサ・トツカ






　アリサは深夜の村を歩く。

　適当な車でも見つけられれば、悟道との合流地点に行くのに問題はあるまい。

　そう思って物色している時、懐ふところの通信端たん末まつが鳴った。




ＧＭ：では次のシーン。アリサのシーンだね。

アリサ：とりあえずは左京と離はなれて、車でも探そう。もうヨハンは手を出してこないし、あとは合流場所に向かうだけだ。

左京：車って、十三歳さいだろお前。

アリサ：はっはっは、ＦＨだから関係ない！　ついでに言えば剣けんから車の操作方法をダウンロードして知っているのだ。……まあ、ノイマンだからなんだけど。

ＧＭ：なるほどな（笑）。じゃあ車を探しているところに、カインから連れん絡らくが入るよ。

アリサ：お？　じゃあ上じよう機き嫌げんで出よう。……よお、カイン。

ＧＭ：「やあ〝始末屋〟。……なんだか機嫌がいいね」

アリサ：聞いてくれ。ヨハンと戦ったが、なかなか楽しかった。ただの馬ば鹿かかと思っていたが、あいつも誇ほこりあるオーヴァードだったな。

ＧＭ：「ふふふ、キミに気に入られるなんてヨハンもずいぶんと買われたものだね」

アリサ：ああいうわかりやすいヤツはいい。今コンビを組んでいるイカレ眼鏡めがねと違ちがってね。

ＧＭ：「左京についての判断はキミに任せるよ。……今連絡したのはそっちじゃないんだ」

アリサ：ん？

ＧＭ：「キミに言われた後も今回の件について少し調査を続けていたんだけどね。面おも白しろいことがわかってさ」

アリサ：ほう？　それでわざわざ連絡を？　なかなか気の付くヤツだな。

ＧＭ：「お褒ほめいただき恐きよう悦えつ至し極ごく。……わかったのはあの女の子のことだ」

アリサ：沙由理か。

ＧＭ：「キミはこんな情報を聞いたかい？　『幡中沙由理をオーヴァード化させると、すさまじい力を得るだろう』」

アリサ：ああ、聞いたな。確かヨハンがそれで沙由理を拉ら致ちしたはずだ。

ＧＭ：「あれね」くすり、とカインは笑う。「真っ赤な噓うそだよ」

アリサ：噓、だと？

ＧＭ：「そ、デマだよ。ヨハンはそのデマ情報を摑つかまされたのさ」

アリサ：《ＡＷＥ》とやらは？

ＧＭ：「そっちは本当。話を膨ふくらませてデマを仕立て上げたってところだね」

アリサ：ヨハンが騙だまされてた、ということか。

左京：ヨハン……、かわいそうな子（笑）。

ＧＭ：カインは続ける。「《ワーディング》が効かない人間は確かに珍めずらしい。珍しいが──ただそれだけさ。ＦＨにとってそれほどの価値はない……本題はここからだ」

アリサ：お？

ＧＭ：「誰が……、ヨハンにそんな情報を流したんだろうね」

アリサ：どこかの組織が流したってウワサだぞ。

ＧＭ：「そうだね。そういう証しよう拠こもある」とカインはキミたちの推論を裏付ける。

アリサ：おお。

ＧＭ：「でもね。そんなことをして、一体誰が得をするんだい？」

アリサ：…………得？

ＧＭ：「この僕ぼくたちに、ＦＨをそんなすぐにわかる噓で騙して。その組織とやらは、どんな得があるんだい？」

アリサ：言われてみればそうだな。こっちを混乱させるにしても、あまりにもずさんだ。

ＧＭ：「それにまだ気になることがある。ヨハンがあの娘むすめを拉致した時に」

アリサ：何かあったのか？

ＧＭ：「ヨハンのやつ、それなりの金をあの父親に渡わたしているらしい」

アリサ：……なに？

ＧＭ：「おそらくは口止め料とか、そういった意味合いでアイツは渡したんだろうけど。……不自然じゃないか？」

アリサ：ああ、不自然だ。それはおそろしく不自然だな。

ＧＭ：「と、調べたのはここまでなんだ。僕は僕でそろそろ動かなきゃいけないからね。後は任せるよ」

アリサ：一応感謝はしてやるよ、カイン。……と言って通信を切る。

左京：予想していたのとは違ちがう角度から情報が出てきたな。

アリサ：でもピースはまだ足りない。ここは──《インスピレーション》の使いどころかな。

ＧＭ：お、そんなものを持ってたのか。

アリサ：トツカ一族の知識をフル動員するイメージで。情報系の切り札になるし。

ＧＭ：確かにね。……で、何を調べる？

アリサ：気になるところはいろいろあるが……、カインの話からストレートにいこう。「ＦＨを騙して得をするのは誰か」

左京：黒幕を開ける感じだな。

アリサ：そうだな。トランクを蹴けって剣を出し、柄つかを頭につけて思考を集中させる。




　アリサは息を吸いこみ、思考に没ぼつ頭とうする。

　剣から流れ込む膨ぼう大だいな記憶。

　その海の中から、類似する事象を掘ほり起こしては検証を続ける。




ＧＭ：分ぶん割かつ、高速思考の末、キミはひとつの結論にたどり着く。今回の件で一番得をするものがいるとすれば──。

アリサ：すれば？

ＧＭ：沙由理の父親、悟道だろう。

アリサ：……なるほど。なるほどな。

ＧＭ：もっともありえそうな形は、報ほう酬しゆうの二重取りだ。

左京：二重取り？

ＧＭ：まずデマ情報を流す。中身は沙由理のオーヴァード化について。

アリサ：ふむふむ。

ＧＭ：どこかの組織がその話を信用すれば、その組織と敵対関係になっている組織もまた信用する可能性がある。これを利用して、二回娘を売ろうってことだ。

アリサ：あー、わかった。つまり最初にどっかの組織に沙由理を売って、その後にヨハンに娘を拉致させる。その時にヨハンから金を引っ張れれば──。

ＧＭ：報酬を二重取りできる。ついでに言えばヨハンが強ごう引いんな手段で沙由理を奪うばっていけば、自分は被ひ害がい者しやで済む。被害者面づらしつつヨハンから金を奪うばうのは口八丁でもできるしな。

アリサ：なるほどなあ。……くくっ、あの鷲わし鼻ばな野や郎ろうめ。無害そうな面をしながらこんなことを考えてやがったのか。

左京：だが、そうなるとヤツはなぜわざわざ沙由理を助けに来たんだ？　報酬はもらったはずだ。それなら無理をする必要はないだろう。

ＧＭ：それなんだけどね。ヨハンの動きが速すぎて、最初の組織から金をもらうまえに沙由理を拉致られたんだよ。

アリサ：で、慌あわててＦＨに奪い返しに来たってことか？

ＧＭ：そう。悟道は自分の能力に自信を持ってるから。

左京：能力？　オーヴァードなのか？

ＧＭ：いいや、れっきとした一いつ般ぱん人じんだよ。まあ《インスピレーション》だし言ってしまうけど。悟道は詐さ欺ぎ師しなんだよ。

アリサ：詐欺師！

ＧＭ：数々の人間、数々の組織を騙してきた詐欺師。結けつ婚こんしたのも、妻の実家に金があったから。ついでに言えば妻の体が弱かったからだね。

左京：こいつは……。

ＧＭ：娘ができたのは本人にとっても想定外だったらしいけど、妻の死後も実家から金を引っ張る道具として置いておいた。取とり繕つくろうのはうまいからね。でも娘の体質に気がついて売り物にしようと企たくらんだ、ってところ。

アリサ：本当のゲス野郎だな。

ＧＭ：後の流れはわかるでしょ。最初に売ろうとしていた組織から進藤の情報を得て、沙由理を手元に戻そうと画策した。

アリサ：つまりＦＨももうひとつの組織も手玉に取ろうとした訳か。……一般人のくせに。

ＧＭ：そういうこと。

アリサ：肝きもの据すわったヤツだ。オーヴァードの本当の恐おそろしさを知らないと見えるな。

ＧＭ：オーヴァードなんてたいしたことない、と思ってるのかもね。

アリサ：この辺を左京に突つきつけてやろう。電話をかける。

左京：では登場か。……どうした。

アリサ：まず確かく認にんだ。沙由理はどうしている？

左京：寝ねている。やはり疲つかれているらしいな。

アリサ：我らが依い頼らい人にんについて、とても面白い想像をしたんだ、黒須左京。

左京：……変に浮うかれた声だな。

アリサ：ああ、今あたしは楽しいんだ。この話をお前に伝えたら、お前がどう反応するか。

左京：話してみろ。

アリサ：ではわかったことをすべて話す。包み隠かくさずにすべて。……どうだ、黒須左京。あの男、幡中悟道はＦＨともうひとつの組織を手玉にとって金を得ようとした。すべては金だ。なんと誇ほこりのない。いや、ある意味誇り高いのか。これをどう思う？

左京：……合が点てんがいった、というところだな。

アリサ：なに？

左京：沙由理は誰かに虐ぎやく待たいされている節がある。消去法で言えば、あの父親しかいまい。

アリサ：ふむ、なるほど。

左京：そして悟道に思うところなどない。

アリサ：では黒須左京はヤツをどうすると？

左京：──殺す。

アリサ：ははっ！　だがいいのか？　ヤツはオーヴァードではない。一般人だぞ？

左京：関係ない。ヤツは境界を侵おかした。ヤツも、関かかわった組織もすべてつぶす。

アリサ：境界？

左京：…………。

アリサ：お前はただオーヴァードを殺すだけだと思っていたが、そうでもないようだ。何か別の論理によって動いているように見える。

左京：ふん……。

アリサ：そろそろあたしにも白状しないか？　なぜお前は戦う？　なぜＦＨに入った？

左京：それは──。

アリサ：それは？

左京：人とオーヴァードの境界を定める。そのためだ。

アリサ：あぁ？　意味がわからないぞ？

左京：ふん……、今は長々と話している時ではない。

アリサ：おいおい、ここまで話して生殺しか？　そんなんじゃ、いつまで経ってもあたしの立場が決められないぞ？

左京：……事が終われば話してやる。その時にお前のスタンスを決めるんだな。

アリサ：ははっ、聞いたぞ？　必ずしゃべってもらうからな。

左京：ふん……。

アリサ：──で、これからどうする？　悟道はともかく、その向こうにいる組織とやらはしっぽもつかめていないぞ。

左京：いいや、もう摑つかんでいる。

アリサ：なに？

左京：簡単な話だ。まずは──。




　──────。

　────。

　──。




アリサ：なるほど、そりゃ単純かつ確実だ。

左京：ここまで来たからには、お前にも手伝ってもらうぞ。

アリサ：言われるまでもない。〝始末屋〟の本ほん性しようを見せてやるさ。……なんだったら、ヤツにも連絡を取るか？　喜び勇んでくるだろう。

左京：……好きにしろ。

アリサ：じゃあ手はずは整えておこう。

ＧＭ：というところでシーンを切ろうか。








《インスピレーション》　手持ちの情報からひらめきを得るノイマンのエフェクト。













◆Middle06◆偽りの再会


Scene Player ─── 黒須左京






　空が白々と明けていく。

　地平線から頭を出す太陽を見ながら、左京たちはたたずんでいた。

　街の中心近くにある、県立の公園。広場の真ん中に車を乗り付けて、彼らは悟道を待つ。

　ただ、じっと。




ＧＭ：では次のシーン。悟道と合流する、でいいんだよね？

左京：ああ、それでいい。

ＧＭ：合流場所は街の……そうだな、公園とかにしよう。サイクリングロードとかまであるような大きな公園の、中央広場とかで。

アリサ：了解。

ＧＭ：沙由理はただじっと待っている。ほんのかすかに憂うれいの表情を浮うかべて。

左京：では公園の入り口を睨にらみながら沙由理に言う。……答えは出たか。

ＧＭ：「え……？」

左京：今の世界から逃にげたいのか、と聞いただろう。その答えだ。

ＧＭ：「それ、は……」と沙由理は目を伏ふせる。「私には……わかりません」

アリサ：哀あわれな女だな、まったく。……と口の中でつぶやいて肩かたをすくめる。

左京：わからないというのなら、俺が決めてやる。……お前は人の世界に戻もどるべきだ。

ＧＭ：「…………」沙由理の眉まゆがきゅっと寄る。絞しぼり出すように彼女は言う。「戻っても……、私には居場所がありません」

左京：それでもだ。人は人の世界に、俺たち化け物の世界に来るべきではない。

ＧＭ：「いる場所がなくても、ですか？」

左京：何があっても、だ。……お前が人間である限り。

ＧＭ：「……私、は」沙由理は頭を振る。「私は、やっぱり逃げたいです」

左京：…………。

ＧＭ：「あの世界から。あの人のもとから。でも……」

左京：逃げればいい。そう思うのならな。

ＧＭ：「え……？」

左京：一度だけ、きっかけは与あたえてやる。後は自分の足で立ち上がれ。

ＧＭ：沙由理は思わず左京を見上げる。「それは、どういう……？」

左京：俺は何も答えない。……というところで悟道が到とう着ちやくしてくれるとうれしいんだが。

ＧＭ：了解です。では逆の入り口から車が入ってくる。

アリサ：そら、お迎むかえだ。

ＧＭ：中からは顔をくしゃくしゃにした悟道が降おりてくる。「沙由理！」と声をかけて彼女に駆かけ寄り、抱だきしめる。「よかった……！　本当によかった……！」

アリサ：…………これが全部噓？

ＧＭ：演技だけ見れば真に迫せまってるよ。うっかりすれば、カインの情報が間ま違ちがってたんじゃないかと思うくらいには。

アリサ：くくっ、たいしたもんだ。

ＧＭ：沙由理はなんとも微び妙みような表情でされるがまま。悟道は左京に顔を上げて、「ありがとう、本当にありがとうございます！」と。

左京：約束の通りだ。娘は返す。

ＧＭ：「はい……、お世話になりました」

左京：言っておくが、もうこっちの世界には触ふれるなよ？

ＧＭ：それは……（笑）。

アリサ：向こうが破ること前提の一言（笑）。

左京：ここはやっておくところだろう。

ＧＭ：それはもう（笑）。悟道は娘を抱かかえつつ、はっきりとうなずく。「はい。もうこんな世界には関わりません。それに──この子も関わらせません」

アリサ：キリッ（笑）。

左京：噓だってわかってると、どうしても笑えてくるな（笑）。いや、キャラは笑いもしないけど。

ＧＭ：では、悟道は何回か頭を下げて沙由理を車に乗せる。沙由理は左京とアリサをちらっと見るが……。

左京：無言で、「行け」と仕草を送るだけ。

アリサ：あたしはにやにやと見ているだけだ。

ＧＭ：了解。それでは悟道と沙由理は車で去っていく。

アリサ：見送った後に左京を見る。……さて、じゃあ行くかい？

左京：ああ、手はず通りに。




　もう一度、沙由理たちが去っていった方角を見て左京はつぶやいた。

「ヤツらに、しかるべき罰ばつを与あたえるために」







◆Middle07◆かくて、約束は破れ去り


Master Scene






　低い駆く動どう音おんを立て、車は進む。

　沙由理は憂いの顔で流れる景色を見ていた。

　心中には左京の言葉が繰くり返される。

　あの人が言う〝きっかけ〟とは一体──。




ＧＭ：ではクライマックス前にマスターシーンをひとつ。

左京：ほほう。

ＧＭ：シーンは車に乗っている悟道と沙由理。車は朝方の街を順調に走って行く。

アリサ：お、そういうシーンか。

ＧＭ：そう、悟道の本性を見せるシーンね。「ふう、ったく余計な手間をかけたぜ」と言う悟道。きちんと締しめていたネクタイをゆるめ、髪かみをくしゃくしゃとかき乱す。




　片手で器用にたばこに火をつけ、男は紫し煙えんを吐はき出す。

「あの大男が死んだ時には、一体どうなるかと思ったぜ。……お前もお前だ、逃にげるならさっさと逃げてこい」

「…………」

「は、まただんまりか。薄うす気き味みの悪いガキだぜ」

　あざけるように笑い、悟道はぎょろりと沙由理を睨にらんだ。

「おい、下手な怪け我がなんぞしてねえだろうな。お前は大事な商品なんだ」

「…………はい、大だい丈じよう夫ぶです」

　返ってきたのはか細い声。

「ならいい。どうやらアイツらはお前を大事に扱あつてくれたようだな」

「…………はい」

「くくっ、化け物を手玉にとるなんてのは軽いもんだ」

　悟道は喉のどを鳴らして笑う。

　そんな父の姿を、沙由理は痛ましい顔で見上げていた。

「せいぜい高く売れて恩を返せよ。お前を育てるのにも金がかかってるんだ」

　父の声は欲望に満ちている。そこには──愛情などというものはかけらもない。

「向こうの企き業ぎようは、お前が来るのを首を長くして待ってるんだからな」

「居場所……」

　ぽつりと、沙由理はつぶやいた。

「あ？」

「売られた先に、私の居場所は、あるんでしょうか……？」

「居場所ぉ？」

　悟道の顔が歪ゆがむ。

「はっ、あるわけねえだろ。お前に居場所なんて」

「…………」

「俺が売りでもしないかぎり、価値がねえんだからよ」

　それきり、親子が口を開くことはなかった──。




ＧＭ：と、こんなシーン。

アリサ：わかっていたが、悟道は本当に悪いヤツだなあ。沙由理は実の子なんでしょ？

ＧＭ：うん。実の子だからこそうっとうしい、という感じ。

左京：ふん……、これくらい悪い方がこちらの覚かく悟ごも決まる。

ＧＭ：そう思ってくれれば出した甲斐かいがあるってもんですよ。……ではクライマックスだ。







　　　　CLIMAX　PHASE




◆Climax01◆崩ほう壊かいの尖せん塔とう


Scene Player ─── 黒須左京






　──製薬会社エリキシウム。

　神話に謳うたわれる霊れい薬やくをもじって名付けられたこの会社はふたつの側面を持っていた。

　片や、国内有数の製薬会社。

　片や、半年前からレネゲイド関連に手を出し始めた企業。

　そのエリキシウムの核かくとも言える研究所の目の前に。

　左京たち──三人の姿があった。




ＧＭ：ではクライマックス。……ええと、さっきそっちが相談してたプランでＯＫ？

左京：問題はない。

アリサ：むしろ是ぜ非ひそうして欲ほしいね。

ＧＭ：こちらも特に問題は無いので。では──キミたちがいるのは製薬会社エリキシウムの研究所前。悟道に沙由理を渡わたした次の日の、やっぱり深夜かな。

アリサ：エリキシウム？　それが悟道とつながってた組織？

左京：ふん、企業だったか。

ＧＭ：そうそう。つい半年前からレネゲイド関連に手を出し始めた企業だね。国内では有数の製薬会社。だから研究所といっても、いわゆる高層ビルだよ。さすがに街から離はなれているところに建ててるけど。

アリサ：そりゃあ、薬物関連を扱あつかうビルが街のど真ん中にあるのは困る（笑）。

ＧＭ：そういうこと。で、そのビルの正面入り口の前に──キミたち三人の姿がある。

左京：ふん、本当に来たのか。……ヨハン・コードウェル。




　左京とアリサの作戦はこうだった。

　沙由理を悟道に渡して、組織の実体を摑つかむ。

　どこの誰だれかが判明すれば、後は乗り込こんでつぶすだけ。

　ついでとばかりに左京はヨハンを呼び寄せた。

「お前をこけにした連中を殴なぐらせてやる」、と。




ＧＭ：ヨハンは殺気だだ漏もれの笑えみを浮うかべつつ、拳こぶしを握にぎる。「本当なんだろうな、あの企業が俺おれを騙だましたってのは」

アリサ：正確に言えばあいつらじゃないが。まあ、共犯と言えるだろう。……それに、お前ならこう言えばついてくるだろ？　「あいつらはＦＨに手を出すおろかものだ」って。

ＧＭ：ヨハンは唾つばを吐はき出す。「けっ、言われるまでもねえ」

左京：ただし情報提供の見返りだ。主犯は俺がもらうぞ。

ＧＭ：「……仕方がねえ。そこは譲ゆずってやらあ」とヨハンはうなずく。

左京：釘くぎを刺さしたところでふたりの顔を見回そう。……さて、どこから入る？

ＧＭ：「あぁ？　そんなの決まってるだろ？」

アリサ：ここまで来てこそこそする義理はないな。

左京：ふん、狂きよう犬けんどもが。

アリサ：あんただって、十分に狂犬さ。

左京：ふん。ならばそれらしく行くとするか。──正面からな。

ＧＭ：では──。




　閉とざされた門をヨハンの拳が破り。

　やってきた守衛を左京の雷いかずちが打ちのめす。

　アリサの剣けんがシャッターを切り裂さき。

　ＦＨの三人は製薬会社の懐ふところへと飛び込んだ。




ＧＭ：派手に中に入ると、そこは吹ふき抜ぬけのホール。巨きよ大だいな空間にはアラートが鳴り響ひびき、わらわらと警備員が集まってくる。警備員といっても完全武装してるけどね。で、彼らは口々に言う。「敵だ！　敵てき襲しゆうだ！」「敵だと!?　どこからだ!?」

アリサ：（警備員になって）「しょ、正面からです！」（笑）

左京：ではヨハン、手はず通りに頼たのむぞ。

ＧＭ：「時間をかければ、お前たちごとこのビルを吹っ飛ばすぜ？」

アリサ：いいね。それくらいの気き概がいでちょうどいい。……任せたよ。

ＧＭ：「いただくぜぇっ！」と叫さけんで、ヨハンは無数の警備員に突つっかかって行く。たちまち上がる轟ごう炎えんと轟音。「おらぁっ！　父上に泥どろを塗ぬった貸しを返してもらうぜ！」

アリサ：泥を塗られたのはコードウェル博士じゃなくて、お前の顔だがな（笑）。

ＧＭ：いいんだよ、ヨハンはそう思っているんだから（笑）。

アリサ：では悠ゆう々ゆうと一階を通り過ぎながら言う。……さて黒須左京、こっちはこっちの目的を果たしに行こうか？

左京：ああ。……ちなみに《ワーディング》を張っても敵は減らない？

ＧＭ：減らないね。対《ワーディング》装備は完備しているらしい。

左京：備えはあるか。だが……〝マスターレイス〟級が三人だ。受けられると思うな。

アリサ：くっ、こっちが言いたかった悪役ゼリフを！（笑）

ＧＭ：ではそんなことを言いながら左京たちはエレベーターに乗り込む。事前情報からすると、研究ブロックは最上階近くにある模様。

アリサ：お約束だな。

ＧＭ：エレベーターに乗ってしばし。左京たちは無事に最上階である四十階に到とう着ちやくする。

左京：ずいぶんとあっさり来られたな。

アリサ：ヨハンの囮おとりが功を奏そうしたか？

ＧＭ：と、キミたちがいいながら扉とびらが開く。そこは一階と同じような、複数階層を利用した吹き抜けなんだけど──そこに戦力が集まっている。

アリサ：なーるほど。

左京：ふん。

ＧＭ：そこに並んでいるのは残り全戦力というところだろう。「来たぞ！」と声を掛かけ合っている、ヘルメットに防具をつけた警備員。その前で牙きばを剝むきだしている狼おおかみのような獣けもの。

アリサ：ような？

ＧＭ：明らかに変異してるんだよ。エグザイルかキュマイラだろうね。

左京：レネゲイドに感染済みか……。

ＧＭ：そしてなによりも目立つのは──警備員の前に立つ、身長四メートルくらいのロボ。

アリサ：ろ、ロボぉ!?

ＧＭ：人間が中に乗るタイプの、いわゆるパワードスーツのみたいな感じだね。銃じゆう器きやらなんやらで武装してる。

左京：また珍めずらしいものを。

ＧＭ：で、警備員のひとりが叫さけぶ。「止まれ！　正面からやってくるとは命知らずな！」

アリサ：命知らず？　命知らずはお前たちの方だろう？

ＧＭ：「なに……？」

アリサ：あたしたちＦＨにちょっかいをかけたんだ。このくらいのしっぺ返しが来ることは想定していなかったのか？

ＧＭ：「ふぁ、ＦＨだと……！」

左京：いいや、俺たちはＦＨじゃない。……死しに神がみさ。お前たちにとってのな。

ＧＭ：「こ、の……！」

アリサ：ははっ、ご託たくはいいだろう？　もうあたしたちのやることは変わらない。お前らが壊かい滅めつするのは変わらないんだ。

ＧＭ：「何を余よ裕ゆうぶっている！　所しよ詮せんお前らは三人だろう！　それで勝ったつもりか！」

左京：お前たちはその三人に負ける。触ふれてはならないものに触れてしまったが故ゆえに、な。

ＧＭ：「わけのわからないことを！」と叫ぶと、警備員たちは一いつ斉せいに戦せん闘とう態たい勢せいを取る。……さて、戦闘だ！　敵は警備員トループが２グループ。オーヴァード獣じゆうが３体、ロボが２体。

アリサ：敵多いな！

ＧＭ：企業が敵なんで、多くしたんだよ。ビルひとつの戦力としてはこんなもんでしょ。

左京：どれだけいても関係ない。俺にはな。




▼第１ラウンド

ＧＭ：（コマを配置して）位置関係はこんなところね。では第１ラウンド、セットアップ。……こっちは特にないけど、そっちは何か使う？

[image: ]

左京：いいや、特には。

アリサ：あたしもなし。

ＧＭ：じゃあ行動値順に処理しよう。一番早いのは──ロボの行動値30。

アリサ：早！

ＧＭ：「開発したばかりのパワードアーマー、試ためさせてもらう！」と乗り込んでいるヤツが叫んで、マイナーアクションでブラックアビスを使用。

アリサ：え？

左京：ブラックアビス、ってなんだ？

アリサ：ええと……、ドラッグだったと思う。

ＧＭ：まあロボなんで同じ効果のプログラム扱あつかいだけどね。メジャーアクションのダイスが増加するドラッグです。……で、そのメジャーアクションではベノムグレネードを投げる。

左京：エフェクトは？

ＧＭ：特に使わないよ。

アリサ：えええええええええええええええええええええええっ!?

左京：も、もしやこいつ……！

ＧＭ：うん、コイツはオーヴァードじゃないよ。対《ワーディング》装備はしてるけど。

アリサ：そんな珍しい敵を！

ＧＭ：普ふ通つうは出しにくいからね！　たまには出したいじゃん！（笑）

左京：力ちから一いつ杯ぱい言うなあ……（笑）。

ＧＭ：では命中判定は……、出目で28、技能が20あって達成値48。

左京：ぐう、技能高いな。

アリサ：しかもクリティカル値10なのに二回も回るし（笑）。

ＧＭ：ふたりとも回かい避ひは失敗だね？　じゃあランク３の邪じや毒どくを受ける。クリンナップごとに９点のダメージだね。

アリサ：ぐ、意外と痛いな。

ＧＭ：《リザレクト》封ふうじのために出したんだけど……、ふたりの侵しん蝕しよく率りつは今いくつ？

アリサ：[image: 104]％。

左京：こちらは[image: 110]％だ。

ＧＭ：あんまり意味がなかったかもな（笑）。ではもう一体はマイナーで抗レネゲイド弾だんを使用。メジャーはＰＤＷで攻こう撃げき。もちろん範はん囲い攻撃にするぜ。

アリサ：シナリオ１回の範囲効果か……。

ＧＭ：武器の効果なら、オーヴァードじゃなくても範囲攻撃にできるからな。……また出目がよくて達成値44！

左京：ダメだ、避よけられん。

アリサ：同じく！

ＧＭ：では右みぎ腕うでについた銃が連射される！　ダメージは35点！

アリサ：く～、ヨハン戦でダメージを喰くらってなければ耐たえられたのに！　仕方がない、悟道のタイタスを昇しよう華か。

左京：同じく悟道のタイタスを昇華だ。……こんなところで落ちてはいられん。

ＧＭ：ダメージを受けたので、ふたりはこのラウンド中ダイスが１個減るから。「くっくっく、我々の開発した特性弾丸の味はどうだ！」

アリサ：くくっ、面おも白しろいことをしてくれるな。だが……、そんなものＦＨはとうの昔に開発してるぞ！　基本ルールブックで買えるからな！（笑）

ＧＭ：「な、なにぃ！」そんな論理かよ（笑）。

左京：で、次は俺の手番か？

ＧＭ：そうだね。左京が行動値15、警備員が10、獣が８だから。

アリサ：最後にあたしの５、と。

左京：ではここで最大コンボをたたき込こむべきか。……《フラッシングプラズマ》を使う！

ＧＭ：来た！　シーン攻撃か！

左京：《ＭＡＸボルテージ》も組み合わせる。全身に帯電しつつ、相手を見回すぞ。

ＧＭ：「こ、この力は……！」

左京：見せてやろう。本当のオーヴァードの力を！　以降このコンボをラグナロクと呼ぶ！

アリサ：ついに武器の名前ですらなくなった！（笑）

左京：黄昏たそがれの雷に撃うたれて消えろ！　……達成値43！

ＧＭ：ダメだ、全員回避失敗！　慌あわてて警備員が叫ぶ。「緊きん急きゆうコード[image: 088]！」《領域の盾たて》を使って、ロボに警備員をかばわせる！

アリサ：なるほど、そっちがカバーリングさせる能力を持ってるのか。

左京：ふん、それごと押おし切ってやる。……ダメージは59点！　吹き抜けの天てん井じようを吹ふき飛ばすほどの雷が空間の中で荒あれ狂くるう！

ＧＭ：よ、よし！　ロボは生き残った！

左京：ち、仕留め損そこなったか。

アリサ：というかＨＰが高いなあ。

ＧＭ：獣は全ぜん滅めつだ。一回くらい攻撃したかった。警備員がうめく。「なんという雷だ……！」

左京：ふん、お前たちがオーヴァードの力を知らないだけだ。

ＧＭ：「だ、だが我らの雷とて！」と警備員は一斉に右手を突つき出す。《雷の槍やり》で攻撃！

左京：こいつらもブラックドッグか。

ＧＭ：単体攻撃かつ、《コンセントレイト》も組み合わせないんだがな。

アリサ：なんか素人しろうとっぽいな（笑）。

ＧＭ：そういうコンセプトなんだよ（笑）。だが馬ば鹿かにするなかれ。クリティカル値は10だが、エリキシル社謹きん製せいのＲＣブースターが５個ついてるから達成値に＋10なのだ！




　懸けん命めいに繰くり出される警備員の攻撃は、アリサ、左京をとらえる。

　達成値はたいしたことないものの、攻こう撃げき力りよくの高い一撃はふたりのタイタスを再び削けずる。




アリサ：弱い……が、この数は厄やつ介かいだな。

ＧＭ：それが組織の強さだよ。

アリサ：で、あたしの手番。……ここはロボを落としておくか。

左京：カバー役だしな。確かにそれが良さそうだ。

アリサ：よし、それならトランクを叩たたいて剣を取り出す。その巨大な剣を振ふり回し、反動をつけてロボの方へ。

ＧＭ：「な……っ！　その体でその剣を扱うだと！」

アリサ：名乗る必要もないが、一応教えておいてやる。あたしはアリサ。トツカ一族の後継者。お前らのような、誇ほこりのないオーヴァードを殺すのが仕事の〝始末屋〟さ！

ＧＭ：「わけのわからないことを！」

アリサ：三刀流コンボで攻撃！　……達成値は42！

ＧＭ：ロボの回避は技能だよりだが……失敗。

アリサ：ダメージは70点！　巨大なロボを、一刀両断にしてやる！

ＧＭ：70！　そりゃ落ちるわ！　ず、と何なん分ぶん割かつかされて、その直後に爆ばく発はつする。「馬鹿な……！」とうめく警備員。

アリサ：はっはぁ！　どうした？　こんな程度で心を折るのか？

ＧＭ：というところでこのラウンドは終しゆう了りようだな。ふたりとも毒のダメージを受けてね。




▼第２ラウンド
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ＧＭ：だいぶ数が少なくなってきたが、まだがんばるぞ。最初はロボの行動。ええと、まずオートアクションで持っている武器を全部落とす。

アリサ：おお!?　また意外な行動を！

ＧＭ：次にマイナーアクションでアンチマテリアルライフルを装備。背中に収納されていた砲ほう身しんを伸のばし、脚あしを固定して撃うつ感じ！　「これでも喰くらえ！」

アリサ：畜ちく生しよう！　いちいち面白いな、ロボ！　こいつにロイスを取りたくなる！（笑）

ＧＭ：取るなら勝手に取ってくれ（笑）。……アリサに達成値32で命中！

アリサ：回避は無理！

ＧＭ：ガード無視でダメージは41点！

アリサ：これでまたタイタスが飛ぶ。進藤へのタイタスを昇華。……残りロイスは三つか。

左京：そろそろ危険領域か？

アリサ：次に攻撃すると侵蝕率が[image: 130]を超こす。ロイス残りふたつになると……正直やばい。

左京：こちらは次の攻撃で[image: 140]を超す。残りロイスは四つだ。

ＧＭ：左京もあと喰らえて一回だね。

アリサ：雑魚ざこっぽい割に、結構追い詰つめられているなあ。

ＧＭ：ふふふ、それが数の強みだよ。

左京：ここからはミスできないな。で、俺の手番だが。

アリサ：ここの攻撃選せん択たくは、重要だなあ……。




　いかにして効率的に敵を倒たおすかを相談するふたり。

　ロイスの数はもう限界に近い。となれば、相手の手数を減らすことを重視しなければならないが……。




アリサ：結論から言うと、左京にはあたしの目の前にいる警備員を攻撃してもらうのがよさそうだな。範囲攻撃でロボと警備員を攻撃してもカバーリングされるから意味がない。

左京：手数は減らないってことか。

アリサ：そう。後はもう一体の警備員の攻撃が、あたしにこなければこのラウンド中にロボを倒してまた手数を削れる。

左京：警備員の攻撃が来たら？

アリサ：意地と根こん性じようで回避（笑）。

左京：綱つな渡わたりだな（笑）。

アリサ：まあ仕方がない。ふたりとも前倒れだからなあ。

ＧＭ：ではいいかな？

左京：ああ、問題ない。ではコンボ名・ロンギヌスで警備員を攻撃。……達成値は51。

ＧＭ：んー、回避は失敗。

左京：ダメージは55点だ。空いた天井から直接雷いかずちを落としてやろう。

ＧＭ：くっ、装甲値があっても一撃か。警備員はそれぞれに悲鳴を上げて倒れ伏ふすよ。で、残った一体の攻撃だが……。

アリサ：こっち来るな、こっち来るな、こっち来るな……（笑）。

ＧＭ：ここはダイスで決めるか。偶ぐう数すうなら左京、奇き数すうならアリサ。

左京：公平な決め方だ（笑）。

ＧＭ：では──、えいっ！




　机の上を転がるダイス。

　軽快な音をたてて転がる十面体は──「４」を上にして止まった。




アリサ：よぉし！　偶数！

ＧＭ：うむ、では《雷の槍》で左京を攻撃！　どう見てもあっちが指揮官だしな。……達成値は21！

左京：ふん、回避は失敗だ。

ＧＭ：ダメージは27点なんで、また戦闘不能だね。

左京：無論タイタスを昇華する。ヨハンのタイタスを昇華して蘇そ生せいだ。……そろそろ決着をつけなければ、ヨハンのやつに焼かれるからな。

ＧＭ：く、後はロボがアリサの攻撃に耐えるしかないが……。

アリサ：一度左京の攻撃をカバーリングしたロボが？　あたしの攻撃を？　はっ、寝ね言ごとだな。




　アリサの言葉通り、ＨＰの削けずれたロボにトツカの剣が耐えられるはずもなく。

　二体目のロボもまた、巨大な剣に両断された。




アリサ：爆風で汚よごれた頰ほおをとぬぐって警備員を見下ろす。……これでお前らだけだな。

ＧＭ：「く……、これは……、降こう伏ふくを……」

左京：いいや、ダメだ。

ＧＭ：「え？」

左京：お前たちを見み逃のがす理由はない。お前たちは境界を乗り越こえた。

ＧＭ：「あ、あ……」

左京：──ここで、死ね。




　無む慈じ悲ひな言葉と共に放たれる雷の槍。

　一いつ瞬しゆんの閃せん光こうの後、立っているものはいなかった。




アリサ：ひゅう、容よう赦しやないな。

左京：ふん、必要だからやったまでだ。

ＧＭ：ではここの戦力は一いつ掃そうされた。ちなみに下からはまだ爆音や震しん動どうが伝わってくる。

アリサ：おお、ヨハンがまだがんばってるみたいだな。

左京：ヤツが暴れているうちに、済ませることを済ませるぞ。……ここの研究データを破は棄きし、あの娘むすめを解放する。

アリサ：はいはい、わかってる。

ＧＭ：では左京たちは階段を駆かけ上がり、研究ブロックに入る。研究ブロックはかなり正せい視しに堪えないようなものがごろごろしてるね。

アリサ：例えば？

ＧＭ：人間であったことがわからないほどに変異したジャームの死体が、実験槽そうに浮ういていたりとか。ちなみに研究者たちはいない。もう逃にげ出しているようだ。

アリサ：（左京に）研究者は殺さなくていいのか？

左京：次に見つけた時に殺すだけだ。今はここの研究施し設せつとデータを破は壊かいする。このタイミングだ。バックアップを取って逃げたということはあるまい。

ＧＭ：奇き襲しゆうだったからね。では左京の雷が次々と機器やデータ、サンプルを破壊していく。そしてその最さい奥おう、閉とざされた扉の奥おくに沙由理が。手足を拘こう束そくされて捕つかまっているよ。

アリサ：また助けに来たよ、子こ猫ねこちゃぁん？

左京：ふん……。面おも白しろくもなさそうに拘束を解とく。

ＧＭ：沙由理は啞あ然ぜんとしているね。変な震動や悲鳴が聞こえると思ったら、別れたはずのキミたちが現れたから。「なぜ、あなた方が……」と口にする。

左京：お前を利用した。

ＧＭ：「え……？」

左京：お前を父親に渡わたせば、その裏うらにいる組織に引ひき渡わたすことは知っていた。わざと泳がすことで、その組織の正体を摑つかんだ。

ＧＭ：「じゃあ、私は……」

アリサ：ダシにされたってことさ。

左京：……善意の助けかと期待したか？

ＧＭ：「──っ！」

左京：そんなものはない。期待するだけ無む駄だだ。

ＧＭ：沙由理はうつむく。「そう、ですよね。私は……」

アリサ：ああ、ああ、そこで諦あきらめちまうのか。

ＧＭ：「え？」

アリサ：あたしは、ここでこのダメ眼鏡めがねを殴なぐってくれるくらいを期待してたんだが。

ＧＭ：「そ、んな……」

アリサ：あんたのダメなところは、「自分はダメだ」と思っているところだ。そうやって前に進もうとしないから、何をやってもうまくいかない。あんたは──。

左京：──よせ。

アリサ：…………ちっ、確かに無意味だよ。

ＧＭ：「…………」沙由理はうつむいて黙だまっている。

左京：では、声のトーンを変えぬままに言う。……前に、きっかけを与あたえると言ったな。




「これが、そのきっかけだ」

　その声は冷たく、突つき放すようだ。

「ここからどうするかは、お前が決めろ」




ＧＭ：「私は……」沙由理は左京の顔を見る。

左京：だが、こちらには来るな。関かかわるな。足を踏ふみ入れるな。

ＧＭ：「…………」

左京：境界を越えれば──、俺がお前を殺すことになる。

ＧＭ：「っ！」左京の殺気に、びくりと肩かたを震ふるわせる沙由理。

アリサ：ひとつだけ。……もうあんたの父親が、あんたの前に姿を現すことはない。

ＧＭ：「え……？」

左京：ヤツは越えてはならない線を越こえた。その報むくいを受ける。

アリサ：あんたを縛しばるものは無くなったってことだ。

ＧＭ：沙由理はまだ戸と惑まどっている。だが、そのうち理解したように立ち上がる。「私……」

左京：決めたか。

ＧＭ：「はい。ここを出て、母方の祖そ父ふのもとに行きます」

左京：ひとつうなずいて、エレベーターを差す。……行け。あれが出口だ。

ＧＭ：沙由理は一、二歩駆かけだしてから足を止める。「あの……、私、あなたの名前を知りません。こんなに世話になったのに……」

アリサ：だってよ？

左京：ふん……。




　左京はかぶりを振ふって、冷たく突き放す。

「名乗る必要は無い。もう会うことはないのだから」




左京：──行け。

ＧＭ：沙由理は少し迷うものの、ひとつ深々とお辞じ儀ぎをする。そして何も言わずにエレベーターへと駆けだしていった。

アリサ：…………ずいぶんとまあ、お節せつ介かいじゃないか？

左京：ふん。在あるべき物を、在るべき場所に返しただけだ。

アリサ：まあいいさ。じゃあ仕上げといこう。

左京：ああ、手はず通りだ。最後は──派手にやるぞ。




　この日、未明。

　轟ごう音おんと閃光、そして爆炎と共にエリキシウム第一研究所は崩ほう壊かいした。

　翌よく日じつ、エリキシウムはこれを事故だと発表。

　これを機に同社は事業を徐じよ々じよに縮しゆく小しようすることになるが、それはまた別の話である。








ベノムグレネード　毒を広範囲に散布するグレネードランチャー。ダメージを与えることはできない。

抗レネゲイド弾　オーヴァードの動きを阻害する薬品を仕込んだ弾丸。

ＰＤＷ　パーソナルディフェンスウェポンの略。取り回しのよいようにカスタマイズされたサブマシンガン。

《フラッシングプラズマ》　広範囲に雷を落とすブラックドッグのエフェクト。

《領域の盾》　空間を歪めて他者を盾にするオルクスのエフェクト。













◆Climax02◆裁きの時


Scene Player ─── 黒須左京






　幡中悟道は鼻歌を歌いながら車を走らせる。

　夜明け直前の街道に他の車はおらず、法定速度などまるで無視して悟道の車は進んでいた。

　行く手に見えるは国こく際さい空港。

　そこまでたどり着けば一安心。

　──そのはずだった。




ＧＭ：では次のシーン。……悟道を追い詰つめるシーンだ。

アリサ：お、来た来た来た。

ＧＭ：沙由理を預けたその翌々日の夜明け前。つまりキミたちがエリキシウムのビルを襲しゆう撃げきした直後。悟道は空港へと車を飛ばしている。上じよう機き嫌げんに「ふふん、一年ほどはゆっくりしてもいいか」とか言いながら。

左京：逃にげるつもりか。

ＧＭ：一仕事成功させたら高飛びしてほとぼりを冷ますのは、古典的だが有ゆう効こうだからね。そりゃあ悟道だってそこはわきまえているよ。

左京：俺たちはもちろん悟道の動きは把は握あくしているな？

ＧＭ：当然。左京の命令で動いたＦＨエージェントが逐ちく一いち報告をしてくれるよ。

左京：ならばこういうシチュエーションにしよう。




　悟道は海を見つつハンドルを切る。

　崖がけ沿ぞいの道、急なカーブ。

　まさかそこに──人が立っているなどとは思わずに。




左京：車道の真ん中に俺が立っている。冷たい目で運転手の悟道を睨にらみながら。

ＧＭ：悟道は目を見開いて驚おどろき、ハンドルを──。

アリサ：その瞬しゆん間かんにあたしの剣が飛ぶ。ボンネットを串くし刺ざしだ。もちろん火がつかないように注意してな。

ＧＭ：了解。では……。




　時速数十キロで走っていた車がコマのように回る。

　慣かん性せいのままに振ふり回されながら、車はガードレールにぶつかり──そして止まった。




ＧＭ：悟道はうめき声を上げながらよろよろと這はい出てくる。「ちっ、なんだ一体……!?」と、左京の顔を見て凍こおり付く。「お前は!?」

左京：俺は眼鏡を直しながらつぶやく。……よくある話だ。金に汚きたない父親が、娘を犠ぎ牲せいにして自分の欲望を成す。本当によくある話だ。

ＧＭ：「お前、なにを──」と言いかけて悟道ははっと息を吞のむ。「ま、まさか、アイツに復ふく讐しゆうでも頼たのまれたか！」

左京：…………。

ＧＭ：「言っておくが、アイツに恨うらまれる筋合いは無いぞ！」

アリサ：ほう？

ＧＭ：悟道は唾を飛ばしながら続ける。「俺はまっとうに金を稼かせいだだけだ！　自分の能力と！　手持ちの札を利用して！」

アリサ：はっ、どの口が言う。

ＧＭ：「だいたいアイツにいくら金をかけたのか知ってるのか！　食費に学費、衣服に光熱費！　九百万、飛んで五千六百七十五円！　九百万超ごえだ！　九百万だぞ！　なのにアイツときたら──」

アリサ：一円単位で覚えているのかよ……。

左京：…………。

ＧＭ：「勝手に化け物になりやがって！」

アリサ：なんだって？

ＧＭ：「人でなくなったものを、人ひと扱あつかいしないで何が悪い！」

アリサ：おいおい、あの娘は──。

ＧＭ：アリサの言葉を聞かずに悟道は続ける。「金のために結けつ婚こんした！　金のために娘を作った！　金のためにアイツを育てた！　だから最後に金に換かえた！　化け物になっちまったからな！　ソレの何が悪い！」




　左京は黙って悟道を見つめていた。

　身を震わせ、あらんかぎりの声で絶ぜつ叫きようする男を、ただ冷たい目で。

　叫ぶことが無くなり悟道がぜいぜいと息を切らしてもなお、左京はたたずんでいた。




ＧＭ：反はん応のうのない左京を不気味に見て、悟道は首を振ふる。「なんだ、お前……、なんで何も言わない！」

左京：……無言で、ゆっくりと近づく。

ＧＭ：「な、何が目的なんだ！」　圧おされるようにさがり、悟道は言う。

左京：…………。

ＧＭ：「か、金か！　金なら出す！　あの娘を売った金があるんだ！」
















左京：…………。

ＧＭ：悟道は車からトランクケースをひとつ取り出し、開ける。そこにはぎっしりと札束が詰つまっている。「どうだ！　このトランクひとつぶんならお前にやろう！」

左京：ふん……。

ＧＭ：「おい、来るな……。来るな！」

左京：お前の言うことなど聞くつもりはない。俺はただ、お前を殺すだけだ。

ＧＭ：「なんでだ！　なんで俺は殺される！　組織の掟か！　やっぱりあの娘か！　……それともあの大男の仇かたきとでもいうのか！」

左京：お前の娘も、進藤も、組織も何も関係ない。お前が犯した罪つみはたったひとつ。




「──人とオーヴァードの境界を越えたことだ」




ＧＭ：「きょ、境界がなんだっていうんだ！　化け物がどうしたっていうんだ！　信じられるのはこれだけだろう！　なあ！」と、トランクを突き出す悟道。

左京：……トランクに雷いかずちを打ち込む。

ＧＭ：「ひ、ひぃっ！　金が！」必死に金から火を消そうとする悟道。

アリサ：馬鹿だな、お前は。あたしたちは確かに化け物だ。その化け物を──金で縛しばれると思うのか？

ＧＭ：「く……っ！」

左京：お前を生かしておけば、お前はこれからも俺たちの世界に足を踏み入れるだろう。

ＧＭ：「し、しない！　約束する！」

左京：約束はすでに破られた。──言ったはずだ。もう関わるな、と。

ＧＭ：「俺は、俺はもっと金を稼かせぐんだ！　俺は──」

左京：その罪を裁く。




　轟音と閃せん光こうは同時だった。

　夜明け前の世界を切り裂さくように走った稲いな光びかりは、わめく悟道を直ちよく撃げきする。

「か、ね……！」

　黒こげの悟道が一言つぶやくと同時に、炎が巻き上がった。

　引火した札束と共に、詐さ欺ぎ師しは海の底へと落ちてゆく。

　まるで、金を追いかけるように──。







　　　　ENDING　PHASE




ＧＭ：ではエンディングの前にバックトラックを。

アリサ：結構ロイスを使ったからなあ。とにもかくにも倍振ぶりだ。……っと、なんとか戻もどってこれた。

左京：俺おれも倍だな。……おお、99％ぴったり。

アリサ：危な！（笑）

ＧＭ：なんか昔もこんな光景を見た気がするなあ（笑）。

左京：歴史は繰くり返すんだ、きっと（笑）。

ＧＭ：まあともあれ、生せい還かんおめでとうございますということで。

左京：かろうじて、だがな。

ＧＭ：それではエンディングに移りましょう。最後にひとつ、イベントが残ってるし。

アリサ：そうそう、語ってもらわなきゃな！

左京：ふん。







◆Ending01◆新しき世界


Scene Player ─── 黒くろ須す左京






　左京は目を閉じる。

　心がざわめくことはなかった。

　罪つみの意識も、高こう揚よう感もない。

　ただ荒こう涼りようとした風が心中を駆かけ抜ぬけるのみ。




ＧＭ：ではエンディング。……さっきのシーンの直後からでいいかな。

左京：そうだな、問題ない。

アリサ：じゃあいきなりあたしが笑い出す。……く、くくくくくくっ！

左京：なんだ、一体。

アリサ：面おも白しろいじゃないか、黒須左京。

左京：…………。

アリサ：お前は自分の言葉通り、オーヴァードでない悟道にも容よう赦しやしなかった。沙由理は助けてやったのに、だ。

左京：……別にあの娘むすめのためにやったわけじゃない。

アリサ：じゃあなぜわざわざ沙由理を助けた？　組織をつぶし、悟道を殺すだけなら、あのエリキシウムのビルを外から破は壊かいしてもよかったはずだ。

左京：…………。

アリサ：理由があるんだろう、黒須左京。約束だ、それを話してもらおうか。

左京：ふん……。




　冷たい目でアリサを睨にらみ、左京はぼそりとつぶやく。




左京：俺はただ、人間とオーヴァードの境界を分けただけだ。

アリサ：境界。……何度か繰くり返していたが、どういう意味だ？

左京：言葉通りの意味だ。

アリサ：もったいぶるな、詳くわしく話せ。

左京：では、俺は今立っている車道をトントンと足で叩たたく。……この道と同じだ。

アリサ：…………は？

左京：道は区分けされている。歩道と車道、上りと下り。それはなぜだと思う？

アリサ：そういうルールだからだろう？

左京：違ちがうな。事故を減らすためだ。

アリサ：（眉まゆをひそめる）

左京：今の世界は、いわばひとつの道に車と歩行者が一いつ緒しよに歩いているようなものだ。信号も何もない。少し車が走れば事故が起きる。

ＧＭ：車がオーヴァードで、歩行者は一いつ般ぱん人じんってことか。

アリサ：まさか……。

左京：俺はこの混こん沌とんとした状じよう況きようを変える。人とオーヴァードに境界を作る。……人はオーヴァードに、オーヴァードは人に触ふれないような世界をつくる。

アリサ：おいおい、オーヴァードだけで独立した国でもつくるつもりか！

左京：必要であればそうする。

アリサ：…………。

左京：少なくとも一般人とオーヴァードが区分けされない限り事故は起き続ける。隠かくし続ける限り、不幸は生産される。それを止めるためには、ルールが必要だ。

アリサ：……それが、お前の欲望か。

左京：そうだ。その境界を侵おかすものに──制裁を与あたえるために、俺はここにいる。




　左京とアリサの視線がぶつかり合う。




アリサ：なぜ、そんなことを考えるようになった。

左京：……俺自身が、その事故を経験したからだ。

アリサ：ＵＧＮにいたころの傷ってことか。ならばなぜＵＧＮでその理想を追求しなかった。

左京：ＦＨの方がやりやすいと思った。それだけだ。

アリサ：成し遂とげるためには、仇きゆう敵てきの中に入るのもいとわないってことか？

ＧＭ：……実際、左京の妹は間接的ながらＦＨに殺されているしな。

左京：関係ない。可能性を追求した結果だ。

アリサ：く、くくくくくくくくっ！

左京：…………。

アリサ：面白い！　やっぱり面白いな、黒須左京！　お前、本当にそんなことができると思っているのか？

左京：──やる。ただそれだけだ。

アリサ：ダンマリかと思ったが、ずいぶんな誇こ大だい妄もう想そうを抱かかえているじゃないか。

左京：笑わば笑え。

アリサ：ひとつだけ確かく認にんさせろ。……境界を侵したものを裁く時、お前もまた境界を越こえている。それは許されるのか？

左京：……ふん、そんなことか。




　つまらない、とばかりに左京は息を吐はき出だした。




左京：最後に裁かれるのは俺だ。それでいい。

アリサ：くくっ！　自分自身が礎いしずえになる覚かく悟ごはできているってことか！

左京：覚悟というほどのものじゃない。当然の流れだ。

アリサ：いいな。お前、面白いぞ。

左京：俺を殺す理由はできたか？

アリサ：いいや、逆だね。

左京：……なに？

アリサ：お前なら──あたしの剣けんを、預けてもよさそうだ。

左京：わからない、とばかりに眉まゆを寄せる。

アリサ：察しが悪いな。お前の手伝いをしようっていうんだ。

左京：なぜ？

アリサ：ひとつはその理想がかなうまでに、幾いく多たの戦いがありそうだから。もうひとつはその理想があたしの一族の欲望につながるから。

ＧＭ：〝オーヴァードは誇ほこり高くあれ〟だっけ。

アリサ：そう。オーヴァードだけの社会ができれば、唱えやすくなる。……そしてなにより。

左京：なんだ。

アリサ：黒須左京、お前の覚悟に殉じゆんずる姿に誇ほこりを感じたからさ。

左京：…………ふん。

アリサ：どうだい？　少しはありがたがったら。

左京：するか。

アリサ：かわいげのない男だ。……ま、でも安心しな。

左京：？

アリサ：お前が志こころざし半ばに力ちから尽つきたその時は──。




『その時は──』




アリサ：あたしが、殺してやる。




『俺が殺してやる』




　それは、いつか左京が誰だれかに言った言葉。

　もはや果たされることはない、遠い約束。




左京：ふ……。

アリサ：お、笑った。

左京：少し昔を思い出しただけだ。……好きにしろ。

アリサ：ん？

左京：手伝いたいなら好きにしろ、と言ったんだ。

アリサ：ああ、そうさせてもらう。




　そう言って、わずか十三歳さいの始末屋は伸のびをする。




アリサ：さーて、そろそろアジトに戻もどるか。

左京：……そうだな。ずいぶんと寄り道をした。

アリサ：さっさと報告済ませて、ソフトクリームでもしこたま食べたいなー。

左京：ソフト、クリーム……？（眉を寄せる）

アリサ：なんだよ。

左京：……いや、子供っぽいところもあるものだと思ってな。

アリサ：わ、悪いか。別にいいだろ、十三歳なんだから。

左京：ふっ、そう言えばそうだったな。粗そ野やなもの言いをするので忘れていた。

アリサ：……お前、ねちっこいヤツだな。

左京：それは生まれつきだ。……さて。




「帰るぞ」

　悟道が落ちた崖の下になど目もくれず、左京は身を翻ひるがえした。

「我らが──闇やみの底へな」
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　　　　あとがき




　生きるということは、過か去こを積み上げていくことです。

　誰だれしも歩いてきた道があり、その道は今へと続いています。




　振ふり返かえるその道はあなたにとって輝かがやかしいものでしょうか。

　それとも目を背そむけたいものでしょうか。




　願わくば、常つねに誇ほこれる道を歩いていきたいものです。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　この本をお読みいただき、ありがとうございます。

　著ちよ者しやの矢野俊策やの・しゆんさくと申します。

　本書、『ダブルクロス・リプレイ・クロニクル』はいかがだったでしょうか。

　旧きゆう作さく二本と新作一本で構こう成せいされたこのリプレイ、なんとダブルクロスの１st、２nd、３rdから一本ずつリプレイを載のせるという不思議な構成となりました。まさにダブルクロスの年代記とも言える三本。楽しんでいただければ幸いです。

　旧作、『ドゥームズデイの魔ま獣じゆう』と『コントラストサイド』は３rdの重要な設せつ定ていを担になっているにも関わらず、今まで文庫化されていなかったための掲けい載さい。皆みなさんの中には一度目を通したという方もいらっしゃるのではないでしょうか。

　なにせ『ドゥームズデイの魔獣』は初出が二〇〇一年。もはや十年近く前の作品です。『コントラストサイド』も初出は二〇〇四年。正直、どちらも今見ると稚ち拙せつなところがたくさん存そん在ざいします。

　ですが、今回はそれらをあえてそのまま掲載しました。

　一度発表した原げん稿こうであることはもちろん、私・矢野俊策のリプレイ年代記として新作『ラビッドドッグ・クライング』との違ちがいなども楽しんでいただければ幸いです。

　また、『ドゥームズデイの魔獣』、『コントラストサイド』に関しては『ＤＸ３』の『上級ルール』などにリプレイと絡からんだ情じよう報ほうが掲載されていたりもしますので、お読みの後はそちらもご覧らんになり、広がるダブルクロスの世界に浸ひたっていただければとも思います。

　意外なところで意外なつながりが発見できるかもしれませんよ。




　それでは、ここからは個こ別べつの解かい説せつを。




▼『ドゥームズデイの魔獣』

　ダブルクロス初めてのリプレイとして登場したこの一本。先ほども書きましたが初出は九年前。まだ私が大学生のころに書いた作品です。

　ご存ぞんじの方もいるかとは思いますが、元々『ダブルクロス』という作品はゲーム・フィールドゲーム大賞というコンテストに応おう募ぼし、準じゆん入にゆう選せんをいただき、商品化したＴＲＰＧです。その流れでまずはリプレイを、という話になり、ゲーマーズ・フィールド誌しに掲載させていただいた一本でもあります。

　今見ると、ともかくダブルクロスを説明しようと躍やつ起きになっていますね。どんな事じ件けんがもっともダブルクロスらしいか、というテーマに頭を悩なやませていた覚えがあります。

　ちなみに本リプレイクライマックスで使った、「強きよう制せい的てきに衝しよう動どう判はん定ていを起こさせる」という手しゆ段だんは、その後の私のリプレイではちょくちょく出てくる手法です。こんな昔から使っていたのだな、と今回の校正で再さい確かく認にんしました（笑）。




▼『コントラストサイド』

　ダブルクロスが2nd Editionとなり、一段だん落らくついたころの作品です。初出はゲーマーズ・フィールド別べつ冊さつ、『現代どきのＲＰＧ』。実は２ndになってから私が初めて手がけたリプレイがこの一本でした。

　やりたいことをとにかく詰つめよう、という試みが随ずい所しよに見られるこのリプレイ。過去設定からシンドロームの指定まで、よくここまで作つくり込こんだな、と今になって思います。

　ちなみに、このリプレイで挑ちよう戦せんした〝ＵＧＮチルドレンを主人公にする〟というテーマを改めて用いたリプレイが、その後に発表された『ダブルクロス・リプレイ・オリジン』シリーズでした。そういった意味でも、自分にとっては感かん慨がい深ぶかいリプレイであると言えます。




▼『ラビッドドッグ・クライング』

　本書用に書き下ろしたリプレイです。３rdになってから初めて書くリプレイですので、この本には１st、２nd、３rdにおける「矢野俊策著ちよの初リプレイ」が載のっていることになりますね（笑）。

　テーマは書いてあるとおり、「黒須左京くろす・さきようの現げん在ざいを扱あつかう」こと。彼かれがなぜＵＧＮを離はなれたのか。なんのためにＦＨに行ったのか。何を考えているのか。それらを表ひよう現げんしてみようというリプレイです。

　久ひさしぶりのリプレイに加え、短たん編ぺんだということもあって、かなりネタを仕し込こんでみました。数を頼たよりにするクライマックス、一いつ般ぱん人じんの黒くろ幕まくなどなど。ちょっと変わったギミックでしたがいかがでしょうか。あまり何度も使えるネタではありませんが、今の左京を表わすひとつとして見ていただければ幸いです。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　さて、ここまで本書に掲載されたリプレイ三本を解説してきました。

　その後に、ダブルクロス全体について少しお話をさせていただきます。

　二〇〇一年、ゲームフィールドゲーム大賞準入選から始まった、このダブルクロスというゲームも九年目を迎むかえました。

　本書までに発表されたリプレイは約六十本。去年には第三版ぱんが出しゆつ版ぱんされ、まだまだこれからもさまざまな企き画かくが目め白じろ押おし、という状じよう態たいです。

　約十年の歩みをこれだけ幸せな状態で歩んでこられたのは、もちろん私ひとりの力ではありません。多くのスタッフ、そして支ささえてくれたユーザーの皆さんの力でダブルクロスは育ってきました。

　これからも道は続きますが、続けてご支し援えんいただければ幸いです。こちらも次の十年、全力で面白いものを作り続けていきたいと思います。





二〇一〇年四月十一日　矢野俊策
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